
(57)【要約】

【課題】内視鏡下用途に特に適した外科用器械を提供す

る。

【解決手段】内視鏡用途に特に適した外科用器械（１０

）は、近位側へ制御される流体移送式関節運動機構（１

４）を備えることにより、エンドエフェクタ（２０）を

関節運動させる。近位部分に取り付けられている流体制

御装置（１８）が、細長いシャフト（１６）を通って流

体を第１の流体通路経由で第１の流体アクチュエータ（

８０）に移送し、それに反応してこのアクチュエータは

、関節運動継手を関節運動させる。２つの対向した流体

アクチュエータが、差動的流体移送に反応して関節運動

を行わせるようにもできる。それにより、細長いシャフ

トの狭い範囲を通って関節運動を行わせるのに十分な機

械的運動を伝達するという設計上の制約を無くすことに

よって設計上の融通性が達成される。

【選択図】図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 外 科 用 器 械 に お い て 、
　 患 者 の 外 部 で の 操 作 が 可 能 な よ う に 構 成 さ れ た 近 位 部 分 と 、
　 前 記 近 位 部 分 に 取 り 付 け ら れ た 細 長 い シ ャ フ ト と 、
　 エ ン ド エ フ ェ ク タ と 、
　 前 記 エ ン ド エ フ ェ ク タ を 前 記 細 長 い シ ャ フ ト に 取 り 付 け る 関 節 運 動 継 手 と 、
　 前 記 近 位 部 分 に 取 り 付 け ら れ て い て 、 流 体 を 、 前 記 細 長 い シ ャ フ ト を 通 り 第 １ の 流 体 通
路 を 通 っ て 移 送 す る よ う 動 作 可 能 に 構 成 さ れ た 流 体 制 御 装 置 と 、
　 前 記 第 １ の 流 体 通 路 と 流 体 連 通 状 態 に あ り 、 前 記 流 体 制 御 装 置 に よ り 移 送 さ れ た 前 記 流
体 に 反 応 し て 前 記 関 節 運 動 継 手 を 作 動 さ せ る こ と が で き る 第 １ の 流 体 ア ク チ ュ エ ー タ と 、
　 を 有 す る 、 外 科 用 器 械 。
【 請 求 項 ２ 】
　 請 求 項 １ 記 載 の 外 科 用 器 械 に お い て 、
　 前 記 流 体 制 御 装 置 は 、 流 体 を 、 第 ２ の 流 体 通 路 を 通 っ て 逆 方 向 に 移 送 す る よ う 更 に 構 成
さ れ て お り 、
　 前 記 外 科 用 器 械 は 、 前 記 第 ２ の 流 体 通 路 と 流 体 連 通 状 態 に あ り 、 前 記 流 体 制 御 装 置 に よ
り 移 送 さ れ た 流 体 に 反 応 し て 前 記 第 １ の 流 体 ア ク チ ュ エ ー タ を 助 け て 前 記 関 節 運 動 継 手 を
作 動 さ せ る 第 ２ の 流 体 ア ク チ ュ エ ー タ を 更 に 有 す る 、 外 科 用 器 械 。
【 請 求 項 ３ 】
　 請 求 項 ２ 記 載 の 外 科 用 器 械 に お い て 、
　 前 記 細 長 い シ ャ フ ト 内 で 側 方 運 動 可 能 に 拘 束 さ れ た ス ラ イ ド バ ー と 、
　 前 記 関 節 運 動 継 手 内 に 位 置 決 め さ れ た 前 記 ス ラ イ ド バ ー の 遠 位 端 部 と 、
　 関 節 運 動 部 材 の 遠 位 端 部 に 係 合 し 、 前 記 ス ラ イ ド バ ー の 側 方 運 動 を 前 記 エ ン ド エ フ ェ ク
タ の 旋 回 運 動 に 変 換 す る 前 記 エ ン ド エ フ ェ ク タ の 近 位 表 面 と 、 を 更 に 有 し 、
　 前 記 第 １ の 流 体 ア ク チ ュ エ ー タ は 、 前 記 細 長 い シ ャ フ ト 内 の 作 動 部 材 の 第 １ の 横 方 向 側
部 に 位 置 決 め さ れ た 第 １ の ブ ラ ダ を 有 し 、 前 記 第 ２ の 流 体 ア ク チ ュ エ ー タ は 、 前 記 細 長 い
シ ャ フ ト 内 の 前 記 作 動 部 材 の 反 対 側 の 第 ２ の 横 方 向 側 部 に 位 置 決 め さ れ た 第 ２ の ブ ラ ダ を
有 す る 、 外 科 用 器 械 。
【 請 求 項 ４ 】
　 請 求 項 ３ 記 載 の 外 科 用 器 械 に お い て 、
　 前 記 関 節 運 動 部 材 は 、 前 記 第 １ の 流 体 通 路 お よ び 前 記 第 ２ の 流 体 通 路 と そ れ ぞ れ 連 通 す
る 第 １ の 遠 位 シ リ ン ダ お よ び 第 ２ の 遠 位 シ リ ン ダ 内 で 側 方 に 動 く 互 い に 反 対 側 に 突 き 出 た
第 １ の 遠 位 ピ ス ト ン と 第 ２ の 遠 位 ピ ス ト ン を 含 む 近 位 部 分 を 有 す る 、 外 科 用 器 械 。
【 請 求 項 ５ 】
　 請 求 項 ３ 記 載 の 外 科 用 器 械 に お い て 、
　 前 記 流 体 制 御 装 置 は 、
　 前 記 第 １ の 流 体 通 路 と 連 通 状 態 に あ る 第 １ の 流 体 リ ザ ー バ と 、
　 前 記 第 ２ の 流 体 通 路 と 連 通 状 態 に あ る 第 ２ の 流 体 リ ザ ー バ と 、
　 前 記 第 １ お よ び 第 ２ の 流 体 リ ザ ー バ の う ち の 選 択 さ れ た 一 方 を 圧 縮 さ せ 、 か つ 、 前 記 第
１ お よ び 第 ２ の 流 体 リ ザ ー バ の う ち の 選 択 さ れ な か っ た 他 方 を 前 記 第 ２ の ブ ラ ダ に 加 わ る
圧 縮 力 に 反 応 し て 拡 張 さ せ る こ と が で き る よ う 動 作 可 能 に 構 成 さ れ た 側 方 ア ク チ ュ エ ー タ
と 、 を 有 す る 、 外 科 用 器 械 。
【 請 求 項 ６ 】
　 請 求 項 ５ 記 載 の 外 科 用 器 械 に お い て 、
　 前 記 第 １ お よ び 第 ２ の 流 体 リ ザ ー バ は 、 そ れ ぞ れ の ピ ス ト ン シ リ ン ダ を 有 し 、 前 記 関 節
運 動 制 御 装 置 は 、 前 記 第 １ お よ び 第 ２ の ピ ス ト ン シ リ ン ダ 内 に 運 動 可 能 に そ れ ぞ れ 受 け 入
れ ら れ た 第 １ お よ び 第 ２ の ピ ス ト ン を 有 す る 、 外 科 用 器 械 。
【 請 求 項 ７ 】
　 請 求 項 ５ 記 載 の 外 科 用 器 械 に お い て 、
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　 前 記 関 節 運 動 制 御 装 置 は 、 前 記 第 １ お よ び 第 ２ の 流 体 リ ザ ー バ を 差 動 的 に 圧 縮 す る 手 段
を 有 す る 、 外 科 用 器 械 。
【 請 求 項 ８ 】
　 請 求 項 ３ 記 載 の 外 科 用 器 械 に お い て 、
　 前 記 流 体 制 御 装 置 は 、
　 前 記 第 １ の 流 体 通 路 お よ び 前 記 第 ２ の 流 体 通 路 と 連 通 状 態 に あ る 流 体 リ ザ ー バ と 、
　 前 記 流 体 リ ザ ー バ を 第 １ の リ ザ ー バ 部 分 お よ び 第 ２ の リ ザ ー バ 部 分 に 分 離 す る 可 動 密 封
面 と 、
　 前 記 可 動 密 封 面 を 移 動 さ せ て 前 記 第 １ お よ び 第 ２ の リ ザ ー バ 部 分 の 各 々 に つ い て 流 体 容
積 を 差 動 的 に 調 節 す る よ う 動 作 可 能 に 構 成 さ れ た 側 方 ア ク チ ュ エ ー タ と 、 を 有 す る 、 外 科
用 器 械 。
【 請 求 項 ９ 】
　 請 求 項 ８ 記 載 の 外 科 用 器 械 に お い て 、
　 前 記 側 方 ア ク チ ュ エ ー タ は 、 前 記 第 １ お よ び 第 ２ の リ ザ ー バ 部 分 の 各 々 に つ い て 流 体 容
積 を 差 動 的 に 調 節 す る 手 段 を 有 す る 、 外 科 用 器 械 。
【 請 求 項 １ ０ 】
　 請 求 項 ３ 記 載 の 外 科 用 器 械 に お い て 、
　 前 記 エ ン ド エ フ ェ ク タ の 前 記 近 位 表 面 は 、 歯 車 セ グ メ ン ト を 有 し 、 前 記 ス ラ イ ド バ ー の
前 記 遠 位 端 部 は 、 歯 車 ラ ッ ク を 有 す る 、 外 科 用 器 械 。
【 請 求 項 １ １ 】
  外 科 用 器 械 に お い て 、
　 患 者 の 外 部 で の 操 作 が 可 能 な よ う に 構 成 さ れ た 近 位 部 分 と 、
　 前 記 近 位 部 分 に 取 り 付 け ら れ た 細 長 い シ ャ フ ト で あ っ て 、 当 該 細 長 い シ ャ フ ト の 近 位 部
分 を 貫 通 し て 第 １ お よ び 第 ２ の 流 体 通 路 が 設 け ら れ た シ ャ フ ト と 、
　 エ ン ド エ フ ェ ク タ と 、
　 前 記 エ ン ド エ フ ェ ク タ を 前 記 細 長 い シ ャ フ ト に 取 り 付 け る 関 節 運 動 継 手 と 、
　 前 記 近 位 部 分 に 取 り 付 け ら れ て い て 、 流 体 を 、 前 記 第 １ お よ び 第 ２ の 流 体 通 路 を 通 り 前
記 細 長 い シ ャ フ ト を 通 っ て 差 動 的 に 移 送 さ せ る よ う 動 作 可 能 に 構 成 さ れ た 流 体 制 御 装 置 と
、
　 前 記 第 １ の 流 体 通 路 と 流 体 連 通 状 態 に あ る 第 １ の 流 体 ア ク チ ュ エ ー タ と 、
　 前 記 第 ２ の 流 体 通 路 と 流 体 連 通 状 態 に あ る 第 ２ の 流 体 ア ク チ ュ エ ー タ と 、 を 有 し 、
　 前 記 第 １ の 流 体 ア ク チ ュ エ ー タ と 前 記 第 ２ の 流 体 ア ク チ ュ エ ー タ は 協 働 し て 、 流 体 の 前
記 差 動 的 移 送 に 反 応 し て 前 記 関 節 運 動 継 手 を 作 動 さ せ る 、 外 科 用 器 械 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 開 示 の 内 容 】
【 ０ ０ ０ １ 】
〔 発 明 の 分 野 〕
　 本 発 明 は 一 般 に 、 内 視 鏡 下 で エ ン ド エ フ ェ ク タ （ 例 え ば 、 体 内 カ ッ タ 、 把 持 器 、 カ ッ タ
、 ス テ ー プ ラ 、 ク リ ッ プ 留 め 具 、 接 近 用 器 具 、 薬 物 ／ 遺 伝 子 治 療 送 達 器 具 お よ び 超 音 波 、
Ｒ Ｆ 、 レ ー ザ 等 を 利 用 し た エ ネ ル ギ ー 器 具 ） を 手 術 部 位 に 挿 入 す る の に 適 し た 外 科 用 器 械
、 特 に 、 関 節 運 動 シ ャ フ ト を 備 え た か か る 外 科 用 器 械 に 関 す る 。
【 ０ ０ ０ ２ 】
〔 発 明 の 背 景 〕
　 内 視 鏡 下 外 科 用 器 械 は 、 切 開 部 が 小 さ い ほ う が 術 後 回 復 期 間 お よ び 合 併 症 を 減 少 さ せ る
傾 向 が あ る の で 、 伝 統 的 な 開 放 式 外 科 用 器 具 よ り も 好 ま し い 場 合 が 多 い 。 し た が っ て 、 ト
ロ カ ー ル の カ ニ ュ ー レ を 通 っ て 遠 位 エ ン ド エ フ ェ ク タ を 所 望 の 手 術 部 位 に 正 確 に 配 置 す る
の に 適 し た 内 視 鏡 下 外 科 用 器 械 類 の 大 々 的 な 開 発 が 行 わ れ た 。 こ れ ら 遠 位 エ ン ド エ フ ェ ク
タ は 、 診 断 効 果 ま た は 治 療 効 果 を 達 成 す る の に 多 く の 仕 方 で 組 織 に 係 合 す る 。 （ 例 え ば 、
体 内 カ ッ タ 、 把 持 器 、 カ ッ タ 、 ス テ ー プ ラ 、 ク リ ッ プ 留 め 具 、 接 近 用 器 具 、 薬 物 ／ 遺 伝 子
治 療 送 達 器 具 お よ び 超 音 波 、 Ｒ Ｆ 、 レ ー ザ 等 を 利 用 し た エ ネ ル ギ ー 器 具 ）
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【 ０ ０ ０ ３ 】
　 エ ン ド エ フ ェ ク タ の 位 置 決 め は 、 ト ロ カ ー ル に よ り 制 限 を 受 け る 。 一 般 に 、 こ れ ら 内 視
鏡 下 外 科 用 器 械 は 、 エ ン ド エ フ ェ ク タ と 外 科 医 に よ り 操 作 さ れ る 取 っ 手 部 分 と の 間 に 長 い
シ ャ フ ト を 有 す る 。 こ の 長 い シ ャ フ ト に よ り 、 所 望 の 深 さ へ の 挿 入 お よ び シ ャ フ ト の 長 手
方 向 軸 線 回 り の 回 転 が 可 能 に な り 、 そ れ に よ り エ ン ド エ フ ェ ク タ の 或 る 程 度 の 位 置 決 め が
可 能 に な る 。 ト ロ カ ー ル の 適 切 な 配 置 お よ び 例 え ば 別 の ト ロ カ ー ル を 介 す る 把 持 器 の 適 切
な 使 用 を 行 う と 、 そ の 程 度 の 位 置 決 め で 十 分 で あ る 場 合 が 多 い 。 例 え ば 米 国 特 許 第 ５ ， ４
６ ５ ， ８ ９ ５ 号 明 細 書 に 記 載 さ れ て い る 外 科 用 ス テ ー プ ル 留 め 兼 用 切 断 器 械 は 、 エ ン ド エ
フ ェ ク タ を 挿 入 お よ び 回 転 に よ っ て 首 尾 よ く 位 置 決 め す る 内 視 鏡 下 外 科 用 器 械 の 一 例 で あ
る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 最 近 、 ２ ０ ０ ３ 年 ５ 月 ２ ０ 日 に 出 願 さ れ た シ ェ ル ト ン ・ フ ォ ー ス （ Shelton IV） 等 名 義
の 米 国 特 許 出 願 第 １ ０ ／ ４ ４ ３ ， ６ １ ７ 号 明 細 書 （ 発 明 の 名 称 ： SURGICAL STAPLING INST
RUMENT INCORPORATING AN E-BEAM FIRING MECHANISM） は 、 組 織 を 切 断 し 、 ス テ ー プ ル を
作 動 さ せ る 改 良 型 「 Ｅ － ビ ー ム 」 発 火 バ ー を 記 載 し て お り 、 か か る 米 国 特 許 出 願 を 参 照 に
よ り 、 そ の 記 載 内 容 全 体 を 本 明 細 書 の 一 部 を 形 成 す る も の と し て こ こ に 組 み 込 む 。 追 加 の
利 点 の う ち の 或 る １ つ と し て 、 ク ラ ン プ し た 組 織 が 僅 か に 多 過 ぎ ま た は 少 な 過 ぎ た と し て
も 、 エ ン ド エ フ ェ ク タ 、 特 に ス テ ー プ ル 留 め 組 立 体 の ジ ョ ー を 確 実 に 間 隔 保 持 し て 最 適 な
ス テ ー プ ル 配 列 状 態 を 得 る こ と に あ る 。 さ ら に 、 Ｅ － ビ ー ム 発 火 バ ー は 、 幾 つ か の 有 利 な
ロ ッ ク ア ウ ト を 組 み 込 む こ と が で き る よ う な 仕 方 で エ ン ド エ フ ェ ク タ お よ び ス テ ー プ ル カ
ー ト リ ッ ジ に 係 合 す る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 手 術 の 性 質 に 応 じ て 、 内 視 鏡 下 外 科 用 器 械 の エ ン ド エ フ ェ ク タ の 位 置 決 め を 一 段 と 調 整
す る こ と が 望 ま し い 場 合 が あ る 。 特 に 、 エ ン ド エ フ ェ ク タ を 外 科 用 器 械 の シ ャ フ ト の 長 手
方 向 軸 線 に 対 し て 横 方 向 の 軸 線 に 差 し 向 け る こ と が 望 ま し い 場 合 が 多 い 。 外 科 用 器 械 の シ
ャ フ ト に 対 す る エ ン ド エ フ ェ ク タ の 横 方 向 運 動 は 従 来 、 「 関 節 運 動 」 と 呼 ば れ て い る 。 こ
れ は 典 型 的 に は 、 ス テ ー プ ル 留 め 組 立 体 の す ぐ 近 位 側 の シ ャ フ ト 延 長 部 内 に 設 け ら れ た 旋
回 （ ま た は 関 節 ） 継 手 に よ っ て 達 成 さ れ る 。 こ れ に よ り 、 外 科 医 は 、 ス テ ー プ ル ラ イ ン の
良 好 な 外 科 的 配 置 お よ び 容 易 な 組 織 操 作 お よ び 配 向 の た め に ス テ ー プ ル 留 め 組 立 体 を い ず
れ か の 側 に 遠 隔 的 に 関 節 運 動 さ せ る こ と が で き る 。 こ の 関 節 式 の 位 置 決 め に よ り 、 臨 床 医
は 、 或 る 場 合 に は 例 え ば 臓 器 の 後 ろ で 組 織 を 一 層 容 易 に 扱 う こ と が で き る 。 加 う る に 、 関
節 式 位 置 決 め に よ り 有 利 に 、 内 視 鏡 を 器 械 シ ャ フ ト に よ り 妨 げ ら れ な い で 、 エ ン ド エ フ ェ
ク タ の 後 ろ に 位 置 決 め す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 外 科 用 ス テ ー プ ル 留 め 兼 用 切 断 器 械 を 関 節 運 動 さ せ る 手 段 は 、 関 節 運 動 の 制 御 を エ ン ド
エ フ ェ ク タ の 閉 鎖 の 制 御 と 共 に 組 み 込 ん で 組 織 を ク ラ ン プ し て エ ン ド エ フ ェ ク タ （ 即 ち 、
ス テ ー プ ル 留 め お よ び 切 断 ） を 内 視 鏡 下 器 械 の 小 径 境 界 内 で 発 火 さ せ る の で 複 雑 化 の 傾 向
が あ る 。 一 般 に 、 こ れ ら ３ つ の 制 御 運 動 は 全 て 、 長 手 方 向 並 進 運 動 と し て シ ャ フ ト を 介 し
て 伝 達 さ れ る 。 例 え ば 、 米 国 特 許 第 ５ ， ６ ７ ３ ， ８ ４ ０ 号 明 細 書 は 、 器 械 シ ャ フ ト を 通 っ
て ２ 本 の 連 結 ロ ッ ド の う ち の 一 方 を 選 択 的 に 引 き 戻 す こ と に よ り 関 節 運 動 す る ア コ ー デ ィ
オ ン 型 関 節 運 動 機 構 （ 「 フ レ ッ ク ス － ネ ッ ク 」 ） を 開 示 し て お り 、 各 ロ ッ ド は 、 そ れ ぞ れ
シ ャ フ ト 中 心 線 の 互 い に 反 対 の 側 で ず れ て い る 。 連 結 ロ ッ ド は 、 一 連 の 別 々 の 位 置 に わ た
り ラ チ ェ ッ ト 運 動 す る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 関 節 運 動 機 構 の 長 手 方 向 制 御 装 置 の 別 の 例 が 、 米 国 特 許 第 ５ ， ８ ６ ５ ， ３ ６ １ 号 明 細 書
に 記 載 さ れ て お り 、 こ の 長 手 方 向 制 御 装 置 は 、 関 節 運 動 リ ン ク を 有 し 、 こ の 関 節 運 動 リ ン
ク は 、 そ の 押 し ま た は 引 き 長 手 方 向 並 進 が 各 側 へ の 関 節 運 動 を 行 わ せ る よ う に カ ム 駆 動 ピ
ボ ッ ト か ら ず れ て い る 。 こ れ と 同 様 に 、 米 国 特 許 第 ５ ， ７ ９ ７ ， ５ ３ ７ 号 明 細 書 は 、 関 節
運 動 を 行 わ せ る た め に シ ャ フ ト を 貫 通 し た 同 様 な ロ ッ ド を 開 示 し て い る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
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　 フ レ デ リ ッ ク ・ イ ー ・ シ ェ ル ト ン ・ フ ォ ー ス （ Frederick E. Shelton IV） 等 名 義 の 共
通 譲 受 人 の 同 時 係 属 米 国 特 許 出 願 第 １ ０ ／ ６ １ ５ ， ９ ７ ３ 号 明 細 書 （ 発 明 の 名 称 ： SURGIC
AL INSTRUMENT INCORPORATING AN ARTICULATION MECHANISM HAVING ROTATION ABOUT THE 
LONGITUDINAL AXIS） で は 、 長 手 方 向 運 動 の 代 替 手 段 と し て 関 節 運 動 を 伝 達 さ せ る た め に
回 転 運 動 が 用 い ら れ て お り 、 か か る 米 国 特 許 出 願 を 参 照 に よ り 、 そ の 開 示 内 容 全 体 を 本 明
細 書 の 一 部 を 形 成 す る も の と し て こ こ に 組 み 込 む 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 こ れ ら 機 械 的 に 伝 達 関 係 に あ る 関 節 運 動 は 首 尾 よ く 内 視 鏡 下 外 科 用 ス テ ー プ ル 留 め 兼 用
切 断 器 械 が 関 節 運 動 で き る よ う に し た が 、 開 発 動 向 は 、 市 場 に 出 す に は 数 多 く の 問 題 お よ
び 障 害 を 提 起 し て い る 。 互 い に 競 合 す る 設 計 上 の 目 的 は 、 外 科 用 開 口 部 の 寸 法 を 減 少 さ せ
る た め に で き る だ け 小 径 の も の で あ っ て 、 し か も 幾 つ か の 運 動 （ 例 え ば 、 閉 鎖 運 動 、 発 火
運 動 、 関 節 運 動 、 回 転 運 動 等 ） を 行 う の に 十 分 な 強 度 を 備 え た シ ャ フ ト を 含 む 。 加 う る に
、 つ か え て 動 か な く な る と い う 問 題 お よ び 摩 擦 に 関 す る 問 題 を 生 じ さ せ な い で 十 分 に 大 き
な 力 を 伝 達 す る こ と に よ り 、 望 ま し い 特 徴 お よ び 信 頼 性 を 制 限 す る 設 計 上 の 制 約 が 生 じ る
。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 し た が っ て 、 発 火 運 動 お よ び 閉 鎖 運 動 を 邪 魔 し な い で 、 狭 い 範 囲 内 に 組 み 込 む こ と が で
き る 関 節 運 動 力 を 採 用 し た 関 節 運 動 機 構 を 有 す る 関 節 運 動 型 外 科 用 器 械 が 大 い に 要 望 さ れ
て い る 。
【 ０ ０ １ １ 】
〔 発 明 の 概 要 〕
　 本 発 明 は 、 取 っ 手 と 、 関 節 運 動 を 行 わ せ る た め に 流 体 圧 力 を 用 い た エ ン ド エ フ ェ ク タ と
の 間 に 取 り 付 け ら れ て い る 関 節 運 動 シ ャ フ ト を 備 え た 外 科 用 器 械 を 提 供 す る こ と に よ り 先
行 技 術 の 上 述 の 問 題 お よ び 他 の 問 題 を 解 決 す る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 本 発 明 の 一 特 徴 で は 、 外 科 用 器 械 は 、 取 付 け 状 態 の 細 長 い シ ャ フ ト と エ ン ド エ フ ェ ク タ
を 患 者 の 体 内 の 所 望 の 手 術 部 位 に 位 置 決 め す る よ う 患 者 の 体 外 で 操 作 さ れ る 近 位 部 分 を 有
す る 。 関 節 運 動 継 手 が 、 所 望 の 角 度 で 組 織 に 到 達 す る 際 に お け る 臨 床 上 の 融 通 性 を 一 段 と
与 え る た め に エ ン ド エ フ ェ ク タ を 細 長 い シ ャ フ ト に 取 り 付 け て い る 。 近 位 部 分 に 取 り 付 け
ら れ て い る 流 体 制 御 装 置 は 、 流 体 を 、 前 記 細 長 い シ ャ フ ト を 通 り 第 １ の 流 体 通 路 を 通 っ て
第 １ の 流 体 ア ク チ ュ エ ー タ に 移 送 し 、 こ の 第 １ の 流 体 ア ク チ ュ エ ー タ は 、 関 節 運 動 継 手 を
関 節 運 動 さ せ る こ と に よ っ て 反 応 す る 。 そ れ に よ り 、 関 節 運 動 を 行 わ せ る の に 十 分 な 機 械
的 運 動 を 細 長 い シ ャ フ ト の 狭 い 範 囲 を 通 っ て 移 送 す る 設 計 上 の 制 約 を 回 避 す る こ と に よ っ
て 設 計 上 の 融 通 性 が 達 成 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 本 発 明 の 別 の 特 徴 で は 、 外 科 用 器 械 は 、 細 長 い シ ャ フ ト 内 に 設 け ら れ て い て 、 関 節 運 動
継 手 を 関 節 運 動 さ せ る よ う 互 い に 協 働 す る 互 い に 反 対 側 の 流 体 ア ク チ ュ エ ー タ と 各 々 連 通
し た ２ つ の 流 体 通 路 を 通 っ て 流 体 を 差 動 的 に 移 送 す る 流 体 制 御 装 置 を 有 す る 。 そ れ に よ り
、 流 体 圧 力 の 増 加 に 効 率 的 に 且 つ 正 確 に 応 答 し て 働 く ア ク チ ュ エ ー タ が 、 関 節 運 動 継 手 を
一 方 向 に 関 節 運 動 さ せ る た め に 使 用 で き 、 他 方 の 流 体 ア ク チ ュ エ ー タ は そ れ に よ り 圧 縮 さ
れ た ま ま で あ る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 本 発 明 の 上 述 の 目 的 お よ び 利 点 並 び に 他 の 目 的 お よ び 利 点 は 、 添 付 の 図 面 お よ び そ の 説
明 か ら 明 ら か に さ れ る は ず で あ る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 本 願 に 組 み 込 ま れ て そ の 一 部 を な す 添 付 の 図 面 は 、 本 発 明 の 実 施 形 態 を 示 し て お り 、 上
述 の 本 発 明 の 概 要 説 明 お よ び 後 述 の 実 施 形 態 の 詳 細 な 説 明 と 一 緒 に な っ て 、 本 発 明 の 原 理
を 説 明 す る の に 役 立 つ 。
【 ０ ０ １ ６ 】
〔 発 明 の 詳 細 な 説 明 〕
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関 節 運 動 シ ャ フ ト の 概 要
　 図 面 を 参 照 す る と （ 幾 つ か の 図 に わ た り 、 同 一 の 符 号 は 同 一 の 部 品 を 示 し て い る ） 、 図
１ は 、 外 科 用 器 械 を 示 し て お り 、 こ の 外 科 用 器 械 は 、 図 示 の 形 態 で は 、 本 発 明 の 独 特 の 利
点 を も た ら す こ と が で き る 特 に 外 科 用 ス テ ー プ ル 留 め 兼 用 切 断 器 械 １ ０ で あ る 。 特 に 、 外
科 用 ス テ ー プ ル 留 め 兼 用 切 断 器 械 １ ０ は 、 外 科 手 技 を 実 施 す る た め に 図 １ に 示 す よ う な 非
関 節 運 動 状 態 で ト ロ カ ー ル カ ニ ュ ー レ 通 路 を 通 っ て 患 者 （ 図 示 せ ず ） の 体 内 の 手 術 部 位 ま
で 挿 入 可 能 に 寸 法 決 め さ れ て い る 。 作 業 部 分 １ ２ を い っ た ん カ ニ ュ ー レ 通 路 中 へ 挿 入 す る
と 、 作 業 部 分 １ ２ の 細 長 い シ ャ フ ト １ ６ の 遠 位 部 分 内 に 組 み 込 ま れ た 関 節 運 動 機 構 １ ４ を
図 ２ に 示 す よ う に 関 節 運 動 制 御 装 置 １ ８ に よ っ て 遠 隔 的 に 関 節 運 動 さ せ る こ と が で き る 。
図 示 の 形 態 で は 、 ス テ ー プ ル 留 め 組 立 体 ２ ０ と し て 示 さ れ た エ ン ド エ フ ェ ク タ が 、 関 節 運
動 機 構 １ ４ の 遠 位 側 に 取 り 付 け ら れ て い る 。 か く し て 、 関 節 運 動 機 構 １ ４ を 遠 隔 的 に 関 節
運 動 さ せ る こ と に よ り 、 ス テ ー プ ル 留 め 組 立 体 ２ ０ は 、 細 長 い シ ャ フ ト １ ６ の 長 手 方 向 軸
線 か ら 関 節 運 動 す る 。 か か る 傾 斜 位 置 は 、 切 断 お よ び ス テ ー プ ル 留 め の た め に 所 望 の 角 度
か ら 組 織 に 接 近 し 、 或 い は 他 の 臓 器 お よ び 組 織 に よ り 遮 ら れ た 組 織 に 接 近 す る と 共 に （ 或
い は ） 配 置 状 態 を 確 認 す る た め に 内 視 鏡 を ス テ ー プ ル 留 め 組 立 体 ２ ０ の 後 ろ に 位 置 決 め し
て こ れ と 整 列 さ せ る こ と が で き る と い う 点 に お い て 有 利 な 場 合 が あ る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
取 っ 手
　 外 科 用 ス テ ー プ ル 留 め 兼 用 切 断 器 械 １ ０ は 、 作 業 部 分 １ ２ の 近 位 側 に 連 結 さ れ て い て 、
位 置 決 め 運 動 、 関 節 運 動 、 閉 鎖 運 動 お よ び 発 火 運 動 を こ の 作 業 部 分 に も た ら す 取 っ 手 部 分
２ ２ を 有 し て い る 。 取 っ 手 部 分 ２ ２ は 、 ピ ス ト ル 型 握 り ２ ４ を 有 し 、 ス テ ー プ ル 留 め 組 立
体 ２ ０ の ク ラ ン プ ま た は 閉 鎖 を 生 じ さ せ る よ う 臨 床 医 に よ っ て ク ロ ー ジ ャ ト リ ガ ２ ６ を こ
の 握 り ２ ４ に 向 か っ て 軸 を 中 心 に 回 転 し 、 且 つ 近 位 側 へ 引 き 寄 せ ら れ る 。 発 火 ト リ ガ ２ ８
が 、 ク ロ ー ジ ャ ト リ ガ ２ ６ の 一 段 と 外 側 に 位 置 し 、 こ の 発 火 ト リ ガ は 、 ス テ ー プ ル 留 め 組
立 体 ２ ０ 内 に ク ラ ン プ さ れ た ク ラ ン プ 状 態 の 組 織 の ス テ ー プ ル 留 め お よ び 切 断 を 生 じ さ せ
る よ う 臨 床 医 に よ っ て 軸 を 中 心 に 回 転 す る よ う に 引 か れ る 。 し か る 後 、 ク ロ ー ジ ャ 解 除 ボ
タ ン ３ ０ を 押 し て ク ラ ン プ 状 態 の ク ロ ー ジ ャ ト リ ガ ２ ６ を 解 除 し 、 か く し て ク ラ ン プ さ れ
た 状 態 の 組 織 の 切 断 お よ び ス テ ー プ ル 留 め 端 部 を 解 除 す る 。 取 っ 手 部 分 ２ ２ は 回 転 ノ ブ ３
２ を さ ら に 有 し 、 こ の 回 転 ノ ブ ３ ２ は 、 細 長 い シ ャ フ ト １ ６ と 一 緒 に 運 動 で き る よ う 結 合
さ れ て 、 シ ャ フ ト １ ６ お よ び ス テ ー プ ル 留 め 組 立 体 ２ ０ を シ ャ フ ト １ ６ の 長 手 方 向 軸 線 回
り に 回 転 さ せ る 。 取 っ 手 部 分 ２ ２ は 、 も し 万 が 一 つ か え が 生 じ た 場 合 発 火 機 構 （ 図 １ ま た
は 図 ２ に は 図 示 せ ず ） を 引 き 戻 す の を 助 け 、 ス テ ー プ ル 留 め 組 立 体 ２ ０ の 開 放 が そ の 後 に
生 じ る こ と が で き る よ う に す る 発 火 引 き 戻 し 取 っ 手 ３ ４ を 更 に 有 す る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 本 明 細 書 で は 、 「 近 位 」 お よ び 「 遠 位 」 と い う 用 語 は 、 器 械 の 取 っ 手 を 掴 む 臨 床 医 に 関
し て 用 い ら れ て い る こ と は 理 解 さ れ よ う 。 か く し て 、 外 科 用 ス テ ー プ ル 留 め 組 立 体 ２ ０ は
、 近 位 取 っ 手 部 分 ２ ２ に 関 し て 遠 位 側 に 位 置 す る 。 便 宜 上 お よ び 分 か り や す く す る た め に
、 本 明 細 書 で 用 い る 「 垂 直 」 お よ び 「 水 平 」 と い う 用 語 は 、 図 面 に 関 し て 用 い ら れ て い る
こ と は 更 に 理 解 さ れ よ う 。 し か し な が ら 、 外 科 用 器 械 は 、 多 く の 向 き お よ び 位 置 で 使 用 さ
れ 、 こ れ ら 用 語 は 、 限 定 的 で は な く 絶 対 的 な も の で も な い 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 図 １ お よ び 図 ２ の 外 科 用 ス テ ー プ ル 留 め 兼 用 切 断 器 械 １ ０ の た め の 例 示 の マ ル チ ス ト ロ
ー ク 型 取 っ 手 部 分 ２ ２ は 、 ス ウ ェ ー ズ （ Swayze） お よ び シ ェ ル ト ン ・ フ ォ ー ス （ Shelton 
IV） 名 義 の 共 通 譲 受 人 の 同 時 係 属 米 国 特 許 出 願 第 １ ０ ／ ３ ７ ４ ， ０ ２ ６ 号 明 細 書 （ 発 明 の
名 称 ： SURGICAL STAPLING INSTRUMENT INCORPORATING A MULTISTROKE FIRING POSITION I
NDICATOR AND RETRACTION MECHANISM） に 詳 細 に 記 載 さ れ て お り 、 か か る 取 っ 手 部 分 は 、
本 明 細 書 に お い て 説 明 す る よ う な 追 加 の 特 徴 お よ び 変 形 部 分 を 有 し 、 か か る 米 国 特 許 出 願
を 参 照 に よ り 、 そ の 開 示 内 容 全 体 を 本 明 細 書 の 一 部 を 形 成 す る も の と し て こ こ に 組 み 込 む
。 マ ル チ ス ト ロ ー ク 型 取 っ 手 部 分 ２ ２ は 有 利 に 長 い 距 離 に わ た っ て 大 き な 発 火 力 を 備 え た
用 途 を サ ポ ー ト す る が 、 本 発 明 と 一 致 し た 用 途 は 、 例 え ば フ レ デ リ ッ ク ・ イ ー ・ シ ェ ル ト

10

20

30

40

50

(6) JP 2006-223872 A 2006.8.31



ン ・ フ ォ ー ス （ Frederick E. Shelton IV） 、 マ イ ケ ル ・ イ ー ・ セ ッ ト サ ー （ Michael　 E.
 Setser） お よ び ブ ラ イ ア ン ・ ジ ェ イ ・ へ メ ル ガ ー ン （ Brian J. Hemmelgarn） 名 義 の 共 通
譲 受 人 の 同 時 係 属 米 国 特 許 出 願 第 １ ０ ／ ４ ４ １ ， ６ ３ ２ 号 明 細 書 （ 発 明 の 名 称 ： SURGICAL
 STAPLING INSTRUMENT HAVING SEPARATE DISTINCT CLOSING AND FIRING SYSTEMS） に 記 載
さ れ て い る シ ン グ ル 発 火 ス ト ロ ー ク を 有 す る の が よ く 、 か か る 米 国 特 許 出 願 を 参 照 に よ り
、 そ の 開 示 内 容 全 体 を 本 明 細 書 の 一 部 を 形 成 す る も の と し て こ こ に 組 み 込 む 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
作 業 部 分 （ 関 節 運 動 す る 細 長 い シ ャ フ ト お よ び ス テ ー プ ル 留 め 組 立 体 ）
　 図 ３ ～ 図 ５ で は 、 作 業 部 分 １ ２ は 有 利 に 、 内 視 鏡 下 お よ び 腹 腔 鏡 下 手 技 に 適 し た 小 径 内
で 長 手 方 向 運 動 、 回 転 運 動 、 関 節 運 動 、 閉 鎖 運 動 お よ び 発 火 運 動 の 多 数 の 作 動 運 動 を 含 む
。 ス テ ー プ ル 留 め 組 立 体 ２ ０ （ 「 エ ン ド エ フ ェ ク タ 」 ） は 、 軸 を 中 心 に 回 転 可 能 に 取 り 付
け ら れ た ア ン ビ ル ４ ２ （ 図 １ 、 図 ２ 、 図 ４ お よ び 図 ５ ） を 備 え た 細 長 い チ ャ ネ ル ４ ０ と し
て 示 さ れ て い る 軸 を 中 心 に 回 転 可 能 に 取 り 付 け ら れ た 対 向 し た 一 対 の ジ ョ ー を 有 す る 。 ア
ン ビ ル ４ ２ を 閉 鎖 し て 細 長 い チ ャ ネ ル ４ ０ に ク ラ ン プ す る こ と は 、 フ レ ー ム 組 立 体 ４ ４ （
図 ３ ） が 取 っ 手 部 分 ２ ２ に 回 転 自 在 に 取 り 付 け ら れ た 状 態 で 細 長 い チ ャ ネ ル ４ ０ を 長 手 方
向 に 支 持 す る こ と に よ っ て 達 成 さ れ 、 二 重 旋 回 ク ロ ー ジ ャ ス リ ー ブ 組 立 体 ４ ６ は 、 こ の フ
レ ー ム 組 立 体 ４ ４ 上 で 、 長 手 方 向 に 動 い て 、 ス テ ー プ ル 留 め 組 立 体 ２ ０ が 図 ２ に 示 す よ う
に 関 節 運 動 し て い て も 、 そ れ ぞ れ 遠 位 お よ び 近 位 運 動 の た め の 閉 鎖 お よ び 開 放 作 用 を ア ン
ビ ル ４ ２ に 与 え る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 特 に 図 ３ を 参 照 す る と 、 フ レ ー ム 組 立 体 ４ ４ は 、 単 一 の ピ ボ ッ ト フ レ ー ム グ ラ ウ ン ド ４
８ を 有 し 、 こ の フ レ ー ム グ ラ ウ ン ド の 近 位 端 部 は 、 回 転 ノ ブ ３ ２ に 係 合 し 、 そ の 右 側 の シ
ェ ル 半 部 ５ ０ は 、 図 ３ に 示 さ れ て い る 。 特 に 真 っ 直 ぐ な ク ロ ー ジ ャ 管 ５ ２ の ク ロ ー ジ ャ ス
リ ー ブ 組 立 体 ４ ６ の 近 位 端 部 は 、 フ レ ー ム グ ラ ウ ン ド ４ ８ の 近 位 端 部 を 包 囲 し 、 ク ロ ー ジ
ャ ス リ ー ブ 組 立 体 ４ ６ を 長 手 方 向 に 並 進 さ せ る ク ロ ー ジ ャ 部 品 （ 図 示 せ ず ） に 係 合 す る よ
う 取 っ 手 部 分 ２ ２ ま で 更 に 内 側 に 延 び て い る こ と は 理 解 さ れ る べ き で あ る 。 真 っ 直 ぐ な ク
ロ ー ジ ャ 管 ５ ２ の 近 位 端 部 の と こ ろ の 円 形 リ ッ プ ５ ４ は 、 か か る 部 品 へ の 回 転 係 合 部 と な
る 。 回 転 ノ ブ ３ ２ の 係 合 部 品 は 、 フ レ ー ム グ ラ ウ ン ド ４ ８ 上 に 近 位 側 に 設 け ら れ た 孔 ５ ８
と 嵌 合 す る よ う 真 っ 直 ぐ な ク ロ ー ジ ャ 管 ５ ２ の 近 位 部 分 に 設 け ら れ た 長 手 方 向 ス ロ ッ ト ５
６ を 通 過 し て い る 。 長 手 方 向 ス ロ ッ ト ５ ６ は 、 ク ロ ー ジ ャ ス リ ー ブ 組 立 体 ４ ６ お よ び フ レ
ー ム グ ラ ウ ン ド ４ ８ に 合 わ せ て 回 転 ノ ブ ３ ２ に よ っ て 設 定 さ れ た 種 々 の 回 転 角 度 で の ク ロ
ー ジ ャ ス リ ー ブ 組 立 体 ４ ６ の 閉 鎖 長 手 方 向 並 進 を 可 能 に す る の に 十 分 な 長 さ の も の で あ る
。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 細 長 い シ ャ フ ト １ ６ は 、 取 っ 手 部 分 ２ ２ の 発 火 部 品 （ 図 示 せ ず ） に 回 転 自 在 に 係 合 す る
発 火 ロ ッ ド ６ ０ を 受 け 入 れ る こ と に よ り 発 火 運 動 を サ ポ ー ト す る 。 発 火 ロ ッ ド ６ ０ は 、 フ
レ ー ム グ ラ ウ ン ド ４ ８ の 長 手 方 向 中 心 線 に 沿 っ て 近 位 開 口 部 ６ ２ に 入 る 。 フ レ ー ム グ ラ ウ
ン ド ４ ８ の 遠 位 部 分 は 、 そ の 底 部 に 沿 っ て 発 火 バ ー ス ロ ッ ト ６ ４ を 有 し 、 こ の 発 火 バ ー ス
ロ ッ ト は 、 近 位 開 口 部 ６ ２ に 通 じ て い る 。 発 火 バ ー ６ ６ が 、 発 火 バ ー ス ロ ッ ト ６ ４ 内 で 長
手 方 向 に 並 進 し 、 こ の 発 火 バ ー は 、 発 火 ロ ッ ド ６ ０ の 遠 位 端 ７ ０ に 係 合 す る 上 方 に 突 き 出
た 近 位 ピ ン ６ ８ を 有 し て い る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 細 長 い シ ャ フ ト １ ６ は 、 矩 形 リ ザ ー バ キ ャ ビ テ ィ ７ ２ を 有 す る こ と に よ り 関 節 運 動 を サ
ポ ー ト し 、 一 側 方 部 分 が 、 回 転 ノ ブ ３ ２ の 遠 位 部 分 に 示 さ れ て い る 。 矩 形 リ ザ ー バ キ ャ ビ
テ ィ ７ ２ 内 に 位 置 す る 底 部 コ ン パ ー ト メ ン ト ７ ４ が 、 側 方 に 互 い に 間 隔 を 置 い て 位 置 す る
左 バ ッ フ ル ７ ６ と 右 バ ッ フ ル ７ ８ を 有 し て い る 。 関 節 運 動 ア ク チ ュ エ ー タ ８ ０ が 、 底 部 コ
ン パ ー ト メ ン ト ７ ４ の 頂 部 上 を 側 方 に 摺 動 し 、 バ ッ フ ル ７ ６ ， ７ ８ の 外 側 に 位 置 す る 関 節
運 動 ア ク チ ュ エ ー タ の 下 方 側 方 に 間 隔 を 置 い て 位 置 す る 左 フ ラ ン ジ ８ ２ と 右 フ ラ ン ジ ８ ４
が 各 々 、 左 お よ び 右 押 し ボ タ ン ８ ６ ， ８ ８ に 側 方 に 連 絡 し て お り 、 こ れ ら 押 し ボ タ ン は 、
回 転 ノ ブ ３ ２ の そ れ ぞ れ の シ ェ ル 半 部 か ら 外 方 に 延 び て い る 。 関 節 運 動 ア ク チ ュ エ ー タ ８
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０ の 側 方 運 動 に よ り 、 左 フ ラ ン ジ ８ ２ が 左 バ ッ フ ル ７ ６ の 近 く に 引 き 寄 せ ら れ る と 共 に 右
フ ラ ン ジ ８ ４ が 右 バ ッ フ ル ７ ８ の 遠 く に 引 か れ 、 流 体 関 節 運 動 シ ス テ ム ９ ４ の 左 リ ザ ー バ
ブ ラ ダ ９ ０ お よ び 右 リ ザ ー バ ブ ラ ダ ９ ２ に 作 用 し 、 各 ブ ラ ダ ９ ０ ， ９ ２ は そ れ ぞ れ 、 左 お
よ び 右 流 体 導 管 ま た は 通 路 ９ ６ ， ９ ８ に 遠 位 側 に 連 絡 し 、 こ れ ら 通 路 ９ ６ ， ９ ８ は そ れ ぞ
れ 、 左 作 動 ブ ラ ダ １ ０ ０ お よ び 右 作 動 ブ ラ ダ １ ０ ２ に 通 じ て い る 。 こ れ ら 作 動 ブ ラ ダ は 、
関 節 運 動 機 構 １ ４ の Ｔ － バ ー １ ０ ４ に 対 向 し 、 こ れ を 側 方 に 旋 回 さ せ る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 フ レ ー ム 組 立 体 ４ ４ は 、 流 体 通 路 ９ ６ ， ９ ８ お よ び 作 動 ブ ラ ダ １ ０ ０ ， １ ０ ２ が 設 け ら
れ た フ レ ー ム グ ラ ウ ン ド ４ ８ の 頂 部 且 つ 遠 位 側 の 凹 み テ ー ブ ル １ ０ ６ を 有 す る こ と に よ り
、 こ れ ら 流 体 作 動 を 束 縛 す る 。 Ｔ － バ ー １ ０ ４ は ま た 、 作 動 ブ ラ ダ １ ０ ０ ， １ ０ ２ 相 互 間
で 凹 み テ ー ブ ル １ ０ ６ 上 に 摺 動 自 在 に 位 置 す る 。 Ｔ － バ ー １ ０ ４ の 近 位 側 で 隆 起 し た バ リ
ヤ リ ブ １ ０ ８ が こ れ に 整 列 し 、 流 体 通 路 ９ ６ ， ９ ８ の 内 方 拡 張 を 阻 止 す る の に 役 立 つ 。 フ
レ ー ム 組 立 体 ４ ４ は 、 丸 形 の 頂 部 フ レ ー ム カ バ ー （ ス ペ ー サ ） １ １ ０ を 有 し 、 こ の フ レ ー
ム カ バ ー は 、 フ レ ー ム グ ラ ウ ン ド ４ ８ の 頂 部 上 を 摺 動 し 、 流 体 通 路 ９ ６ ， ９ ８ お よ び 作 動
ブ ラ ダ １ ０ ０ ， １ ０ ２ の 垂 直 方 向 拡 張 を 阻 止 す る と 共 に Ｔ － バ ー １ ０ ４ の 垂 直 運 動 を 束 縛
す る 。 特 に 、 フ レ ー ム カ バ ー １ １ ０ は 、 こ れ が 関 節 運 動 ロ ッ ク 機 構 １ １ ３ の 一 部 と し て 以
下 に 詳 細 に 説 明 す る 関 節 運 動 ロ ッ ク 部 材 １ １ １ を 提 供 す る こ と が で き る よ う に す る 特 徴 を
備 え て い る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 Ｔ － バ ー １ ０ ４ の 遠 位 端 （ 「 ラ ッ ク 」 ） １ １ ２ が 、 関 節 運 動 機 構 １ ４ の 関 節 遠 位 フ レ ー
ム 部 材 １ １ ４ の 近 位 側 に 差 し 向 け ら れ た 歯 車 セ グ メ ン ト １ １ ５ を 軸 を 中 心 に 回 転 さ せ る よ
う 係 合 す る 。 関 節 ク ロ ー ジ ャ 管 １ １ ６ が 、 関 節 フ レ ー ム 部 材 １ ４ を 包 囲 し 、 こ の 関 節 ク ロ
ー ジ ャ 管 は 、 ア ン ビ ル ４ ２ に 係 合 す る 蹄 鉄 形 孔 １ １ ８ を 有 し て い る 。 真 っ 直 ぐ な ク ロ ー ジ
ャ 管 ５ ２ と 関 節 運 動 機 構 １ ４ 上 の 関 節 運 動 ク ロ ー ジ ャ リ ン グ １ １ ６ と の 間 に 二 重 旋 回 取 付
け 部 が 形 成 さ れ 、 こ れ に よ り 、 関 節 運 動 機 構 １ ４ を 関 節 運 動 さ せ た と き で も 長 手 方 向 閉 鎖
運 動 が 可 能 に な る 。 特 に 、 真 っ 直 ぐ な ク ロ ー ジ ャ 管 ５ ２ に 設 け ら れ て い て 、 ピ ン 穴 １ ２ ２
， １ ２ ４ を そ れ ぞ れ 備 え た 頂 部 お よ び 底 部 の 遠 位 側 へ 突 き 出 た ピ ボ ッ ト タ ブ １ １ ８ ， １ ２
０ が 、 関 節 運 動 ク ロ ー ジ ャ リ ン グ １ １ ６ に 設 け ら れ て い て 、 ピ ン 穴 １ ３ ０ ， １ ３ ２ を そ れ
ぞ れ 備 え た 対 応 の 頂 部 お よ び 底 部 の 近 位 側 に 突 き 出 た ピ ボ ッ ト タ ブ １ ２ ６ ， １ ２ ８ か ら 長
手 方 向 に 間 隔 を 置 い て 位 置 し て い る 。 上 側 二 重 ピ ボ ッ ト リ ン ク １ ３ ４ が 、 ピ ン 穴 １ ２ ２ ，
１ ３ ０ に そ れ ぞ れ 係 合 す る 長 手 方 向 に 間 隔 を 置 い て 上 方 に 差 し 向 け ら れ た 遠 位 ピ ン １ ３ ６
お よ び 後 部 ピ ン １ ３ ８ を 有 し 、 下 側 二 重 ピ ボ ッ ト リ ン ク １ ４ ０ が 、 ピ ン 穴 １ ２ ４ ， １ ３ ２
に そ れ ぞ れ 係 合 す る 長 手 方 向 に 間 隔 を 置 い た 下 方 に 突 き 出 て い る 遠 位 ピ ン １ ４ ２ お よ び 後
部 ピ ン １ ４ ４ を 有 し て い る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 特 に 図 ４ を 参 照 す る と 、 近 位 側 に 突 き 出 た ピ ボ ッ ト タ ブ １ ２ ６ ， １ ２ ８ を 有 す る 関 節 運
動 取 付 け カ ラ ー １ ４ ８ に 取 り 付 け ら れ た 短 い 管 １ ４ ６ を 有 す る よ う 製 造 性 を 高 め る た め の
関 節 運 動 ク ロ ー ジ ャ リ ン グ １ １ ６ が 示 さ れ て い る 。 こ れ と 同 様 に 、 真 っ 直 ぐ な ク ロ ー ジ ャ
管 ５ ２ は 、 遠 位 側 に 突 き 出 た ピ ボ ッ ト タ ブ １ １ ８ ， １ ２ ０ を 有 す る 後 部 取 付 け カ ラ ー １ ５
２ に 取 り 付 け ら れ た 長 い ク ロ ー ジ ャ 管 １ ５ ０ か ら 組 み 立 て ら れ る 。 短 い ク ロ ー ジ ャ 管 １ ４
６ の 蹄 鉄 形 孔 １ １ ８ は 、 細 長 い チ ャ ネ ル ４ ０ の 内 部 の ピ ボ ッ ト 凹 部 １ ５ ８ に 係 合 す る 側 方
ピ ボ ッ ト ピ ン １ ５ ６ に 対 し て 僅 か に 近 位 側 で 上 方 に 突 き 出 た ア ン ビ ル 特 徴 部 １ ５ ４ に 係 合
す る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 図 ４ の 図 示 の 形 態 は 、 ド ッ グ ボ ー ン 形 リ ン ク １ ６ ０ を 有 し 、 こ の ド ッ グ ボ ー ン 形 リ ン ク
の 近 位 ピ ン １ ５ ７ は 、 フ レ ー ム 穴 １ ６ １ 内 で フ レ ー ム グ ラ ウ ン ド ４ ８ に 軸 を 中 心 に 回 転 可
能 に 取 り 付 け ら れ 、 こ の ド ッ グ ボ ー ン 形 リ ン ク の 近 位 ピ ン １ ５ ９ は 、 関 節 運 動 フ レ ー ム 部
材 １ １ ４ の 近 位 下 面 １ ６ ２ に し っ か り と 取 り 付 け ら れ 、 そ れ に よ り こ れ ら の 間 に 旋 回 支 持
体 を 構 成 し て い る 。 ド ッ グ ボ ー ン 形 リ ン ク １ ６ ０ に 設 け ら れ た 底 部 長 手 方 向 ナ イ フ ス ロ ッ
ト １ ６ ３ が 、 発 火 バ ー ６ ６ の 関 節 運 動 部 分 を 誘 導 す る 。 関 節 運 動 フ レ ー ム 部 材 １ １ ４ は 、
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発 火 バ ー ６ ６ の 遠 位 部 分 を 誘 導 す る 底 部 長 手 方 向 ス ロ ッ ト １ ６ ４ を 更 に 有 し て い る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
ス テ ー プ ル 留 め 装 置 （ エ ン ド エ フ ェ ク タ ）
　 図 ４ お よ び 図 ５ を 参 照 す る と 、 発 火 バ ー ６ ６ は 、 Ｅ － ビ ー ム １ ６ ５ の 遠 位 側 で 終 端 し て
お り 、 こ の Ｅ － ビ ー ム は 、 ア ン ビ ル ４ ２ に 設 け ら れ た ア ン ビ ル ス ロ ッ ト １ ６ ８ に 入 っ て ア
ン ビ ル ４ ２ を 確 認 し て こ れ を ス テ ー プ ル 配 列 お よ び 切 断 中 、 閉 鎖 状 態 に 維 持 す る の を 助 け
る 上 側 案 内 ピ ン １ ６ ６ を 有 し て い る 。 細 長 い チ ャ ネ ル ４ ０ と ア ン ビ ル ４ ２ と の 間 の 間 隔 は
、 中 間 ピ ン １ ７ ０ を 細 長 い チ ャ ネ ル ４ ０ の 頂 面 に 沿 っ て 摺 動 さ せ る 一 方 で 、 底 部 足 部 １ ７
２ が 細 長 い チ ャ ネ ル ４ ０ に 設 け ら れ た 長 手 方 向 開 口 部 １ ７ ４ に よ っ て 案 内 さ れ た 状 態 で 細
長 い チ ャ ネ ル ４ ０ の 下 面 に 沿 っ て こ れ に 対 向 し て 摺 動 す る こ と に よ り Ｅ － ビ ー ム １ ６ ４ に
よ っ て 更 に 維 持 さ れ る 。 上 側 案 内 ピ ン １ ６ ６ と 中 間 ピ ン １ ７ ０ と の 間 に 位 置 す る Ｅ － ビ ー
ム １ ６ ４ の 遠 位 側 に 設 け ら れ た 切 断 面 １ ７ ６ は 、 ク ラ ン プ さ れ た 状 態 の 組 織 を 切 断 し 、 他
方 、 Ｅ － ビ ー ム は 、 く さ び 形 そ り １ ８ ０ を 遠 位 側 に 移 動 さ せ 、 そ れ に よ り ス テ ー プ ル ド ラ
イ バ １ ８ ２ が 、 上 方 に 駆 動 す る ス テ ー プ ル １ ８ ４ を カ ム 駆 動 し て こ れ を ス テ ー プ ル カ ー ト
リ ッ ジ 本 体 １ ８ ８ に 設 け ら れ て い る 上 方 に 開 口 し た ス テ ー プ ル 穴 １ ８ ６ か ら 出 し て ア ン ビ
ル ４ ２ の ス テ ー プ ル 配 列 下 面 １ ９ ０ に 押 し 付 け て 配 列 す る こ と に よ り 交 換 可 能 な ス テ ー プ
ル カ ー ト リ ッ ジ １ ７ ８ を 作 動 さ せ る 。 ス テ ー プ ル カ ー ト リ ッ ジ ト レ イ １ ９ ２ が 、 ス テ ー プ
ル カ ー ト リ ッ ジ １ ７ ８ の 他 の 部 品 を 底 部 か ら 包 囲 し て こ れ ら を 定 位 置 に 保 持 す る 。 ス テ ー
プ ル カ ー ト リ ッ ジ ト レ イ １ ９ ２ は 、 細 長 い チ ャ ネ ル ４ ０ の 長 手 方 向 開 口 部 １ ７ ４ の 上 に 位
置 す る 後 方 に 開 口 し た ス ロ ッ ト １ ９ ４ を 有 し 、 か く し て 、 中 間 ピ ン １ ７ ０ が 、 ス テ ー プ ル
カ ー ト リ ッ ジ ト レ イ １ ９ ２ の 内 部 を 通 る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 ス テ ー プ ル 留 め 組 立 体 ２ ０ は 、 ２ ０ ０ ４ 年 ９ 月 ３ ０ 日 に フ レ デ リ ッ ク ・ イ ー ・ シ ェ ル ト
ン ・ フ ォ ー ス （ Frederick E. Shelton IV） 等 に よ り 出 願 さ れ た 共 通 譲 受 人 の 同 時 係 属 米
国 特 許 出 願 第 １ ０ ／ ９ ５ ５ ， ０ ４ ２ 号 明 細 書 （ 発 明 の 名 称 ： ARTICULATING SURGICAL STAP
LING INSTRUMENT INCORPORATING A TWO-PIECE E-BEAM FIRING MECHANISM） に 詳 細 に 記 載
さ れ て お り 、 か か る 米 国 特 許 出 願 を 参 照 に よ り 、 そ の 開 示 内 容 全 体 を 本 明 細 書 の 一 部 を 形
成 す る も の と し て こ こ に 組 み 込 む 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
関 節 運 動 ロ ッ ク 機 構
　 図 ３ 、 図 ４ お よ び 図 ６ ～ 図 ８ で は 、 関 節 運 動 ロ ッ ク 機 構 ２ ０ ０ が 、 有 利 に 、 ス テ ー プ ル
留 め 組 立 体 ２ ０ を 所 望 の 関 節 角 度 に 維 持 す る よ う 構 成 さ れ て い る 。 関 節 運 動 ロ ッ ク 機 構 ２
０ ０ は 、 左 側 作 動 ブ ラ ダ １ ０ ０ お よ び 右 側 作 動 ブ ラ ダ １ ０ ２ に 加 わ る 荷 重 を 減 少 さ せ る 。
特 に 、 圧 縮 ば ね ２ ０ ２ （ 図 ３ ） が 、 関 節 運 動 ロ ッ ク 部 材 １ １ １ の 近 位 端 ２ ０ ４ と 取 っ 手 部
分 ２ ２ と の 間 に 近 位 側 に 位 置 決 め さ れ て い て 、 関 節 運 動 ロ ッ ク 部 材 １ １ １ を 遠 位 側 に 付 勢
し て い る 。 特 に 図 ４ を 参 照 す る と 、 関 節 運 動 ロ ッ ク 部 材 １ １ １ の 遠 位 端 ２ １ ０ の と こ ろ に
設 け ら れ た ２ つ の 平 行 な ス ロ ッ ト ２ ０ ６ ， ２ ０ ８ が 、 フ レ ー ム グ ラ ウ ン ド ４ ８ に 設 け ら れ
た 上 方 に 突 き 出 て い る 案 内 リ ブ ２ １ ２ ， ２ １ ４ を そ れ ぞ れ 受 け 入 れ る 。 案 内 リ ブ ２ １ ２ ，
２ １ ４ は 、 平 行 な ス ロ ッ ト ２ ０ ６ ， ２ ０ ８ よ り も 長 手 方 向 に 短 く 、 或 る 範 囲 の 相 対 的 な 長
手 方 向 移 動 を 可 能 に し て い る 。 そ れ に よ り 、 特 に 図 ８ を 参 照 す る と 、 関 節 運 動 ロ ッ ク 部 材
１ １ １ か ら 遠 位 側 に 突 き 出 た 歯 付 き 凹 部 ２ １ ６ と し て 示 さ れ て い る 遠 位 摩 擦 面 の 選 択 的 な
当 接 係 合 は 、 関 節 運 動 フ レ ー ム 部 材 １ １ ４ の 頂 部 近 位 凹 部 ２ ２ ０ 内 に 受 け 入 れ ら れ た ブ レ
ー キ 板 ２ １ ８ に 設 け ら れ て い る 対 応 の ロ ッ ク 歯 車 セ グ メ ン ト ２ １ ７ に 連 係 し て い る 。 ブ レ
ー キ 板 ２ １ ８ に 設 け ら れ た 遠 位 穴 ２ ２ １ お よ び 近 位 穴 ２ ２ ２ は 、 頂 部 近 位 凹 部 ２ ２ ０ か ら
上 方 に 突 き 出 た 遠 位 ピ ン ２ ２ ３ お よ び 近 位 ピ ン ２ ２ ４ を 受 け 入 れ る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 特 に 図 ６ を 参 照 す る と 、 細 長 い シ ャ フ ト １ ６ は 、 ク ロ ー ジ ャ ス リ ー ブ 組 立 体 ４ ６ が フ レ
ー ム 組 立 体 ４ ４ の 周 り か ら 取 り 外 さ れ 、 細 長 い チ ャ ネ ル ４ ０ お よ び ア ン ビ ル ４ ２ の 無 い 関
節 運 動 位 置 で 示 さ れ て い る 。 関 節 運 動 ア ク チ ュ エ ー タ ８ ０ は 、 左 側 に 側 方 に 動 か さ れ て 右
近 位 リ ザ ー バ ブ ラ ダ ９ ０ を 圧 縮 し 、 遠 位 右 側 作 動 ブ ラ ダ １ ０ ０ を 拡 張 さ せ て Ｔ － バ ー １ ０
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４ を 図 示 の 位 置 に 移 動 さ せ た 状 態 で 示 さ れ て い る 。 か く し て 、 関 節 運 動 ア ク チ ュ エ ー タ ８
０ の 側 方 運 動 は 、 遠 位 フ レ ー ム １ １ ４ を 図 示 の よ う に 単 一 の ピ ボ ッ ト フ レ ー ム グ ラ ウ ン ド
４ ８ を 中 心 と し て 時 計 回 り に 関 節 運 動 さ せ る 。 ま た 、 関 節 運 動 ア ク チ ュ エ ー タ ８ ０ は 有 利
に 、 関 節 運 動 ロ ッ ク 機 構 ２ ０ ０ を 自 動 的 に 稼 働 さ せ た り こ れ を 解 除 し た り す る 。 特 に 、 関
節 運 動 ア ク チ ュ エ ー タ ８ ０ の 近 位 頂 面 に 沿 っ て 設 け ら れ た 歯 付 き 戻 り 止 め 面 ２ ２ ５ が 、 関
節 運 動 ロ ッ ク 部 材 １ １ １ の 近 位 端 ２ ０ ４ か ら 、 上 方 に 突 き 出 た ロ ッ ク ピ ン ２ ２ ６ を 受 け 入
れ る 。 ロ ッ ク ピ ン ２ ２ ６ と 歯 付 き 戻 り 止 め 面 ２ ２ ５ の 根 元 部 と の 嵌 合 に よ り 、 ロ ッ ク 歯 車
セ グ メ ン ト ２ １ ７ を ブ レ ー キ 板 ２ １ ８ 内 に ロ ッ ク 係 合 さ せ る の に 十 分 な 関 節 運 動 ロ ッ ク 部
材 １ １ １ の 遠 位 側 運 動 が 得 ら れ る 。 オ ペ レ ー タ に よ る 圧 縮 部 材 ２ ７ ２ の 側 方 運 動 に よ り 、
ロ ッ ク ピ ン ２ ２ ６ が 近 位 側 に 押 圧 さ れ 、 か く し て 関 節 運 動 ロ ッ ク 部 材 １ １ １ が ブ レ ー キ 板
２ １ ８ か ら 外 れ る 。 オ ペ レ ー タ が 関 節 運 動 ア ク チ ュ エ ー タ ８ ０ を 解 除 す る と 、 ロ ッ ク ピ ン
２ ２ ６ は 、 圧 縮 ば ね ２ ０ ２ に よ っ て 戻 り 止 め 面 ２ ２ ５ の 隣 接 の 戻 り 止 め 内 に 押 圧 さ れ て ロ
ッ ク 機 構 ２ ０ ０ お よ び か く し て ス テ ー プ ル 留 め 組 立 体 ２ ０ が ロ ッ ク さ れ 、 近 位 左 お よ び 右
リ ザ ー バ ブ ラ ダ ９ ０ ， ９ ２ の 膨 張 し た 形 状 を 束 縛 す る と 共 に 拡 張 さ せ る こ と に よ り 関 節 運
動 機 構 １ ４ が 所 望 の 関 節 位 置 に 拘 束 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 関 節 運 動 ロ ッ ク 機 構 ２ ０ ０ の 幾 つ か の 部 分 は 、 １ ９ ９ ６ 年 ３ 月 １ ０ 日 に デ ー ル ・ ア ー ル
・ シ ュ ル ツ （ Dele R. Schulze） お よ び ケ ネ ー ス ・ エ ス ・ ウ ェ ー ル ズ （ Kenneth S. Wales
） 等 に 付 与 さ れ た 共 通 譲 受 人 の 米 国 特 許 第 ５ ， ６ ７ ３ ， ８ ４ １ 号 明 細 書 （ 発 明 の 名 称 ： A 
SURGICAL INSTRUMENT） に 詳 細 に 記 載 さ れ て お り 、 こ の 米 国 特 許 を 参 照 に よ り 、 そ の 開 示
内 容 全 体 を 本 明 細 書 の 一 部 を 形 成 す る も の と し て こ こ に 組 み 込 む 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 変 形 例 と し て ま た は 追 加 例 と し て 、 互 い に 平 行 な 流 体 ブ ラ ダ ２ ３ ６ ， ２ ３ ８ 内 に オ リ フ
ィ ス を 設 け て 近 位 作 動 ブ ラ ダ １ ０ ０ ， １ ０ ２ と 遠 位 リ ザ ー バ ブ ラ ダ ９ ０ ， ９ ２ と の 間 の 流
量 を 制 御 す る の が よ い 。 図 １ ６ お よ び 図 １ ８ で は 、 流 体 通 路 ２ ５ ８ ， ２ ６ ４ は 、 オ リ フ ィ
ス と し て 役 立 つ 関 節 角 の 変 更 に 抵 抗 す る よ う 寸 法 決 め さ れ ま た は 流 体 流 量 制 限 構 造 を 有 す
る よ う 構 成 さ れ た も の で あ る の が よ い 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 図 １ ０ で は 、 外 科 用 器 械 ２ ０ ０ ４ の 関 節 運 動 機 構 ２ ０ ０ ２ の 別 の ロ ッ ク 機 構
は 、 常 態 で は ロ ッ ク 解 除 さ れ て お り 、 後 方 加 重 （ back loading） に 起 因 し て 側 方 運 動 Ｔ －
バ ー ２ ０ ０ ６ を 起 動 す る こ と に よ り 作 動 さ れ る 。 Ｔ － バ ー ２ ０ ０ ６ か ら 下 方 に 延 び る リ ブ
２ ０ １ ２ を 受 け 入 れ て こ れ を 案 内 す る ス ロ ッ ト ２ ０ ０ ８ が 、 フ レ ー ム グ ラ ウ ン ド ２ ０ １ ０
に 設 け ら れ て い る 。 リ ブ ２ ０ １ ２ に 直 角 に 取 り 付 け ら れ た 細 長 い 長 手 方 向 部 分 ２ ０ １ ４ が
、 エ ン ド エ フ ェ ク タ ２ ０ １ ６ に 後 方 加 重 し た 場 合 に は 撓 む 。 例 え ば 、 エ ン ド エ フ ェ ク タ ２
０ １ ６ を 矢 印 ２ ０ １ ８ で 示 す よ う に 右 側 に 押 し や る と 、 例 え ば 、 そ の 近 位 歯 車 セ グ メ ン ト
２ ０ ２ ０ が 、 Ｔ － バ ー ２ ０ ０ ６ の ラ ッ ク ２ ０ ２ ２ に 作 用 し て 矢 印 ２ ０ ２ ４ で 示 す よ う に 非
直 交 後 方 駆 動 力 を 与 え る 。 か く し て 、 細 長 い 長 手 方 向 部 分 ２ ０ １ ４ は 、 長 手 ス ロ ッ ト ２ ０
０ ８ 内 の リ ブ ２ ０ １ ２ を 起 動 す る 。 こ の 起 動 に よ り 、 矢 印 ２ ０ ２ ６ ， ２ ０ ２ ８ で 示 す よ う
に 互 い に 逆 向 き の 拘 束 力 が 生 じ 、 こ れ ら 拘 束 力 は 、 Ｔ － バ ー ２ ０ ０ ６ を ロ ッ ク し 、 そ れ 以
上 の 関 節 運 動 を 阻 止 す る 。 ロ ッ ク 解 除 は 、 関 節 運 動 ブ ラ ダ の 作 動 に よ り 側 方 に 運 動 す る Ｔ
－ バ ー ２ ０ ０ ６ の 起 動 が 解 除 さ れ た と き に 生 じ る 。 し か る 後 、 リ ブ ２ ０ １ ６ は 、 Ｔ － バ ー
２ ０ ０ ６ を 案 内 す る の を 助 け る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 図 １ １ で は 、 外 科 用 器 械 ２ １ ０ ２ 用 の 更 に 別 の 関 節 運 動 ロ ッ ク 機 構 ２ １ ０ ０ が 示 さ れ て
お り 、 こ の 関 節 運 動 ロ ッ ク 機 構 は 常 態 で は 、 ロ ッ ク 解 除 さ れ て お り 、 エ ン ド エ フ ェ ク タ ２
１ ０ ６ の 歯 車 の 歯 ２ １ ０ ４ お よ び Ｔ － バ ー ２ １ １ ０ の ラ ッ ク の 歯 ２ １ ０ ８ か ら 見 て ２ ０ °
の 圧 力 角 か ら の 近 位 側 へ の 力 ベ ク ト ル に よ っ て 作 動 さ れ る 。 エ ン ド エ フ ェ ク タ ２ １ ０ ６ に
後 方 加 重 す る と 、 非 直 交 矢 印 ２ １ １ ２ に よ っ て 示 さ れ て い る よ う に 、 矢 印 ２ １ １ ４ と し て
示 さ れ た 圧 力 角 の 長 手 方 向 ベ ク ト ル が 、 Ｔ － バ ー ２ １ １ ０ を 近 位 側 へ 動 か す 。 こ の 長 手 方
向 力 ベ ク ト ル は 、 Ｔ － バ ー ２ １ １ ０ の ラ ッ ク ２ １ ２ ０ の 後 ろ に 設 け ら れ た 剛 性 ば ね ２ １ １
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８ に 加 え ら れ る 。 Ｔ － バ ー ２ １ １ ０ が 近 位 側 へ 動 い た と き に ば ね ２ １ １ ８ が 撓 む と 、 ラ ッ
ク ２ １ ２ ０ か ら 近 位 側 へ 突 き 出 た ロ ッ ク 歯 ２ １ ２ ６ は 、 ロ ッ ク 要 素 ２ １ ２ ２ に 係 合 し 、 遠
位 側 へ 突 き 出 て フ レ ー ム グ ラ ウ ン ド ２ １ ２ ４ ， ２ １ ２ ０ 上 で 側 方 に 整 列 す る 。 ロ ッ ク 歯 ２
１ ２ ６ と ロ ッ ク 要 素 ２ １ ２ ２ は 、 エ ン ド エ フ ェ ク タ ２ １ ０ ６ の 後 方 加 重 を 除 き 、 Ｔ － バ ー
２ １ １ ０ が ば ね ２ １ １ ８ か ら の 押 圧 下 で 遠 位 側 へ 動 く こ と が で き る よ う に す る こ と に よ り
近 位 側 へ の 力 ベ ク ト ル を 減 少 さ せ ま た は 無 く す と 、 離 脱 す る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
二 重 ピ ボ ッ ト ク ロ ー ジ ャ ス リ ー ブ お よ び 単 一 ピ ボ ッ ト フ レ ー ム グ ラ ウ ン ド の 組 合 せ
　 図 ３ 、 図 ４ お よ び 図 ７ を 参 照 す る と 、 作 業 部 分 １ ２ は 有 利 に 、 単 一 ピ ボ ッ ト フ レ ー ム グ
ラ ウ ン ド ４ ８ 上 に 長 手 方 向 に 並 進 し て こ れ を 包 囲 す る 二 重 ピ ボ ッ ト ク ロ ー ジ ャ ス リ ー ブ 組
立 体 ４ ６ を 有 す る 。 こ れ ら 機 構 お よ び こ れ ら の 作 用 に つ い て 以 下 に 詳 細 に 説 明 す る 。 特 に
図 ７ を 参 照 す る と 、 関 節 運 動 機 構 １ ４ は 、 ク ロ ー ジ ャ ス リ ー ブ 組 立 体 ４ ６ が ア ン ビ ル 開 放
状 態 に 向 か っ て 近 位 側 に 引 っ 込 め ら れ た 状 態 の 関 節 運 動 状 態 で 示 さ れ て い る 。 ア ン ビ ル ４
２ が 開 放 し た 状 態 で 、 関 節 運 動 制 御 装 置 １ ８ を 作 動 さ せ る と 、 関 節 ク ロ ー ジ ャ リ ン グ １ １
６ が 、 上 側 お よ び 下 側 二 重 ピ ボ ッ ト ク ロ ー ジ ャ リ ン ク １ ３ ４ ， １ ４ ０ の そ れ ぞ れ の 上 方 に
差 し 向 け ら れ た 遠 位 ピ ン １ ３ ６ お よ び 下 方 に 差 し 向 け ら れ た 遠 位 ピ ン １ ４ ２ 回 り に 旋 回 す
る 。 フ レ ー ム グ ラ ウ ン ド ４ ８ は 、 フ レ ー ム グ ラ ウ ン ド ４ ８ を 遠 位 フ レ ー ム 部 材 １ １ ４ に 接
合 す る 近 位 ピ ン １ ５ ７ と し て 示 さ れ た 単 一 の ピ ン 回 り に 旋 回 す る 。 ア ン ビ ル ４ ２ が 開 放 し
た 状 態 で は 、 フ レ ー ム グ ラ ウ ン ド ４ ８ の 近 位 ピ ン １ ４ ７ は 、 ク ロ ー ジ ャ ス リ ー ブ 組 立 体 ４
６ の 上 側 お よ び 下 側 二 重 ピ ボ ッ ト リ ン ク １ ３ ４ ， １ ４ ０ の 最 も 遠 位 側 の 位 置 と 整 列 す る 。
こ の 位 置 決 め に よ り 、 ア ン ビ ル ４ ２ が 開 い た 状 態 で 、 ス テ ー プ ル 留 め 組 立 体 ２ ０ の 容 易 な
旋 回 お よ び 回 転 が 可 能 で あ る 。 ク ロ ー ジ ャ ス リ ー ブ 組 立 体 ４ ６ を 遠 位 側 へ 移 動 さ せ て ア ン
ビ ル ４ ２ を 軸 を 中 心 に 回 転 さ せ て こ れ を 閉 鎖 す る と 、 真 っ 直 ぐ な ク ロ ー ジ ャ 管 ５ ２ は 、 フ
レ ー ム グ ラ ウ ン ド ４ ８ 回 り に 遠 位 側 に 動 き 、 関 節 ク ロ ー ジ ャ リ ン グ １ １ ６ は 、 ピ ボ ッ ト リ
ン ク １ ３ ４ ， １ ４ ０ に よ り 押 圧 さ れ る と 、 関 節 遠 位 フ レ ー ム 部 材 １ １ ４ の 軸 線 に 沿 っ て 遠
位 側 へ 動 く 。 リ ン ク １ ３ ４ ， １ ４ ０ の そ れ ぞ れ の 二 重 旋 回 ピ ン １ ３ ６ ， １ ３ ８ お よ び １ ４
２ ， １ ４ ４ は 、 器 具 を 関 節 運 動 さ せ た と き に （ 図 示 せ ず ） こ れ ら が 遠 位 閉 鎖 位 置 に 向 か っ
て 押 圧 さ れ る と 、 真 っ 直 ぐ な ク ロ ー ジ ャ 管 ５ ２ お よ び 関 節 ク ロ ー ジ ャ リ ン グ １ １ ６ と の 係
合 を 容 易 に す る 。 遠 位 閉 鎖 位 置 で は 、 フ レ ー ム グ ラ ウ ン ド ピ ボ ッ ト ピ ン （ 「 近 位 ピ ン 」 ）
１ ４ ７ は 、 完 全 関 節 運 動 時 に 近 位 ピ ボ ッ ト ピ ン １ ３ ８ ， １ ４ ４ と 垂 直 方 向 に 整 列 し ま た は
効 果 的 に 働 い て い る 状 態 で 遠 位 ピ ン １ ３ ６ ， １ ４ ２ と 近 位 ピ ン １ ３ ８ ， １ ４ ４ と の 間 の 任
意 の 箇 所 に 位 置 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
中 実 発 火 バ ー 支 持 体
　 図 ８ で は 、 図 ７ の 関 節 運 動 機 構 １ ４ は 、 部 分 的 に 分 解 さ れ 、 下 か ら 見 た 状 態 で 示 さ れ 、
従 来 型 可 撓 性 支 持 板 と 比 べ て 利 点 を も た ら す 中 実 壁 発 火 バ ー 支 持 体 設 計 （ ド ッ グ ボ ー ン 形
リ ン ク １ ６ ０ ） を 示 し て い る 。 支 持 板 は 、 隙 間 を 橋 渡 し し 、 発 火 バ ー ６ ６ を 単 一 フ レ ー ム
グ ラ ウ ン ド ピ ボ ッ ト 関 節 運 動 継 手 １ ８ ０ １ 中 を 支 持 し た 状 態 で 案 内 す る た め に 用 い ら れ る
。 可 撓 性 発 火 バ ー は 、 公 知 で あ る が 、 例 え ば 図 ４ 、 図 ８ お よ び 図 ９ に 示 す 中 実 壁 発 火 バ ー
を 設 け る と 、 独 特 な 利 点 が 得 ら れ る 。 次 に 図 ８ を 参 照 す る と 、 フ レ ー ム グ ラ ウ ン ド ４ ８ は
、 フ レ ー ム グ ラ ン ド ４ ８ の 底 部 に 沿 っ て 延 び る フ レ ー ム ナ イ フ ス ロ ッ ト １ ８ ０ ２ を 有 し 、
遠 位 ナ イ フ ス ロ ッ ト １ ６ ４ が 、 発 火 バ ー ６ ６ （ 図 示 せ ず ） を 摺 動 自 在 に 受 け 入 れ る た め に
関 節 運 動 遠 位 フ レ ー ム 部 材 １ １ ４ の 底 部 に 沿 っ て 延 び て い る 。 上 述 し た フ レ ー ム グ ラ ウ ン
ド ４ ８ は 、 遠 位 フ レ ー ム 部 材 １ １ ４ と の 直 接 的 な 単 一 旋 回 連 結 部 １ ５ ７ を 有 す る 。 ピ ン の
近 位 端 １ ５ ７ に 回 転 自 在 に 連 結 さ れ 、 ピ ン の 遠 位 端 １ ５ ９ に 可 動 的 に 連 結 さ れ た 固 定 壁 ド
ッ グ ボ ー ン 形 リ ン ク １ ６ ０ は 、 左 側 方 ガ イ ド １ ８ １ ８ お よ び 右 側 方 ガ イ ド １ ８ ２ ０ を 有 し
、 こ れ ら ガ イ ド 相 互 間 に は 、 発 火 バ ー ６ ６ （ 図 ４ ） の 摺 動 通 過 用 の 案 内 ス ロ ッ ト １ ８ ２ ２
が 形 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
　 か く し て 、 フ レ ー ム グ ラ ウ ン ド ４ ８ と 遠 位 フ レ ー ム 部 材 １ １ ４ と の 間 の 隙 間 を 橋 渡 し す
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る た め 、 固 定 壁 旋 回 ド ッ グ ボ ー ン 形 リ ン ク １ ６ ０ は 、 フ レ ー ム グ ラ ウ ン ド ４ ８ に 軸 を 中 心
に 回 転 可 能 に 取 り 付 け ら れ る と 共 に フ レ ー ム 部 材 １ １ ４ に 摺 動 自 在 に 取 り 付 け ら れ て い る
。 旋 回 ド ッ グ ボ ー ン 形 リ ン ク １ ６ ０ の 近 位 ピ ン １ ５ ７ は 、 フ レ ー ム グ ラ ウ ン ド ４ ８ に 設 け
ら れ た ボ ア １ ８ ２ ４ 内 に 軸 を 中 心 に 回 転 可 能 に 受 け 入 れ ら れ 、 そ れ に よ り 旋 回 ド ッ グ ボ ー
ン 形 リ ン ク １ ６ ０ が ポ ケ ッ ト １ ８ ２ ４ 回 り に 旋 回 す る こ と が で き る 。 遠 位 ピ ン １ ５ ９ が 、
旋 回 ド ッ グ ボ ー ン 形 リ ン ク １ ６ ０ か ら 上 方 に 延 び 、 こ の 遠 位 ピ ン は 、 遠 位 フ レ ー ム １ １ ４
に 設 け ら れ た ス ロ ッ ト １ ８ ２ ６ 内 に 摺 動 自 在 に 受 け 入 れ ら れ て い る 。 ス テ ー プ ル 留 め 組 立
体 ２ ０ を 長 手 方 向 軸 線 か ら 例 え ば ４ ５ ° の 角 度 ま で 関 節 運 動 さ せ る と 、 旋 回 ド ッ グ ボ ー ン
形 リ ン ク １ ６ ０ が ボ ア １ ８ ２ ４ 内 で そ の 近 位 ピ ン １ ５ ７ の と こ ろ で 軸 を 中 心 に 回 転 し 、 遠
位 ピ ン １ ５ ７ は 、 ス ロ ッ ト １ ８ ２ ６ 内 で そ の 遠 位 端 １ ８ １ ４ の と こ ろ で 摺 動 し て 発 火 バ ー
６ ６ を ２ つ の 互 い に 間 隔 を 置 い た 角 度 に 曲 げ 、 こ れ ら 角 度 は 、 ス テ ー プ ル 留 め 組 立 体 ２ ０
の 角 度 の 半 分 で あ る 。 発 火 バ ー ６ ６ を ４ ５ ° の 角 度 に 曲 げ る 上 述 の 可 撓 性 支 持 板 と は 異 な
り 、 固 定 壁 旋 回 ド ッ グ ボ ー ン 形 リ ン ク １ ６ ０ は 、 発 火 バ ー ６ ６ を そ れ ぞ れ 例 え ば ２ ２ ． ５
° の ２ つ の 互 い に 間 隔 を 置 い た 角 度 に 曲 げ る 。 １ つ ま た は 複 数 の 可 撓 性 発 火 バ ー ６ ６ を 曲
げ て 角 度 を 半 分 に す る こ と に よ り 、 発 火 バ ー ６ ６ 中 の 曲 げ 応 力 が 従 来 型 関 節 運 動 支 持 体 で
見 受 け ら れ る 曲 げ 応 力 の 半 分 ま で 減 少 す る 。 発 火 バ ー ６ ６ 中 の 曲 げ 応 力 を 減 少 さ せ る こ と
に よ り 、 発 火 バ ー を 永 続 的 に 曲 げ ま た は 発 火 バ ー 中 に 残 留 歪 を 生 じ さ せ る 恐 れ が 低 く な り
、 発 火 の つ か え の 恐 れ が 低 く な り 、 下 方 発 火 バ ー 引 っ 込 み 力 が 確 保 さ れ る と 共 に 発 火 シ ス
テ ム の ス ム ー ズ な 動 作 が 得 ら れ る 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
　 図 ９ で は 、 外 科 用 器 械 １ ９ ０ ０ が 、 二 重 ク ロ ー ジ ャ ピ ボ ッ ト を 有 し て い る 。 単 一 フ レ ー
ム ピ ボ ッ ト 関 節 運 動 継 手 １ ９ ０ ２ は 、 下 側 二 重 ピ ボ ッ ト リ ン ク １ ４ ０ お よ び ド ッ グ ボ ー ン
形 リ ン ク １ ８ １ ２ に 取 っ て 代 わ る 別 の 中 実 壁 支 持 板 機 構 １ ９ ０ ４ を 示 し て い る 。 左 発 火 バ
ー 支 持 体 １ ９ ０ ６ お よ び 右 発 火 バ ー 支 持 体 １ ９ ０ ８ が 、 ク ロ ー ジ ャ ス リ ー ブ 組 立 体 １ ９ １
２ の 下 側 二 重 ピ ボ ッ ト リ ン ク １ ９ １ ０ か ら 上 方 に 延 び て い る 。 ク ロ ー ジ ャ ス リ ー ブ 組 立 体
１ ９ １ ２ が 遠 位 側 へ 動 い て ア ン ビ ル ４ ２ （ 図 ９ に は 図 示 せ ず ） を 閉 鎖 し 、 近 位 側 へ 動 い て
ア ン ビ ル ４ ２ を 開 放 す る と き 、 発 火 バ ー 支 持 体 １ ９ ０ ６ ， １ ９ ０ ８ が 移 動 す る よ う に す る
た め の 隙 間 １ ９ １ ４ が 、 フ レ ー ム グ ラ ウ ン ド １ ９ １ ６ に 設 け ら れ て い る 。 上 述 の 旋 回 ド ッ
グ ボ ー ン 形 リ ン ク １ ８ １ ２ と 同 様 、 こ の 別 の 下 側 二 重 旋 回 リ ン ク １ ９ １ ０ も ま た 、 発 火 バ
ー ６ ６ （ 図 ９ に は 図 示 せ ず ） を 支 持 し た 状 態 で こ れ を 曲 げ て 最 高 で ス テ ー プ ル 留 め 組 立 体
２ ０ の 曲 げ 角 度 の 半 分 で あ る ２ つ の 互 い に 間 隔 を 置 い た 曲 げ 角 度 を 有 す る よ う に す る 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
側 方 部 材 案 内 機 構
　 さ ら に 図 ９ を 参 照 す る と 、 フ レ ー ム グ ラ ウ ン ド １ ９ １ ６ に 設 け ら れ た 左 お よ び 右 上 向 き
フ ラ ン ジ １ ９ １ ８ ， １ ９ ２ ０ が 、 Ｔ － バ ー １ ９ ２ ６ に 設 け ら れ た 穴 を 側 方 に 通 過 し て 関 節
運 動 機 構 １ ９ ２ ８ の つ か え を 最 小 限 に 抑 え る の を 助 け る 遠 位 お よ び 近 位 側 方 ピ ン ガ イ ド １
９ ２ ２ ， １ ９ ２ ４ を 有 し て い る 。 別 の 例 と し て 、 図 ７ に お い て 、 Ｔ － バ ー １ ０ ４ は 有 利 に
、 鳩 尾 型 側 方 ガ イ ド １ ９ ３ ０ を 有 し 、 こ の 側 方 ガ イ ド は 、 Ｔ － バ ー に 形 成 さ れ た 鳩 尾 型 チ
ャ ネ ル １ ９ ３ ２ 内 で 側 方 に 摺 動 す る 。 さ ら に 別 の 例 と し て 、 図 １ ２ に お い て 、 フ レ ー ム グ
ラ ウ ン ド １ ９ ３ ６ に 設 け ら れ た 隆 起 リ ブ １ ９ ３ ４ が 、 Ｔ － バ ー １ ９ ４ ０ に 形 成 さ れ た 矩 形
ス ロ ッ ト １ ９ ３ ８ 内 に 受 け 入 れ ら れ て い る 。 つ か え を 生 じ な い 側 方 並 進 を 一 段 と 容 易 に す
る た め 、 遠 位 お よ び 近 位 側 方 支 承 軌 道 は 各 々 、 そ れ ぞ れ 複 数 の 玉 軸 受 １ ９ ４ ６ ， １ ９ ４ ８
を 有 し て い る 。 さ ら に 別 の 例 と し て 、 図 １ ３ に お い て 、 複 数 個 の フ レ ー ム 側 方 溝 １ ９ ５ ０
～ １ ９ ５ ４ が 、 フ レ ー ム グ ラ ウ ン ド １ ９ ５ ６ に 形 成 さ れ 、 こ れ に 対 応 し た Ｔ － バ ー 側 方 溝
１ ９ ５ ８ ～ １ ９ ６ ２ が Ｔ － バ ー １ ９ ６ ４ に 設 け ら れ て い る 。 摺 動 ロ ー ラ １ ９ ６ ６ ～ １ ９ ７
０ が 、 そ れ ぞ れ 対 を な す 側 方 溝 １ ９ ５ ０ ／ １ ９ ５ ８ ， １ ９ ５ ２ ／ １ ９ ６ ０ ， １ ９ ５ ４ ／ １
９ ６ ２ 内 に 捕 捉 さ れ た 状 態 で 位 置 し て い る 。 こ れ ら は 、 Ｔ － バ ー １ ９ ４ ０ の 望 ま し く な い
起 動 ま た は 回 転 を 阻 止 す る 側 方 案 内 部 材 の 全 て で は な い 。
【 ０ ０ ４ １ 】
二 重 旋 回 フ レ ー ム グ ラ ウ ン ド と 単 一 旋 回 ク ロ ー ジ ャ の 組 合 せ
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　 図 １ ４ お よ び 図 １ ５ で は 、 別 の フ レ ー ム グ ラ ウ ン ド お よ び 閉 鎖 機 構 ２ ２ ０ ０ が 、 二 重 旋
回 フ レ ー ム 組 立 体 ２ ２ ０ ４ を 有 す る 外 科 用 器 械 ２ ２ ０ ２ を 有 し て い る 。 特 に 、 フ レ ー ム グ
ラ ウ ン ド ２ ２ ０ ６ は 、 二 重 旋 回 フ レ ー ム ド ッ グ ボ ー ン ２ ２ １ ０ に よ り 遠 位 フ レ ー ム 部 材 ２
２ ０ ８ に 連 結 さ れ 、 こ の 二 重 旋 回 フ レ ー ム ド ッ グ ボ ー ン は 、 フ レ ー ム グ ラ ウ ン ド ２ ２ ０ ６
に 設 け ら れ た 近 位 ボ ア ２ ２ １ ４ に 軸 を 中 心 に 回 転 可 能 に 係 合 す る 近 位 ピ ボ ッ ト ピ ン ２ ２ １
２ お よ び 遠 位 フ レ ー ム 部 材 ２ ２ ０ ８ の 遠 位 ボ ア ２ ２ １ ８ に 係 合 す る 遠 位 ピ ボ ッ ト ピ ン ２ ２
１ ６ を 有 す る 。 発 火 バ ー ６ ６ （ 図 １ ４ お よ び 図 １ ５ に は 図 示 せ ず ） を 収 納 状 態 で 案 内 す る
案 内 ス ロ ッ ト ２ ２ ２ ０ が 、 ド ッ グ ボ ー ン ２ ２ １ ０ の 下 面 に 設 け ら れ て い る 。 ナ イ フ ス ロ ッ
ト ２ ２ ２ ２ が 、 遠 位 フ レ ー ム 部 材 ２ ２ ０ ８ に 設 け ら れ て い る 。 図 示 の よ う に 、 ク ロ ー ジ ャ
リ ン グ ２ ２ ３ ０ を ４ ５ ° の 角 度 ま で 関 節 運 動 さ せ る こ と に よ り 、 遠 位 フ レ ー ム 部 材 ２ ２ ０
８ が ４ ５ ° の 角 度 ま で 関 節 運 動 す る と 共 に フ レ ー ム ド ッ グ ボ ー ン ２ ２ １ ０ が そ の 角 度 の 半
分 ま で 関 節 運 動 す る 。 そ の 結 果 、 発 火 バ ー ６ ６ は 、 互 い に 間 隔 を 置 い た ２ つ の 浅 い 半 分 の
曲 げ を 受 け 、 上 述 し た 利 点 の 全 て を 有 す る 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
　 最 も 外 側 の ク ロ ー ジ ャ ス リ ー ブ 組 立 体 ２ ２ ２ ４ は 、 フ レ ー ム 組 立 体 ２ ２ ０ ４ の 二 重 旋 回
設 計 の 唯 一 の 旋 回 軸 線 が そ の 長 手 方 向 閉 鎖 運 動 に 対 応 す る 点 に お い て 異 な っ て い る 。 図 示
の よ う に 、 ク ロ ー ジ ャ 管 シ ャ フ ト ２ ２ ２ ６ は 、 遠 位 端 に ク レ ビ ス （ Ｕ 字 形 リ ン ク ） を 有 し
て い る 。 ク レ ビ ス ２ ２ ２ ８ は 、 ク ロ ー ジ ャ リ ン グ ２ ２ ３ ０ に 軸 を 中 心 に 回 転 可 能 に 係 合 し
て い る 。 ク ロ ー ジ ャ リ ン グ ２ ２ ３ ０ は 、 遠 位 端 の と こ ろ に 形 成 さ れ た 近 位 歯 車 ２ ２ ３ ２ を
有 し 、 ピ ン ２ ２ ３ ４ が 、 ク レ ビ ス ２ ２ ２ ８ の 上 方 タ ン グ （ 突 起 部 ） ２ ２ ３ ６ に 軸 を 中 心 に
回 転 可 能 に 係 合 し 、 下 側 ア ー ム ２ ２ ３ ８ が 、 ク レ ビ ス ２ ２ ２ ８ の 下 側 タ ン グ ２ ２ ４ ０ に 係
合 し て い る 。 ク レ ビ ス ２ ２ ２ ８ に 設 け ら れ た 穴 ２ ２ ４ ２ が 、 側 方 案 内 ピ ン ２ ２ ４ ３ を 受 け
入 れ 、 内 部 の Ｔ － バ ー ２ ２ ４ ４ に 摺 動 自 在 に 取 り 付 け ら れ て ク ロ ー ジ ャ リ ン グ ２ ２ ３ ０ の
近 位 歯 車 ２ ２ ３ ２ に 係 合 し て い る 。 か く し て 、 こ の 変 形 例 と し て の 機 構 ２ ２ ０ ０ は 、 上 述
し た 機 構 と は 逆 の 別 の 技 術 的 思 想 と し て の 単 一 ／ 二 重 ピ ボ ッ ト を 用 い て い る 。 即 ち 、 単 一
旋 回 フ レ ー ム グ ラ ウ ン ド を 備 え た 上 述 の 二 重 旋 回 ク ロ ー ジ ャ 機 構 と は 異 な り 、 こ の 変 形 例
と し て の 閉 鎖 機 構 は 、 単 一 の ピ ボ ッ ト を 有 し 、 変 形 例 と し て の フ レ ー ム グ ラ ウ ン ド は 、 二
重 ピ ボ ッ ト を 有 し て い る 。
【 ０ ０ ４ ３ 】
側 方 運 動 関 節 運 動 機 構
　 図 １ ６ ～ 図 １ ９ で は 、 側 方 運 動 が 用 い ら れ て エ ン ド エ フ ェ ク タ ２ ３ ２ の 関 節 運 動 を 行 わ
せ て い る 状 態 を 示 す よ う 側 方 運 動 関 節 運 動 機 構 ２ ３ ０ が 概 略 的 に 示 さ れ て い る 。 側 方 運 動
は 、 外 科 用 器 具 ２ ３ ４ の 長 手 方 向 軸 線 に 向 か う ま た は こ れ か ら 遠 ざ か る 少 な く と も １ つ の
要 素 の 運 動 で あ る 。 こ の 運 動 は 一 般 に 、 機 構 ２ ３ ０ を ２ 等 分 す る 水 平 線 で あ る 長 手 方 向 軸
線 に 対 し て 直 角 で あ り 、 回 転 運 動 ま た は 長 手 方 向 運 動 を 含 ま な い 。 側 方 運 動 関 節 運 動 機 構
は 、 図 １ ６ ～ 図 １ ９ に 示 す よ う に 流 体 の 作 用 で 作 動 さ れ る も の で あ っ て も よ く 、 或 い は 、
図 ２ ０ ～ 図 ２ ３ に 示 す よ う に 機 械 的 に 作 動 さ れ る も の で あ っ て も よ い 。
【 ０ ０ ４ ４ 】
側 方 運 動 流 体 関 節 運 動 機 構
　 側 方 運 動 関 節 運 動 機 構 ２ ３ ０ は 、 図 １ ６ ～ 図 １ ９ に 概 略 的 に 示 さ れ て お り 、 こ の 関 節 運
動 機 構 は 、 流 体 制 御 シ ス テ ム ２ ３ ５ を 有 し 、 こ の 流 体 制 御 シ ス テ ム は 、 こ の 中 で 長 手 方 向
に 延 び る 流 体 で 満 た さ れ た 互 い に 平 行 な 左 流 体 ブ ラ ダ ２ ３ ６ お よ び 右 流 体 ブ ラ ダ ２ ３ ８ を
有 し 、 こ れ ら 流 体 ブ ラ ダ は 、 流 体 ２ ４ ２ の 運 動 に よ り 側 方 部 材 ま た は Ｔ － バ ー ２ ４ ０ を 側
方 に 移 動 さ せ る 。 全 て の 方 向 は 、 長 手 方 向 軸 線 を 基 準 と し て い る 。 図 １ ６ お よ び 図 １ ７ の
非 関 節 運 動 図 を 参 照 す る と 、 遠 位 側 に 設 け ら れ た エ ン ド エ フ ェ ク タ ２ ３ ２ は 、 ピ ン ２ ４ ４
を 中 心 と し て 旋 回 し 、 こ の エ ン ド エ フ ェ ク タ は 、 近 位 端 に 歯 車 セ グ メ ン ト ２ ４ ６ を 有 し て
い る 。 ピ ボ ッ ト ピ ン ２ ４ ４ が 、 フ レ ー ム （ 図 示 せ ず ） に 取 り 付 け ら れ て い る 。 Ｔ － バ ー ２
４ ０ の 遠 位 端 の と こ ろ に 設 け ら れ た ラ ッ ク ２ ４ ８ が 、 歯 車 セ グ メ ン ト ２ ４ ６ に 作 動 可 能 に
係 合 す る 。 Ｔ － バ ー ２ ４ ０ お よ び ラ ッ ク ２ ４ ８ は 、 軸 線 Ａ － Ａ に 沿 っ て 側 方 に 動 く こ と が
で き る 。 長 い 左 お よ び 右 流 体 ブ ラ ダ ２ ３ ６ ， ２ ３ ８ の 遠 位 部 分 は 、 側 方 に 動 く こ と が で き
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る Ｔ － バ ー ２ ４ ０ の 側 方 に 位 置 し 、 こ の 遠 位 部 分 は 、 ク ロ ー ジ ャ ス リ ー ブ ２ ５ ０ 内 に 側 方
に 拘 束 さ れ る と 共 に フ レ ー ム ２ ５ ２ に よ っ て 垂 直 方 向 下 方 に 拘 束 さ れ 、 ま た ス ペ ー サ ２ ５
４ に よ っ て 垂 直 方 向 上 方 に 拘 束 さ れ る 。 左 側 作 動 流 体 ブ ラ ダ ２ ３ ６ は 、 流 体 ２ ４ ２ で 満 た
さ れ て い て 、 こ の 流 体 ブ ラ ダ は 、 左 側 遠 位 作 動 ブ ラ ダ ２ ５ ６ 、 左 側 流 体 通 路 ２ ５ ８ お よ び
左 側 近 位 リ ザ ー バ ブ ラ ダ ２ ６ ０ を 有 し て い る 。 右 側 流 体 ブ ラ ダ ２ ３ ８ は 、 流 体 ２ ４ ２ を 収
容 し て お り 、 こ の 右 側 流 体 ブ ラ ダ は 、 右 側 遠 位 作 動 ブ ラ ダ ２ ６ ２ 、 右 側 流 体 通 路 ２ ６ ４ お
よ び 右 側 近 位 リ ザ ー バ ブ ラ ダ ２ ６ ８ を 有 し て い る 。 固 定 仕 切 り ２ ７ ０ が フ レ ー ム ２ ５ ２ か
ら 延 出 し 、 ブ ラ ダ ２ ６ ０ ， ２ ６ ８ と 流 体 通 路 ２ ５ ８ ， ２ ６ ４ を 分 離 し て い る 。 固 定 仕 切 り
２ ７ ０ お よ び ク ロ ー ジ ャ ス リ ー ブ ２ ５ ０ は 、 流 体 通 路 ２ ５ ８ ， ２ ６ ４ を 拘 束 し 、 ブ ラ ダ ２
３ ６ ， ２ ３ ８ の 流 体 通 路 部 分 ２ ５ ８ ， ２ ６ ４ の 拡 張 を 阻 止 す る 。 近 位 リ ザ ー バ ブ ラ ダ ２ ６
０ ， ２ ６ ８ の う ち の 一 方 の 圧 縮 お よ び エ ン ド エ フ ェ ク タ ２ ３ ２ の 関 節 運 動 の た め の 側 方 に
動 く こ と が で き る “ Ｃ ” 字 形 圧 縮 部 材 ２ ７ ２ が 、 関 節 運 動 制 御 機 構 ２ ３ ０ に 設 け ら れ て い
る 。 加 う る に 、 他 の 部 品 、 例 え ば フ レ ー ム ２ ５ ２ に 設 け ら れ た 発 火 バ ー ス ロ ッ ト ２ ７ ６ を
貫 通 し た 発 火 バ ー ２ ７ ４ を 設 け る の が よ い （ 図 １ ７ お よ び 図 １ ９ ） 。
【 ０ ０ ４ ５ 】
　 図 ２ 、 図 １ ８ お よ び 図 １ ９ に 示 す よ う に 、 Ｃ 字 形 圧 縮 部 材 ２ ７ ２ を 左 側 に 側 方 運 動 さ せ
る と 、 右 側 近 位 リ ザ ー バ ブ ラ ダ ２ ６ ０ が 圧 縮 さ れ て 、 流 体 が 右 側 流 体 通 路 ２ ５ ８ お よ び 右
側 遠 位 作 動 ブ ラ ダ ２ ５ ６ 内 に 送 り 込 ま れ る 。 右 側 遠 位 作 動 ブ ラ ダ ２ ５ ６ が Ｔ － バ ー ２ ４ ０
を 左 側 に 側 方 に 移 動 さ せ る と 、 左 側 遠 位 作 動 ブ ラ ダ ２ ６ ２ が 圧 縮 さ れ 、 エ ン ド エ フ ェ ク タ
２ ３ ２ が 右 側 に 関 節 運 動 さ れ る （ 図 示 の よ う に 上 か ら 見 て 時 計 回 り ） 。 左 側 遠 位 作 動 ブ ラ
ダ ２ ６ ２ の 圧 縮 に よ り 、 流 体 は 、 左 側 固 定 流 体 通 路 ２ ６ ４ を 通 っ て 近 位 側 に 流 れ て 左 側 近
位 リ ザ ー バ ブ ラ ダ ２ ６ ６ 内 に 流 入 す る 。 特 に 、 Ｃ 字 形 圧 縮 部 材 ２ ７ ２ の 取 付 け 状 態 の 右 側
壁 ２ ８ ０ は 、 左 側 に 動 き 、 そ れ に よ り 右 側 近 位 リ ザ ー バ ブ ラ ダ ２ ６ ０ を 圧 縮 さ せ る 。 Ｃ 字
形 圧 縮 部 材 ２ ７ ２ の 取 付 け 状 態 の 左 側 壁 ２ ７ ８ の 対 応 し た 左 側 へ の 運 動 に よ り 、 流 体 が 拡
張 中 の 左 側 近 位 リ ザ ー バ ブ ラ ダ ２ ６ ６ 内 に 流 入 す る と 、 圧 縮 状 態 の 左 側 リ ザ ー バ ブ ラ ダ ２
６ ２ か ら の 流 体 の た め の 空 間 が 生 じ る 。
【 ０ ０ ４ ６ 】
　 関 節 運 動 機 構 ２ ３ ０ の た め の こ の 流 体 制 御 シ ス テ ム ２ ３ ５ は 、 少 な く と も 幾 つ か の 利 点
を も た ら す 。 第 １ に 、 関 節 運 動 継 手 ま た は 機 構 ２ ３ ０ に 対 し て 近 位 側 へ の 作 動 ブ ラ ダ ２ ５
６ ， ２ ６ ２ の 配 向 に よ り 、 器 械 ２ ３ ４ 内 で 長 い ブ ラ ダ ２ ３ ６ ， ２ ３ ８ お よ び 長 い Ｔ － バ ー
２ ４ ０ を 用 い る こ と が で き る 。 流 体 駆 動 式 シ ス テ ム と し て 、 流 体 制 御 シ ス テ ム ２ ３ ５ の 出
力 と し て の 力 の 増 大 は 、 ２ つ の 方 法 で 達 成 で き る 。 第 １ に 、 Ｔ － バ ー ２ ４ ０ 上 の 流 体 面 積
が 一 定 で あ る と す る と 、 こ の 一 定 面 積 に 加 わ る 流 体 圧 力 を 増 大 さ せ る の が よ い 。 第 ２ に 、
流 体 圧 力 が 一 定 で あ る と す る と 、 Ｔ － バ ー ２ ４ ０ 上 の 流 体 接 触 面 積 を 増 大 さ せ る の が よ い
。 第 １ の 方 法 の 結 果 と し て 、 コ ン パ ク ト な 設 計 お よ び よ り 高 い 系 統 圧 力 が 得 ら れ る 。 第 ２
の 方 法 の 結 果 と し て 、 よ り 大 き な 設 計 お よ び よ り 低 い 系 統 圧 力 が 得 ら れ る 。 コ ス ト を 減 少
さ せ 、 設 計 を 単 純 化 し 、 系 統 応 力 を 減 少 さ せ 、 ブ ラ ダ の 破 裂 の 恐 れ を 減 少 さ せ る た め 、 図
示 の 形 態 は 、 長 い 遠 位 作 動 ブ ラ ダ ２ ５ ６ ， ２ ６ ２ を 器 械 の 細 長 い シ ャ フ ト 内 の 関 節 運 動 機
構 ２ ３ ０ に 対 し て 近 位 側 の 有 利 な 位 置 で 示 し て い る 。 ブ ラ ダ ２ ５ ６ ， ２ ６ ２ を 長 く す る こ
と が で き る と 共 に 関 節 運 動 出 力 を 入 力 圧 力 が 低 い 場 合 に 高 く す る こ と が で き る の は 、 ブ ラ
ダ ２ ５ ６ ， ２ ６ ２ の こ の 配 設 状 態 で あ る 。
【 ０ ０ ４ ７ 】
　 か く し て 、 Ｔ － バ ー ２ ４ ０ 上 の 遠 位 バ ル ー ン ２ ５ ６ ， ２ ６ ２ の 圧 力 接 触 面 積 を 単 に 増 大
さ せ る こ と に よ り 、 関 節 運 動 機 構 ２ ３ ０ の 出 力 と し て の 力 を 増 大 さ せ る こ と が で き る （ 入
力 圧 力 が 同 一 の 場 合 ） 。 圧 力 接 触 面 積 の 増 大 は 、 高 さ お よ び 長 さ に 制 限 さ れ る 。 従 来 型 内
視 鏡 下 外 科 用 器 械 の 直 径 は 通 気 ポ ー ト を 通 過 す る よ う 或 る 特 定 の 直 径 に 固 定 さ れ て い る の
で 、 こ れ に よ り 、 高 さ の 変 化 が 制 限 さ れ る 。 圧 力 接 触 領 域 の 長 さ の 変 更 は 、 最 も 大 き な 効
果 を も た ら し 、 こ れ に よ り 、 器 具 の 側 方 出 力 を 、 シ ス テ ム が 必 要 と す る ど の よ う な 出 力 で
あ っ て も 、 こ れ に 適 合 す る よ う （ 長 さ を 変 化 さ せ る こ と に よ り ） 有 利 に 調 整 す る こ と が で
き る 。 　
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【 ０ ０ ４ ８ 】
　 側 方 運 動 器 具 内 で 用 い ら れ る 流 体 は 、 圧 縮 性 で あ っ て も よ く 、 非 圧 縮 性 で あ っ て も よ い
。 本 明 細 書 で 用 い る 「 流 体 」 と い う 用 語 は 、 液 体 、 気 体 、 ゲ ル 、 微 粒 子 お よ び 圧 力 勾 配 相
互 間 で 流 動 す る こ と が で き る 任 意 他 の 材 料 を 含 む 。 任 意 の 流 体 を 用 い る こ と が で き る が 、
滅 菌 溶 液 、 例 え ば 塩 水 、 鉱 物 油 ま た は シ リ コ ー ン が 特 に 好 ま し い 。
【 ０ ０ ４ ９ 】
側 方 運 動 機 械 式 関 節 運 動 機 構
　 側 方 運 動 お よ び 関 節 運 動 を 生 じ さ せ る 流 体 機 構 を 上 述 し た が 、 機 械 的 機 構 は 、 流 体 ブ ラ
ダ ２ ０ ６ ， ２ ０ ８ に よ り 得 ら れ る の と ほ ぼ 同 じ 側 方 運 動 を 達 成 す る こ と が で き る 。 図 ２ ０
お よ び 図 ２ １ で は 、 変 形 例 と し て の 側 方 運 動 関 節 運 動 機 構 ３ ０ ０ が 、 外 科 用 器 械 ３ ０ １ の
た め の 側 方 運 動 お よ び 関 節 運 動 を 生 じ さ せ る 機 械 的 制 御 シ ス テ ム 、 特 に 長 手 方 向 に 運 動 す
る 部 材 を 用 い て い る 。 図 示 の 形 態 で は 、 特 に 図 ２ ０ を 参 照 す る と 、 側 方 運 動 ス ラ イ ド バ ー
３ ０ ２ が 、 細 長 い 長 手 方 向 シ ャ フ ト ３ ０ ８ の 互 い に 反 対 側 の 側 部 で こ の ス ラ イ ド バ ー か ら
側 方 に 延 び る 少 な く と も １ 対 の 傾 斜 し た 左 側 カ ム 面 ３ ０ ４ と 右 側 カ ム 面 ３ ０ ６ を 有 し て い
る 。 図 示 の 形 態 で は 、 別 の １ 対 の 近 位 左 側 お よ び 右 側 傾 斜 カ ム 面 ３ １ ０ ， ３ １ ２ も ま た 設
け ら れ て い る 。 右 側 長 手 方 向 運 動 リ ン ク ３ １ ４ は 、 こ れ に 対 応 し た 内 方 に 差 し 向 け ら れ て
い る 遠 位 お よ び 近 位 傾 斜 カ ウ ン タ 面 ３ １ ６ ， ３ １ ８ を 有 し 、 こ れ ら カ ウ ン タ 面 は 、 遠 位 お
よ び 近 位 右 側 カ ム 面 ３ ０ ６ ， ３ １ ２ と 位 置 が 合 っ て こ れ に 摺 動 自 在 に 係 合 し て 、 運 動 リ ン
ク ３ １ ４ の 遠 位 側 へ の 長 手 方 向 運 動 が ス ラ イ ド バ ー ３ ０ ２ の 左 向 き 側 方 運 動 を 引 き 起 こ す
よ う に な っ て い る 。 理 解 さ れ る べ き こ と と し て 、 こ の 傾 斜 接 触 状 態 を 逆 に し て 遠 位 側 へ の
運 動 が 右 向 き の 運 動 を 引 き 起 こ す よ う に し て も よ い 。
【 ０ ０ ５ ０ 】
　 ス ラ イ ド バ ー ３ ０ ２ を 右 に 押 圧 し て こ れ を 右 側 長 手 方 向 運 動 リ ン ク ３ １ ４ に 係 合 さ せ て
右 側 長 手 方 向 運 動 リ ン ク ３ １ ４ の 逆 の 近 位 側 へ の 運 動 が ス ラ イ ド バ ー ３ ０ ２ の 左 向 き 運 動
を 引 き 起 こ す よ う に 、 ば ね 付 勢 手 段 （ 図 示 せ ず ） を ス ラ イ ド バ ー ３ ０ ２ に 設 け る の が よ い
こ と は 理 解 さ れ る べ き で あ る 。 変 形 例 と し て 、 図 示 の 形 態 で は 、 左 側 長 手 方 向 運 動 リ ン ク
３ ２ ０ が 、 こ れ に 対 応 し た 内 方 に 差 し 向 け ら れ て い る 遠 位 お よ び 近 位 傾 斜 カ ウ ン タ 面 ３ ２
２ ， ３ ２ ４ を 有 し 、 こ れ ら カ ウ ン タ 面 は 、 遠 位 お よ び 近 位 右 側 カ ム 面 ３ ０ ４ ， ３ １ ０ と 位
置 が 合 っ て こ れ に 摺 動 自 在 に 係 合 し て 、 左 側 長 手 方 向 運 動 リ ン ク ３ ２ ０ の 遠 位 側 へ の 長 手
方 向 運 動 が ス ラ イ ド バ ー ３ ０ ２ の 右 向 き 側 方 運 動 を 引 き 起 こ す よ う に な っ て い る 。 理 解 さ
れ る べ き こ と と し て 、 こ の 傾 斜 接 触 状 態 を 逆 に し て 近 位 側 へ の 運 動 が 左 向 き の 運 動 を 引 き
起 こ す よ う に し て も よ い 。 理 解 さ れ る べ き こ と と し て 、 右 側 お よ び 左 側 長 手 方 向 運 動 リ ン
ク ３ １ ４ ， ３ ２ ０ お よ び 摺 動 バ ー ３ ０ ２ が 、 細 長 い シ ャ フ ト ３ ２ ６ 内 に 支 持 さ れ 、 こ の 細
長 い シ ャ フ ト が 、 リ ン ク ３ １ ４ ， ３ ２ ０ の 長 手 方 向 運 動 お よ び 摺 動 バ ー の 側 方 運 動 を 可 能
に す る 。
【 ０ ０ ５ １ 】
　 ソ ケ ッ ト ボ ー ル ３ ２ ８ と し て 示 さ れ て い る ス ラ イ ド バ ー ３ ０ ２ の 遠 位 端 部 は 、 エ ン ド エ
フ ェ ク タ ３ ３ ４ の ピ ボ ッ ト ピ ン ３ ３ ２ の 近 位 側 に 整 列 し た Ｖ 字 形 カ ム 溝 ３ ３ ０ 内 に 受 け 入
れ ら れ て い る 。 か く し て 、 図 ２ １ に お い て 、 右 側 長 手 方 向 運 動 リ ン ク ３ １ ４ の 近 位 側 へ の
運 動 お よ び 左 側 長 手 方 向 運 動 リ ン ク ３ ２ ０ の 遠 位 側 へ の 運 動 は 、 摺 動 バ ー ３ ０ ２ の 右 向 き
の 運 動 を 引 き 起 こ し 、 こ れ に 対 応 し て ソ ケ ッ ト ボ ー ル ３ ２ ８ の 右 向 き の 運 動 が 生 じ る 。 か
く し て 、 Ｖ 字 形 カ ム 溝 ３ ３ ０ は 、 右 向 き に 駆 動 さ れ 、 そ の 最 も 遠 位 側 の 端 部 ３ ３ ６ が 左 側
に 旋 回 す る 。 変 形 例 と し て 、 ス ラ イ ド バ ー ３ ０ ２ の 側 方 運 動 を 図 １ ６ ～ 図 １ ９ を 参 照 し て
上 述 し た ラ ッ ク と 歯 車 の 係 合 に よ り エ ン ド エ フ ェ ク タ ３ ３ ４ の 関 節 運 動 に 変 換 で き る 。 か
く し て 、 長 手 方 向 運 動 を 利 用 す る 機 械 的 シ ス テ ム を 用 い る と 、 外 科 用 器 械 ３ ０ １ に 側 方 関
節 運 動 を 与 え る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ５ ２ 】
回 転 可 能 な リ ン ク
　 図 ２ ２ お よ び 図 ２ ３ に お い て 、 更 に 変 形 例 と し て の 関 節 運 動 機 構 ４ ０ ０ が 、 外 科 用 器 械
４ ０ ６ の 関 節 運 動 を 生 じ さ せ る よ う 側 方 運 動 ス ラ イ ド バ ー ４ ０ ４ と し て 示 さ れ た 側 方 部 材
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を 移 動 さ せ る 回 転 可 能 な リ ン ク ４ ０ ２ を 用 い て い る 。 側 方 運 動 ス ラ イ ド バ ー ４ ０ ４ は 、 エ
ン ド エ フ ェ ク タ （ 図 示 せ ず ） の 近 位 端 の と こ ろ で 図 １ ６ お よ び 図 ２ ０ に 関 し て 上 述 し た 回
転 歯 車 ま た は カ ム 作 用 溝 と 作 動 可 能 に 係 合 す る こ と が で き る 。 回 転 可 能 な リ ン ク ４ ０ ２ を
少 な く と も 一 方 の ア ー ム ４ ０ ８ が 長 手 方 向 軸 線 に 対 し て 回 転 自 在 に 横 方 向 に こ の リ ン ク か
ら 延 び て ス ラ イ ド バ ー 内 の ソ ケ ッ ト ４ １ ０ に 嵌 ま り 込 ん だ 状 態 で ス ラ イ ド バ ー ４ ０ ４ の 下
に 配 置 す る の が よ い 。 ス ラ イ ド バ ー ４ ０ ４ は 、 頂 部 ス ペ ー サ ４ １ ２ と 底 部 フ レ ー ム ４ １ ４
と の 間 で 垂 直 方 向 に 拘 束 さ れ 、 底 部 フ レ ー ム は 、 回 転 可 能 な リ ン ク ４ ０ ２ を 受 け 入 れ て ア
ー ム ４ ０ ８ の 回 転 を 許 容 す る 長 手 方 向 ト ラ フ ４ １ ６ を 有 し て い る 。 ス ペ ー サ ４ １ ２ お よ び
フ レ ー ム ４ １ ４ は 、 管 状 ス リ ー ブ ４ １ ８ に よ っ て 包 囲 さ れ て い る 。 回 転 リ ン ク ４ ０ ２ を 回
転 さ せ る こ と に よ り 、 ア ー ム ４ ０ ８ は 、 弧 を 描 い て 動 き 、 そ れ に よ り 、 ス ラ イ ド バ ー ４ ０
４ が 回 転 方 向 に 動 い て 側 方 に 移 動 す る 。
【 ０ ０ ５ ３ 】
互 い に 反 対 側 に 位 置 す る 座 屈 可 撓 性 部 材 を 備 え た 関 節 運 動 機 構
　 図 ２ ４ に お い て 、 外 科 用 器 械 ５ ０ ０ は 、 細 長 い シ ャ フ ト ５ ０ ４ の 長 手 方 向 軸 線 に 沿 っ て
整 列 し た ス ラ イ ド 部 材 ５ ０ ２ を 有 し 、 こ の 外 科 用 器 械 は 、 左 側 座 屈 部 材 ５ ０ ６ と 右 側 座 屈
部 材 ５ ０ ８ と の 間 の 側 方 運 動 を 可 能 に し 、 フ レ ー ム お よ び ス ペ ー サ （ 図 示 せ ず ） に よ っ て
垂 直 方 向 に 拘 束 さ れ て い る 。 各 座 屈 部 材 ５ ０ ６ ， ５ ０ ８ は 、 そ れ ぞ れ の 固 定 遠 位 取 付 け 部
５ １ ０ ， ５ １ ２ お よ び 長 手 方 向 に 並 進 可 能 な 近 位 リ ン ク ５ １ ４ ， ５ １ ６ を 有 し て い る 。 そ
れ ぞ れ の 左 側 お よ び 右 側 可 撓 性 部 材 ５ １ ８ ， ５ ２ ０ は 、 ス ラ イ ド バ ー ５ ０ ２ に 対 向 し て 、
こ れ ら の そ れ ぞ れ の 近 位 リ ン ク ５ １ ４ ， ５ １ ６ の 遠 位 側 へ の 長 手 方 向 運 動 に 関 し て 側 方 侵
入 量 で 、 内 方 に 弓 形 に 曲 が る 。 図 ２ ４ に 示 す 非 関 節 運 動 状 態 で は 、 近 位 リ ン ク ５ １ ４ ， ５
１ ６ は 、 差 動 的 に は 位 置 決 め さ れ て お ら ず 、 か く し て 、 ス ラ イ ド 部 材 ５ ０ ２ の 遠 位 側 に 突
き 出 た 先 端 部 ５ ２ ２ は 、 エ ン ド エ フ ェ ク タ ５ ２ ８ の ピ ボ ッ ト ピ ン ５ ２ ６ に 対 し て 近 位 側 に
開 口 し た Ｖ 字 形 カ ム 溝 ５ ２ ４ 内 に 心 出 し さ れ る 。 図 ２ ５ で は 、 左 側 近 位 リ ン ク ５ １ ４ は 、
遠 位 側 に 送 り 進 め ら れ て お り 、 右 側 近 位 リ ン ク は 、 近 位 側 へ 引 っ 込 め ら れ て お り 、 ス ラ イ
ド バ ー ５ ０ ２ は 、 右 側 に 側 方 に 並 進 し 、 そ れ に よ り 、 遠 位 側 に 突 き 出 た 先 端 部 ５ ２ ２ を カ
ム 駆 動 さ せ て こ れ を Ｖ 字 形 カ ム 溝 ５ ２ ４ の 右 側 部 分 に 押 し 付 け 、 そ の 結 果 、 ピ ボ ッ ト ピ ン
５ ２ ６ 回 り の エ ン ド エ フ ェ ク タ ５ ２ ８ の 左 向 き 関 節 運 動 が 生 じ る 。
【 ０ ０ ５ ４ 】
電 磁 式 側 方 関 節 運 動 制 御 機 構
　 図 ２ ６ に お い て 、 外 科 用 器 械 ６ ０ ０ は 、 遠 位 側 に 連 結 さ れ た エ ン ド エ フ ェ ク タ ６ ０ ２ を
有 し 、 こ の エ ン ド エ フ ェ ク タ は 、 ス ラ イ ド バ ー ６ ０ ８ の 側 方 運 動 に よ り 細 長 い シ ャ フ ト ６
０ ６ に 対 し て そ の ピ ボ ッ ト ピ ン ６ ０ ４ 回 り に 弧 を 描 い て 選 択 的 に 関 節 運 動 す る 。 特 に 、 ス
ラ イ ド バ ー ６ ０ ８ の 遠 位 ソ ケ ッ ト ６ １ ０ は 、 ピ ボ ッ ト ピ ン ６ ０ ４ の 遠 位 側 で 開 口 し た Ｖ 字
形 カ ム 溝 ６ １ ２ に 係 合 す る 。 ス ラ イ ド バ ー ６ ０ ８ は 、 フ レ ー ム お よ び ス ペ ー サ （ 図 示 せ ず
） に よ り 細 長 い シ ャ フ ト ６ ０ ６ 内 で 垂 直 方 向 に 拘 束 さ れ る 。 ス ラ イ ド バ ー ６ ０ ８ の 互 い に
反 対 側 の 側 方 側 部 上 で 内 方 に 差 し 向 け ら れ た 左 側 お よ び 右 側 圧 縮 ば ね ６ １ ４ ， ６ １ ６ は 、
細 長 い シ ャ フ ト ６ ０ ６ の 遠 位 端 部 ６ １ ８ の 近 位 側 に 位 置 す る 。 こ れ ら ば ね ６ １ ４ ， ６ １ ６
は 、 ス ラ イ ド バ ー ６ ０ ８ お よ び か く し て エ ン ド エ フ ェ ク タ ６ ０ ２ に 心 出 し 付 勢 力 を も た ら
す 。 ス ラ イ ド バ ー ６ ０ ８ の 互 い に 反 対 側 の 側 部 に 設 け ら れ た 左 側 お よ び 右 側 電 磁 石 ６ ２ ０
， ６ ２ ２ は 、 ス ラ イ ド バ ー ６ ０ ８ と 一 体 の ま た は こ れ に 取 り 付 け ら れ た 鉄 製 標 的 ６ ２ ４ を
引 き 付 け 、 そ れ に よ り 選 択 的 に 図 ２ ７ に 示 す よ う に ス ラ イ ド バ ー ６ ０ ８ を 側 方 に 変 位 さ せ
、 エ ン ド エ フ ェ ク タ ６ ０ ２ の 関 節 運 動 を 生 じ さ せ る よ う 選 択 的 に 作 動 さ れ る 。 単 純 化 の た
め 、 長 手 方 向 に 整 列 し た コ イ ル が 示 さ れ て い る 。 た だ し 、 １ つ 以 上 の 電 磁 石 を 整 列 さ せ て
ス ラ イ ド バ ー ６ ０ ８ に 垂 直 な 磁 界 を 生 じ さ せ て も よ い こ と は 理 解 さ れ る べ き で あ り 、 例 え
ば 、 複 数 個 の コ イ ル （ 図 示 せ ず ） を ス ラ イ ド バ ー ６ ０ ８ の 長 手 方 向 長 さ 方 向 に 沿 っ て 整 列
さ せ 、 各 コ イ ル は 、 ス ラ イ ド バ ー ６ ０ ８ の 側 方 運 動 軸 線 と 整 列 し た そ の 長 手 方 向 軸 線 を 有
す る 。
【 ０ ０ ５ ５ 】
圧 力 源 を 備 え た 関 節 運 動 制 御 機 構
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　 図 ２ ８ で は 、 外 科 用 器 械 ７ ０ ０ は 、 左 側 お よ び 右 側 の 細 長 い ピ ス ト ン 支 持 体 ７ ０ ４ ， ７
０ ６ を 利 用 し た 関 節 運 動 制 御 機 構 ７ ０ ２ を 有 し 、 こ れ ら ピ ス ト ン 支 持 体 は 、 エ ン ド エ フ ェ
ク タ ７ １ ０ の ピ ボ ッ ト ピ ン ７ ０ ８ の 各 側 に 側 方 に 取 り 付 け ら れ て い る 。 ス プ ー ル 弁 ７ １ ２
が 、 外 科 用 器 械 ７ ０ ０ の 近 位 部 分 （ 例 え ば 、 取 っ 手 ） ７ １ ４ に 設 け ら れ た 弁 フ レ ー ム ７ １
５ の ボ ア ７ １ ３ 内 に 摺 動 自 在 に 設 け ら れ て い て 、 圧 力 源 （ 例 え ば 、 ア キ ュ ム レ ー タ 、 ポ ン
プ 、 定 置 ま た は 携 帯 可 能 な 圧 力 源 に 通 じ る オ リ フ ィ ス ） ７ １ ６ を 選 択 的 に 連 通 さ せ る 。 ス
プ ー ル 弁 ７ １ ２ の 側 方 運 動 に よ り 、 流 体 は 、 加 圧 媒 体 ７ １ ８ か ら ピ ス ト ン 支 持 体 ７ ０ ４ ，
７ ０ ６ の う ち 一 方 の 中 に 流 入 す る こ と が で き る 。 圧 力 源 ７ １ ６ か ら の 加 圧 媒 体 ７ １ ８ が 、
流 体 ま た は 空 気 圧 で あ る の が よ い 。 例 え ば 、 ス プ ー ル 弁 ７ １ ２ は 、 病 院 用 真 空 源 を 細 長 い
ピ ス ト ン 支 持 体 ７ ０ ４ ， ７ ０ ６ の う ち の 一 方 に 選 択 的 に 連 通 さ せ る こ と が で き 、 選 択 さ れ
た 側 部 を 他 方 の 側 が 大 気 圧 に さ ら さ れ た と き に 拡 張 し ま た は 違 っ た や り 方 で 拡 張 す る と 、
引 き 戻 す 。 理 解 さ れ る べ き こ と と し て 、 非 圧 縮 性 ま た は 圧 縮 性 流 体 を 用 い る こ と が で き る
。 さ ら に 、 細 長 い ピ ス ト ン 支 持 体 ７ ０ ４ ， ７ ０ ６ の 各 々 の 中 の 並 進 物 質 は 、 圧 力 源 ７ １ ６
に よ り 作 用 を 受 け る 近 位 動 的 ス プ ー ル シ ー ル を 更 に 有 す る の が よ い 。 図 ２ ９ に 示 す よ う に
、 細 長 い ピ ス ト ン 支 持 体 ７ ０ ４ ， ７ ０ ６ の 長 手 方 向 長 さ の そ れ ぞ れ の 増 減 は 、 細 長 い 管 内
で 摺 動 す る ピ ス ト ン に 起 因 す る の が よ く 、 ま た は 変 形 例 と し て 、 円 周 方 向 に 可 撓 性 の 物 質
の 伸 長 に 起 因 し て い て も よ い 。
【 ０ ０ ５ ６ 】
流 体 ブ ラ ダ
　 図 ３ ０ で は 、 ブ ラ ダ ８ ０ ０ は 、 流 体 通 路 ま た は 導 管 ８ ０ ４ を 介 し て リ ザ ー バ ブ ラ ダ ８ ０
６ と 流 体 連 通 状 態 に あ る 作 動 ブ ラ ダ ８ ０ ２ を 有 す る よ う 示 さ れ て い る 。 こ の 図 示 の 形 態 で
は 、 圧 縮 ば ね ８ ０ ８ が 、 作 動 ブ ラ ダ ８ ０ ２ を 側 方 に 付 勢 し て こ れ を 膨 張 状 態 に し て い る 。
圧 縮 ば ね ８ ０ ８ を 設 け た 場 合 の 有 利 な 特 徴 と し て は 、 ブ ラ ダ ８ ０ ２ を 膨 張 さ せ ま た は エ ン
ド エ フ ェ ク タ （ 図 示 せ ず ） を 心 出 し す る 復 元 力 が 得 ら れ る こ と に あ る と 共 に 他 の 利 点 が 得
ら れ る 。 所 望 な ら ば 、 ば ね を 両 方 の ブ ラ ダ ８ ０ ２ ， ８ ０ ６ の う ち い ず れ か 一 方 ま た は 両 方
の ブ ラ ダ ８ ０ ２ ， ８ ０ ６ 内 に 設 け て も よ い 。
【 ０ ０ ５ ７ 】
　 か か る ブ ラ ダ ８ ０ ０ は 、 材 料 の 種 々 の 組 合 せ か ら 種 々 の 仕 方 で 作 る こ と が で き る 。 こ れ
ら ブ ラ ダ ８ ０ ０ は 、 上 述 し た 一 体 部 品 と し て 示 さ れ て い る が 、 こ れ ら ブ ラ ダ ８ ０ ０ は 、 多
数 の 部 品 か ら 組 み 立 て ら れ た も の で あ っ て も よ く ま た は 単 一 の 一 体 形 流 体 ブ ラ ダ ８ ０ ０ と
し て 作 ら れ た も の で あ っ て も よ い 。 多 数 の 部 品 か ら 成 る 構 造 の 場 合 、 ブ ラ ダ の う ち 少 な く
と も １ つ を 他 の 要 素 の う ち の い ず れ か に 取 り 付 け る の が よ い 。 組 立 て の た め に 多 く の 漏 れ
止 め 取 付 け 法 、 例 え ば 溶 接 、 糊 付 け 、 圧 力 嵌 め 、 熱 か し め 加 工 、 圧 着 取 付 け 、 ク ラ ン プ 取
付 け 、 接 合 等 が 利 用 で き る 。 ２ つ の 基 本 的 な 形 式 の 流 体 ブ ラ ダ ８ ０ ０ を 作 っ て も よ い 。 一
方 は 、 剛 性 材 料 ま た は エ ラ ス ト マ ー 材 料 で 作 っ た 高 圧 非 弾 性 剛 性 ブ ラ ダ で あ り 、 他 方 は 、
低 圧 エ ラ ス ト マ ー バ ル ー ン で あ る 。
【 ０ ０ ５ ８ 】
　 医 療 分 野 に お い て は 剛 性 バ ル ー ン 材 料 が 知 ら れ て お り 、 か か る 剛 性 バ ル ー ン 材 料 は 、 拡
張 術 ま た は 血 管 形 成 術 、 或 い は 血 管 壁 内 で の ス テ ン ト の 拡 張 に 使 用 さ れ て い る 。 剛 性 バ ル
ー ン は 、 高 圧 負 荷 下 に お い て こ れ ら の 設 計 寸 法 形 状 を 保 持 す る 非 応 従 性 ま た は 低 応 従 性 材
料 で 作 ら れ て い る 。 代 表 的 に は 、 こ れ ら バ ル ー ン は 、 薄 肉 の も の で あ っ て 、 伸 び 率 の 小 さ
な 高 張 力 材 料 で 作 ら れ て い る 。 こ れ ら バ ル ー ン の 典 型 的 な 材 料 は 、 ポ リ 塩 化 ビ ニ ル （ Ｐ Ｖ
Ｃ ） 、 架 橋 ポ リ エ チ レ ン 、 ポ リ エ ス テ ル （ Ｐ Ｅ Ｔ ： ポ リ エ チ レ ン テ レ フ タ レ ー ト ） 、 ナ イ
ロ ン 等 で あ る 。 血 管 形 成 術 用 バ ル ー ン の 場 合 、 Ｐ Ｅ Ｔ 管 の 薄 肉 部 分 を バ ル ー ン 形 状 に 吹 き
込 み 成 型 す る の が よ い 。 左 側 お よ び 右 側 流 体 ブ ラ ダ は 各 々 、 薄 肉 管 の 連 続 一 体 物 か ら 作 ら
れ た も の で あ る の が よ く 、 近 位 ブ ラ ダ と 遠 位 ブ ラ ダ の 両 方 は 、 薄 肉 管 の 局 所 部 分 を 拡 張 さ
せ る こ と に よ り 形 成 さ れ る 。 次 に 近 位 お よ び 遠 位 ブ ラ ダ 領 域 の 拡 張 は 、 管 を 局 所 的 に 加 熱
し て ブ ラ ダ 形 状 物 を こ の 管 に 吹 き 込 み 成 型 す る こ と に よ り 達 成 で き る 。 成 形 さ れ た 流 体 ブ
ラ ダ の 開 口 端 の う ち の 一 方 を 密 封 す る の が よ く 、 ブ ラ ダ の 他 方 の 開 口 端 は 、 流 体 の た め の
充 填 ポ ー ト と し て の 役 目 を 果 た す の が よ い 。 充 填 後 、 開 口 充 填 ポ ー ト を 密 封 す る 。 変 形 例
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と し て 、 流 体 ブ ラ ダ を 単 一 品 で は な く 多 数 の 部 品 か ら 組 み 立 て て も よ い 。 流 体 ブ ラ ダ ８ ０
０ の 非 ブ ラ ダ 部 分 、 例 え ば 流 体 通 路 ８ ０ ４ を 剛 性 ま た は 半 剛 性 管 ま た は 他 の 材 料 か ら 作 る
の が よ い 。
【 ０ ０ ５ ９ 】
　 変 形 例 と し て 、 流 体 ブ ラ ダ ８ ０ ０ を 構 成 す る の に エ ラ ス ト マ ー バ ル ー ン も 使 用 で き る 。
こ れ ら エ ラ ス ト マ ー 材 料 を 第 １ の 形 状 に 成 形 し 、 圧 力 を 加 え る と 、 こ れ ら は よ り 大 き な 形
状 に 拡 張 す る こ と が で き る 。 エ ラ ス ト マ ー 材 料 は 、 ゴ ム 状 弾 性 を 劣 化 さ せ な い で 、 多 数 回
に わ た り 拡 張 し た り 元 の 形 状 に 戻 っ た り で き る 。 剛 性 材 料 ほ ど 高 い 圧 力 を 取 り 扱 う こ と は
で き な い が 、 エ ラ ス ト マ ー ブ ラ ダ は 、 関 節 運 動 す る よ う 使 用 で き る 。 エ ラ ス ト マ ー 流 体 ブ
ラ ダ ８ ０ ０ を 壁 ま た は 拘 束 部 相 互 間 に 閉 じ 込 め ま た は 拘 束 す る こ と に よ り 、 望 ま し く な い
領 域 中 へ の ブ ラ ダ 材 料 の 膨 れ が 阻 止 さ れ 、 加 え る こ と が で き る 力 が 増 大 す る 。 図 １ ６ ～ 図
１ ９ で は 、 遠 位 作 動 ブ ラ ダ ２ ５ ６ は 、 ク ロ ー ジ ャ ス リ ー ブ ３ ２ と ス ペ ー サ ２ ０ ３ と Ｔ － バ
ー ２ ３ ０ と フ レ ー ム ３ ４ と の 間 に 良 好 に 拘 束 さ れ て い る 。 エ ラ ス ト マ ー ブ ラ ダ ２ １ ０ ， ２
２ ０ を 浸 漬 成 形 を 含 む 種 々 の 方 法 に よ り 作 る こ と が で き 、 或 い は 、 静 注 袋 の よ う に 、 ２ 枚
の シ ー ト を 互 い に 溶 接 し ま た は 糊 付 け す る こ と に よ り 形 成 し て も よ い 。 エ ラ ス ト マ ー ブ ラ
ダ ２ １ ０ ， ２ ２ ０ を ラ テ ッ ク ス 、 ゴ ム 、 シ リ コ ー ン 、 ポ リ ウ レ タ ン 、 ポ リ エ チ レ ン 、 ポ リ
プ ロ ピ レ ン 、 テ フ ロ ン （ 登 録 商 標 ） ま た は 多 く の 弾 性 ま た は 半 弾 性 工 業 材 料 の う ち の い ず
れ か １ つ か ら 作 る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ６ ０ 】
　 加 う る に 、 従 来 型 吹 き 込 み 成 形 法 を 用 い て ブ ラ ダ ８ ０ ０ を 形 成 す る こ と が で き る 。 血 管
形 成 術 用 バ ル ー ン に 用 い ら れ る 薄 肉 Ｐ Ｅ Ｔ 収 縮 管 と は 異 な り 、 従 来 型 吹 き 込 み 成 形 法 で は
、 中 空 管 ま た は 成 形 中 空 予 備 成 形 物 を 加 熱 し て 注 入 ス テ ー シ ョ ン に 運 び 、 こ こ で 、 典 型 的
に は 低 圧 空 気 を 用 い て ロ ッ ド ま た は 予 備 成 形 物 を 最 初 に イ ン フ レ ー ト さ せ る 。 次 に 、 高 圧
ガ ス の バ ー ス ト を 用 い て 拡 張 状 態 の 高 温 管 ま た は 予 備 成 形 物 を モ ー ル ド の 壁 に 接 触 さ せ て
吹 き 込 み 成 形 材 料 を 正 味 の 形 状 に 冷 却 す る 。 薄 い 壁 を 作 る こ と が で き る が 、 予 備 成 形 物 吹
き 込 み 成 形 法 に よ り 得 ら れ る 薄 い 壁 は 、 ４ ミ ル 未 満 の 血 管 形 成 術 用 バ ル ー ン よ り も 非 常 に
厚 い 。 こ の 方 法 は 、 ソ ー ダ 瓶 、 剛 性 管 お よ び 拡 張 ブ ラ ダ を 備 え た 使 い 捨 て ピ ペ ッ ト お よ び
容 器 の よ う な 多 く の 現 行 の 製 品 を 形 成 す る 。 ブ ラ ダ ８ ０ ０ の 形 成 に 関 し 、 先 ず 最 初 に 予 備
成 形 物 を 拡 張 可 能 ブ ラ ダ 領 域 の と こ ろ に 適 当 な 材 料 厚 さ を も た せ て 射 出 成 形 し て 、 ブ ラ ダ
を 吹 き 込 み 成 形 法 で 拡 張 さ せ た と き に 所 望 の 肉 厚 が 得 ら れ る よ う に す る 。 ブ ラ ダ を い っ た
ん 正 味 の 形 状 に 吹 き 込 み 成 形 す る と 、 こ れ ら ブ ラ ダ を 流 体 で 満 た し て 密 封 す る の が よ い 。
適 当 な 吹 き 込 み 成 形 材 料 と し て は 、 ナ イ ロ ン 、 ポ リ エ ス テ ル （ Ｐ Ｅ Ｔ ） 、 ポ リ エ チ レ ン 、
ポ リ プ ロ ピ レ ン 、 高 密 度 ポ リ エ チ レ ン （ Ｈ Ｄ Ｐ Ｅ ） お よ び 多 く の 公 知 の 吹 き 込 み 成 形 材 料
の う ち の ど れ か １ つ が 挙 げ ら れ る 。
【 ０ ０ ６ １ 】
　 剛 性 お よ び エ ラ ス ト マ ー ブ ラ ダ に 加 え て 、 ブ ラ ダ の 構 造 は 、 弾 力 が あ っ て も よ く 、 た る
ん だ 状 態 で あ っ て も よ い 。 即 ち 、 近 位 ブ ラ ダ の う ち の 少 な く と も １ つ ま た は 遠 位 ブ ラ ダ の
う ち 少 な く と も １ つ は 、 圧 縮 し て 放 し た 後 は 元 の 形 状 に 戻 る 傾 向 が あ る ば ね 材 料 で 作 ら れ
た も の で あ る の が よ い 。 変 形 例 と し て 、 近 位 ブ ラ ダ の う ち 少 な く と も １ つ ま た は 遠 位 ブ ラ
ダ の う ち 少 な く と も １ つ は 、 小 さ な ば ね 定 数 の 全 体 と し て た る ん だ 材 料 、 ま た は 拡 張 し て
元 の あ ら か じ め 変 形 し た 形 状 に は 戻 ろ う と し な い 柔 軟 な 非 剛 性 材 料 で 作 ら れ た も の で あ っ
て も よ い 。 た る ん だ ブ ラ ダ ま た は 弾 力 の あ る ブ ラ ダ 、 例 え ば ブ ラ ダ ８ ０ ０ は 、 ブ ラ ダ ８ ０
０ の 壁 を 外 方 に 押 し や る 内 部 圧 縮 ば ね ８ ０ ８ を 有 す る の が よ い 。 内 部 圧 縮 ば ね ８ ０ ８ は 、
金 属 ば ね 、 プ ラ ス チ ッ ク ば ね 、 フ ォ ー ム 、 押 し 潰 し 可 能 な エ ラ ス ト マ ー 等 を 含 む 種 々 の 材
料 で 作 ら れ た も の で あ る の が よ い 。 全 体 が た る ん だ ブ ラ ダ と 部 分 的 に 充 填 さ れ た ば ね ブ ラ
ダ （ 通 路 上 ） の 密 封 組 立 て の 結 果 と し て 、 ば ね ブ ラ ダ が 拡 張 し て 流 体 を た る ん だ ブ ラ ダ か
ら 吸 い 込 む 。 １ 対 の 部 分 圧 縮 ば ね ブ ラ ダ （ ば ね 定 数 が 等 し い 壁 を 有 し 且 つ 同 一 寸 法 の も の
） の 組 立 て の 結 果 と し て 、 両 方 の ば ね ブ ラ ダ は 、 部 分 圧 縮 状 態 に な る 。 部 分 充 填 ば ね ブ ラ
ダ の う ち 一 方 の 圧 縮 の 結 果 と し て 、 非 圧 縮 状 態 の ば ね ブ ラ ダ が 完 全 に 拡 張 し 、 圧 縮 状 態 の
ば ね ブ ラ ダ が 収 縮 す る 。 圧 縮 状 態 の ば ね ブ ラ ダ の 開 放 に よ り 、 圧 縮 状 態 の ば ね ブ ラ ダ が 拡
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張 し て 流 体 を 圧 縮 状 態 の ば ね ブ ラ ダ 中 へ 吸 い 戻 す こ と が で き る 。 こ の プ ロ セ ス は 、 ば ね 定
数 制 御 方 式 で あ り 、 両 方 の ブ ラ ダ が 同 一 の ば ね 定 数 を 有 し て い る 場 合 、 流 体 は 、 両 方 の ば
ね ブ ラ ダ が 等 し く 充 填 さ れ る ま で 開 放 さ れ た 圧 縮 状 態 の ば ね ブ ラ ダ 内 に 吸 い 戻 さ れ る 。 所
望 な ら ば 、 ば ね ブ ラ ダ に つ い て 不 釣 合 い な ば ね 定 数 を 用 い る と 、 流 体 を 所 望 に 応 じ て ブ ラ
ダ の う ち の 一 方 の 中 に 引 き 込 ん で 蓄 え る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ６ ２ 】
　 近 位 リ ザ ー バ ブ ラ ダ ８ ０ ６ お よ び 遠 位 作 動 ブ ラ ダ ８ ０ ２ が 丸 み を 帯 び た 矩 形 の 形 状 で 示
さ れ て い る が 、 ブ ラ ダ の 実 際 の 断 面 形 状 を 任 意 の 形 状 に 変 更 す る こ と が で き る 。 例 え ば 、
遠 位 お よ び （ ま た は ） 近 位 ブ ラ ダ ８ ０ ２ ， ８ ０ ６ を ひ だ 付 き ベ ロ ー と し て 構 成 す る と 有 利
な 場 合 が あ る 。 例 え ば 、 図 ３ １ に 示 す よ う な 外 科 用 器 械 ８ １ ２ の 管 状 シ ャ フ ト ８ １ ０ は 、
フ レ ー ム ８ １ ６ か ら 間 隔 を 置 い て 位 置 す る ス ペ ー サ ８ １ ４ を 有 す る 。 発 火 バ ー ８ １ ８ が 、
フ レ ー ム ８ １ ６ の 底 面 に 設 け ら れ た 発 火 バ ー ス ロ ッ ト ８ ２ ０ 内 を 長 手 方 向 に 並 進 す る 。 左
側 作 動 ブ ラ ダ ８ ０ ２ お よ び 右 側 作 動 ブ ラ ダ ８ ２ ４ は 両 方 共 、 矩 形 の ひ だ 付 き 設 計 の も の で
あ る 。 右 側 作 動 ブ ラ ダ ８ ２ ４ は 、 圧 縮 状 態 で 示 さ れ 、 左 側 作 動 ブ ラ ダ ８ ０ ２ は 、 管 状 シ ャ
フ ト ８ １ ０ と ス ラ イ ド バ ー ８ ３ ０ と の 間 に 画 定 さ れ た そ れ ぞ れ の 左 側 ま た は 右 側 側 方 キ ャ
ビ テ ィ ８ ２ ６ ， ８ ２ ８ 内 で 拡 張 状 態 で 示 さ れ て い る 。 ひ だ 付 き 右 側 作 動 ベ ロ ー ８ ２ ４ は 、
容 易 に 潰 れ て 図 示 の よ う に 右 側 側 方 キ ャ ビ テ ィ ８ ２ ６ の 制 限 領 域 内 に 入 り 込 む 。 こ れ と 同
様 に 、 ひ だ 付 き 左 側 作 動 ベ ロ ー ８ ０ ２ は 容 易 に 拡 張 し て 、 左 側 側 方 キ ャ ビ テ ィ ８ ２ ８ の 領
域 を 満 た す 。 図 示 さ れ て い な い が 、 ひ だ 付 き ブ ラ ダ は 、 図 １ ６ ～ 図 １ ９ の 近 位 リ ザ ー バ ブ
ラ ダ ２ ６ ０ ， ２ ６ ６ に も 使 用 で き る 。 作 動 ブ ラ ダ お よ び 遠 位 ブ ラ ダ を 他 の 断 面 形 状 、 例 え
ば 丸 形 、 正 方 形 、 三 角 形 、 六 角 形 、 八 角 形 ま た は 機 構 の 要 望 に 合 う 任 意 他 の 形 状 に 容 易 に
形 成 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ６ ３ 】
流 体 移 送 関 節 運 動
　 上 述 の 側 方 流 体 機 構 は 、 関 節 運 動 を 生 じ さ せ る の に ブ ラ ダ お よ び 側 方 運 動 を 用 い て い る
が 、 次 に 、 他 の 流 体 移 送 機 構 に つ い て 説 明 す る 。 こ れ ら 流 体 移 送 機 構 は 、 流 体 を 或 る １ つ
の 場 所 か ら 別 の 場 所 に 移 送 し て 関 節 運 動 を 行 わ せ る 本 発 明 の 多 く の 変 形 例 と し て の 機 構 を
示 し て い る 。
【 ０ ０ ６ ４ 】
　 図 ３ ２ で は 、 外 科 用 器 械 ９ ０ ０ は 、 流 体 ２ ４ ２ を 、 エ ン ド エ フ ェ ク タ ９ ０ ６ に 設 け ら れ
て い て 、 Ｔ － バ ー ９ １ ０ に 設 け ら れ た ラ ッ ク ９ ０ ８ に 係 合 す る 近 位 側 に 差 し 向 け ら れ た 状
態 の 歯 車 セ グ メ ン ト ９ ０ ４ と の 間 に 収 容 す る 関 節 運 動 機 構 ９ ０ ２ を 有 し 、 こ の Ｔ － バ ー ９
１ ０ は 、 左 側 遠 位 ブ ラ ダ ９ １ ４ お よ び 右 側 遠 位 ブ ラ ダ ９ １ ６ の 拡 張 と 圧 縮 の 差 に 応 答 し て
細 長 い シ ャ フ ト ９ １ ２ 内 で 側 方 に 並 進 す る 。 か か る 圧 縮 お よ び 拡 張 は 、 左 側 制 御 ピ ス ト ン
９ １ ８ お よ び 右 側 制 御 ピ ス ト ン ９ ２ ０ に よ り 遠 隔 制 御 さ れ 、 こ れ ら 制 御 ピ ス ト ン は 、 図 示
の 形 態 で は 、 そ れ ぞ れ の 左 側 シ リ ン ダ ９ ２ ２ お よ び 右 側 シ リ ン ダ ９ ２ ４ 内 で 側 方 運 動 可 能
に 差 し 向 け ら れ て い る 。 そ れ ぞ れ の 左 側 お よ び 右 側 動 的 シ ー ル ９ ２ ６ ， ９ ２ ８ は 、 制 御 ピ
ス ト ン ９ １ ８ ， ９ ２ ０ と こ れ ら の そ れ ぞ れ の シ リ ン ダ ９ ２ ２ ， ９ ２ ４ と の 間 に 可 動 流 体 密
シ ー ル を 構 成 す る 。
【 ０ ０ ６ ５ 】
　 こ の よ う に 形 成 さ れ た 流 体 移 送 関 節 運 動 シ ス テ ム ９ ３ ０ は 、 関 節 運 動 機 構 ９ ０ ２ を 右 側
ま た は 左 側 に 選 択 的 に 移 動 さ せ る 。 図 ３ ３ で は 、 右 側 制 御 ピ ス ト ン ９ ２ ０ は 、 右 側 遠 位 ブ
ラ ダ ９ １ ６ を 拡 張 さ せ る よ う 作 動 さ れ て お り 、 そ れ に よ り 左 側 遠 位 ブ ラ ダ ９ １ ４ は 、 左 側
制 御 ピ ス ト ン ９ １ ８ を 圧 縮 し て こ れ を 伸 長 さ せ る 。 こ れ に 対 応 し た Ｔ － バ ー ９ １ ０ の 左 向
き 運 動 に よ り 、 ラ ッ ク ９ ０ ８ は 、 歯 車 セ グ メ ン ト ９ ０ ４ を 時 計 回 り に 回 転 さ せ 、 エ ン ド エ
フ ェ ク タ ９ ０ ６ を 右 側 に 旋 回 さ せ る 。 こ れ と 同 様 に 理 解 さ れ る べ き こ と と し て 、 左 側 制 御
ピ ス ト ン ９ １ ８ を 引 っ 張 る こ と が で き 、 そ れ に よ り 流 体 が 左 側 遠 位 ブ ラ ダ ９ １ ４ か ら 吸 い
込 ま れ 、 ま た は 、 両 方 の 制 御 ピ ス ト ン ９ １ ８ ， ９ ２ ０ が 機 械 的 に 結 合 さ れ て 一 緒 に 差 動 的
に 動 く 。 　
【 ０ ０ ６ ６ 】
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　 図 ３ ４ で は 、 外 科 用 器 械 １ ０ ０ ０ は 、 エ ン ド エ フ ェ ク タ １ ０ ０ ６ の 近 位 側 に 差 し 向 け ら
れ た 歯 車 セ グ メ ン ト １ ０ ０ ４ を 含 む 関 節 運 動 機 構 １ ０ ０ ２ を 有 し 、 こ の 歯 車 セ グ メ ン ト は
、 Ｔ － バ ー １ ０ １ ０ の ラ ッ ク １ ０ ０ ８ に 係 合 し 、 こ の Ｔ － バ ー は 、 流 体 移 送 関 節 運 動 シ ス
テ ム １ ０ １ ４ に 応 答 し て 細 長 い シ ャ フ ト １ ０ １ ２ 内 で 側 方 に 並 進 す る 。 よ り 詳 し く は 、 左
側 お よ び 右 側 連 続 ブ ラ ダ １ ０ ２ ０ ， １ ０ ２ ２ の そ れ ぞ れ の 左 側 お よ び 右 側 遠 位 側 方 作 動 部
分 １ ０ １ ６ ， １ ０ １ ８ は 、 細 長 い シ ャ フ ト １ ０ １ ２ の ク ロ ー ジ ャ ス リ ー ブ １ ０ ２ ４ 内 で Ｔ
－ バ ー １ ０ １ ０ の そ れ ぞ れ の 側 部 に 設 け ら れ て い る 。 左 側 お よ び 右 側 近 位 ブ ラ ダ 部 分 １ ０
２ ６ ， １ ０ ２ ８ は 、 側 方 制 御 機 構 １ ０ ３ ０ の 一 部 で あ る 。 側 方 に 運 動 す る 制 御 バ ー １ ０ ３
２ が 、 左 側 お よ び 右 側 ピ ン チ ロ ー ラ １ ０ ３ ４ ， １ ０ ３ ６ を 移 動 さ せ 、 こ れ ら ピ ン チ ロ ー ラ
は 、 左 側 お よ び 右 側 近 位 ブ ラ ダ 部 分 １ ０ ２ ６ ， １ ０ ２ ８ を そ れ ぞ れ 押 し 潰 し て こ れ ら を 左
側 お よ び 右 側 ピ ン チ 面 １ ０ ３ ８ ， １ ０ ４ ０ に 押 し 付 け 、 か か る ピ ン チ 面 は 、 硬 い 表 面 で あ
っ て も よ く 、 或 い は 、 ロ ー ラ と の 接 触 に よ り 撓 む 弾 性 面 で あ っ て も よ い 。
【 ０ ０ ６ ７ 】
　 図 ３ ５ に 示 す 側 方 に 運 動 す る 制 御 バ ー １ ０ ３ ２ の 左 向 き の 側 方 運 動 に よ り 、 流 体 が 右 側
近 位 ブ ラ ダ 部 分 １ ０ ２ ８ か ら 絞 り 出 さ れ て 右 側 遠 位 側 方 作 動 部 分 １ ０ １ ８ 内 に 入 る 。 こ の
側 方 作 動 部 分 の 拡 張 に よ り 、 Ｔ － バ ー １ ０ １ ０ の 左 向 き 側 方 運 動 が 生 じ 、 か く し て 、 エ ン
ド エ フ ェ ク タ １ ０ ０ ６ の 右 向 き 関 節 運 動 が 生 じ る 。 こ の 運 動 と 協 働 し て 、 左 側 ピ ン チ ロ ー
ラ １ ０ ３ ４ を 左 向 き に 運 動 さ せ て 左 側 近 位 ブ ラ ダ 部 分 １ ０ ２ ６ に 押 し 付 け る こ と に よ り 、
流 体 が 左 側 連 続 ブ ラ ダ １ ０ ２ ０ の 圧 縮 中 の 左 側 遠 位 側 方 作 動 部 分 １ ０ １ ６ か ら 流 入 す る 空
間 が 生 じ る 。 １ つ 以 上 の ば ね １ ０ ４ ２ が 、 側 方 運 動 制 御 バ ー １ ０ ３ ２ お よ び か く し て ピ ン
チ ロ ー ラ １ ０ ３ ４ ， １ ０ ３ ６ を こ れ ら の そ れ ぞ れ の ピ ン チ 面 １ ０ ３ ８ ， １ ０ ４ ０ に 向 か っ
て 押 圧 す る 。
【 ０ ０ ６ ８ 】
　 図 ２ ６ お よ び 図 ２ ７ で は 、 外 科 用 器 械 １ １ ０ ０ は 、 エ ン ド エ フ ェ ク タ １ １ ０ ６ の 近 位 側
に 差 し 向 け ら れ た 歯 車 セ グ メ ン ト １ １ ０ ４ を 含 む 関 節 運 動 機 構 １ １ ０ ２ を 有 し 、 か か る 歯
車 セ グ メ ン ト は 、 Ｔ － バ ー １ １ １ ０ の ラ ッ ク １ １ ０ ８ に 係 合 し 、 こ の Ｔ － バ ー は 、 流 体 移
送 関 節 運 動 シ ス テ ム １ １ １ ４ に 応 答 し て 細 長 い シ ャ フ ト １ １ １ ２ 内 で 側 方 に 並 進 す る 。 特
に 、 Ｕ 字 形 ブ ラ ダ １ １ ２ ０ の 左 側 遠 位 側 方 作 動 部 分 １ １ １ ６ お よ び 右 側 遠 位 側 方 作 動 部 分
１ １ １ ８ が 、 ピ ン チ 面 １ １ ２ ４ （ 例 え ば 、 ピ ン チ ロ ー ラ に 対 向 し た 平 ら な 表 面 ） に 作 用 す
る 中 間 ピ ン チ ロ ー ラ １ １ ２ ２ の 間 に 画 定 さ れ 、 そ れ に よ り Ｕ 字 形 ブ ラ ダ １ １ ２ ０ を ２ つ の
部 分 に 効 果 的 に 分 離 し て い る 。 流 体 を 左 側 お よ び 右 側 遠 位 側 方 作 動 部 分 １ １ １ ６ ， １ １ １
８ の う ち の 選 択 さ れ た 一 方 か ら 差 動 的 に 押 し 出 す こ と に よ り 、 圧 縮 力 が 流 体 を 他 方 の 作 動
部 分 内 に 移 送 さ せ る こ と が で き る 。 図 ３ ８ お よ び 図 ３ ９ で は 、 ピ ン チ ロ ー ラ １ １ ２ ２ は 、
右 側 に 移 動 し て お り 、 右 側 遠 位 側 方 作 動 部 分 １ １ １ ８ を 拡 張 さ せ て Ｔ － バ ー １ １ １ ０ の 左
向 き 運 動 を 生 じ さ せ 、 か く し て エ ン ド エ フ ェ ク タ １ １ ０ ６ の 右 向 き 関 節 運 動 を 生 じ さ せ て
い る 。
【 ０ ０ ６ ９ 】
　 理 解 さ れ る べ き こ と と し て 、 Ｕ 字 形 ブ ラ ダ １ １ ２ ０ は 、 中 間 ピ ン チ ロ ー ラ １ １ ２ ２ が 横
断 し た ブ ラ ダ 中 間 部 分 １ １ ２ ６ を 有 す る も の と し て 示 さ れ て お り 、 こ の ブ ラ ダ 中 間 部 分 は
、 左 側 お よ び 右 側 連 絡 ブ ラ ダ 部 分 １ １ ２ ８ ， １ １ ３ ０ を 介 し て そ れ ぞ れ 左 側 お よ び 右 側 遠
位 側 方 作 動 部 分 １ １ １ ６ ， １ １ １ ８ に 通 じ て お り 、 こ れ ら 左 側 お よ び 右 側 遠 位 側 方 作 動 部
分 は 、 剛 性 導 管 か ら 成 っ て い て も よ く ま た は 細 長 い シ ャ フ ト １ １ １ ２ の 他 の 構 造 部 分 中 に
形 成 さ れ た 流 体 通 路 か ら 成 っ て い て も よ い 。
【 ０ ０ ７ ０ 】
　 図 ４ ０ で は 、 外 科 用 器 械 １ ２ ０ ０ は 、 エ ン ド エ フ ェ ク タ １ ２ ０ ６ の 近 位 側 に 差 し 向 け ら
れ た 歯 車 セ グ メ ン ト １ ２ ０ ４ を 含 む 関 節 運 動 機 構 １ ２ ０ ２ を 有 し 、 か か る 歯 車 セ グ メ ン ト
は 、 Ｔ － バ ー １ ２ １ ０ の ラ ッ ク １ ２ ０ ８ に 係 合 し 、 こ の Ｔ － バ ー は 、 流 体 移 送 関 節 運 動 シ
ス テ ム １ ２ １ ４ に 応 答 し て 細 長 い シ ャ フ ト １ ２ １ ２ 内 で 側 方 に 並 進 す る 。 特 に 、 左 側 お よ
び 右 側 連 続 ブ ラ ダ １ ２ ２ ０ ， １ ２ ２ ２ の そ れ ぞ れ の 左 側 お よ び 右 側 遠 位 側 方 作 動 部 分 １ ２
１ ６ ， １ ２ １ ８ が 、 細 長 い シ ャ フ ト １ ２ １ ２ の ク ロ ー ジ ャ ス リ ー ブ １ ２ ２ ４ 内 で Ｔ － バ ー
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１ ２ １ ０ の そ れ ぞ れ の 側 部 に 設 け ら れ て い る 。 左 側 お よ び 右 側 近 位 ブ ラ ダ 部 分 １ ２ ２ ６ ，
１ ２ ２ ８ は 、 側 方 制 御 機 構 １ ２ ３ ０ の 一 部 で あ る 。 特 に 、 左 側 お よ び 右 側 ベ ロ ー 圧 縮 部 材
１ ２ ３ ２ ， １ ２ ３ ４ は 、 左 側 お よ び 右 側 近 位 ブ ラ ダ 部 分 １ ２ ２ ６ ， １ ２ ２ ８ を 圧 縮 し 、 そ
れ ぞ れ 流 体 を 左 側 お よ び 右 側 遠 位 側 方 作 動 部 分 １ ２ １ ６ ， １ ２ １ ８ 内 に 送 り 込 む 。 図 ４ １
で は 、 右 側 ベ ロ ー 圧 縮 部 材 １ ２ ３ ４ が 内 方 に 作 動 さ れ 、 右 側 近 位 ブ ラ ダ 部 分 １ ２ ２ ８ を 圧
縮 し 、 そ れ に よ り 右 側 遠 位 側 方 作 動 部 分 １ ２ １ ８ を 拡 張 さ せ て い る 。 そ れ に よ り 、 Ｔ － バ
ー １ ２ １ ０ は 、 左 側 に 側 方 に 動 か さ れ 、 エ ン ド エ フ ェ ク タ １ ２ ０ ６ を 右 側 に 関 節 運 動 さ せ
て い る 。 加 う る に 、 左 側 遠 位 側 方 作 動 部 分 １ ２ １ ６ が 圧 縮 さ れ 、 左 側 近 位 ブ ラ ダ 部 分 １ ２
２ ６ を 拡 張 す る と 共 に 左 側 ベ ロ ー 圧 縮 部 材 １ ２ ３ ２ を 外 方 に 移 動 さ せ て い る 。 左 側 へ の 関
節 運 動 で は 、 逆 の 操 作 が 必 要 で あ る 。
【 ０ ０ ７ １ 】
　 図 ４ ２ で は 、 外 科 用 器 械 １ ３ ０ ０ は 、 エ ン ド エ フ ェ ク タ １ ３ ０ ６ の 近 位 側 に 差 し 向 け ら
れ た 歯 車 セ グ メ ン ト １ ３ ０ ４ を 含 む 関 節 運 動 機 構 １ ３ ０ ２ を 有 し 、 か か る 歯 車 セ グ メ ン ト
は 、 Ｔ － バ ー １ ３ １ ０ の ラ ッ ク １ ３ ０ ８ に 係 合 し 、 こ の Ｔ － バ ー は 、 流 体 移 送 関 節 運 動 シ
ス テ ム １ ３ １ ４ に 応 答 し て 細 長 い シ ャ フ ト １ ３ １ ２ 内 で 側 方 に 並 進 す る 。 特 に 、 Ｔ － バ ー
１ ３ １ ０ の 近 位 部 分 は 、 側 方 ス プ ー ル ボ ア １ ３ １ ８ 内 に 形 成 さ れ た ス プ ー ル 弁 （ 「 遠 位 ピ
ス ト ン 」 ） １ ３ １ ６ で あ り 、 こ の 側 方 ス プ ー ル ボ ア は 、 細 長 い シ ャ フ ト １ ３ １ ２ 内 に 形 成
さ れ た 左 側 流 体 通 路 １ ３ ２ ０ と 右 側 流 体 通 路 １ ３ ２ ２ と の 間 に 延 び て こ れ ら を 連 通 さ せ 、
か か る 流 体 通 路 は 、 左 側 お よ び 右 側 近 位 ボ ア １ ３ ２ ４ ， １ ３ ２ ６ に 通 じ て い る 。 左 側 お よ
び 右 側 近 位 ピ ス ト ン １ ３ ２ ８ ， １ ３ ３ ０ は 、 そ れ ぞ れ の 左 側 お よ び 右 側 近 位 ボ ア １ ３ ２ ４
， １ ３ ２ ６ 内 で 摺 動 す る 。 流 体 の 損 失 を 阻 止 す る た め 、 近 位 シ ー ル １ ３ ３ ２ ， １ ３ ３ ４ が
、 そ れ ぞ れ 、 近 位 ピ ス ト ン １ ３ ２ ８ ， １ ３ ３ ０ の 各 々 に 設 け ら れ 、 左 側 お よ び 右 側 遠 位 シ
ー ル １ ３ ３ ６ ， １ ３ ３ ８ が 、 そ れ ぞ れ 、 ス プ ー ル 弁 １ ３ １ ６ の 左 側 お よ び 右 側 端 部 に 設 け
ら れ て い る 。 図 ４ ３ に 示 す よ う に 、 右 側 近 位 ピ ス ト ン １ ３ ３ ０ の 側 方 運 動 （ 左 側 へ の 運 動
） に よ り 、 遠 位 ピ ス ト ン １ ３ １ ６ と 左 側 近 位 ピ ス ト ン １ ３ ２ ８ の 両 方 の 側 方 運 動 （ 左 側 へ
の 運 動 ） が 生 じ 、 エ ン ド エ フ ェ ク タ １ ３ ０ ６ が 右 側 に 関 節 運 動 す る 。
【 ０ ０ ７ ２ 】
　 図 ４ ４ で は 、 外 科 用 器 械 １ ４ ０ ０ は 、 エ ン ド エ フ ェ ク タ １ ４ ０ ６ と 細 長 い シ ャ フ ト １ ４
０ ８ と の 旋 回 連 結 部 １ ４ ０ ４ を 含 む 関 節 運 動 機 構 １ ４ ０ ２ を 有 し 、 こ の 細 長 い シ ャ フ ト １
４ ０ ８ は 、 流 体 移 送 関 節 運 動 シ ス テ ム １ ４ １ ０ に よ っ て 制 御 さ れ る 。 特 に 、 左 側 お よ び 右
側 流 体 ボ ア １ ４ １ ２ ， １ ４ １ ４ は 、 細 長 い シ ャ フ ト １ ４ ０ ８ の 近 位 端 部 １ ４ １ ６ と 遠 位 端
部 １ ４ １ ８ を 流 体 連 通 さ せ て い る 。 左 側 流 体 ボ ア １ ４ １ ２ は 、 そ れ ぞ れ 、 左 側 近 位 シ リ ン
ダ １ ４ ２ ０ お よ び 左 側 遠 位 シ リ ン ダ １ ４ ２ ２ で 終 端 し て い る 。 右 側 流 体 ボ ア １ ４ １ ４ は 、
そ れ ぞ れ 、 右 側 近 位 シ リ ン ダ １ ４ ２ ４ お よ び 右 側 遠 位 シ リ ン ダ １ ４ ２ ６ で 終 端 し て い る 。
理 解 さ れ る べ き こ と と し て 、 流 体 ボ ア １ ４ １ ２ ， １ ４ １ ４ は 、 一 体 の 円 筒 形 管 ま た は 他 の
組 立 て 状 態 の 流 体 部 品 か ら 成 っ て い る の が よ い 。 左 側 遠 位 ピ ス ト ン シ ー ル １ ４ ３ ０ に よ り
密 封 さ れ た 左 側 遠 位 ピ ス ト ン １ ４ ２ ８ は 、 長 手 方 向 に 並 進 し て 左 側 遠 位 シ リ ン ダ １ ４ ２ ２
か ら 遠 位 側 に 出 て 旋 回 連 結 部 １ ４ ０ ４ の 左 側 で エ ン ド エ フ ェ ク タ １ ４ ０ ６ に 当 接 す る 。 右
側 遠 位 ピ ス ト ン シ ー ル １ ４ ３ ４ に よ っ て 密 封 さ れ た 右 側 遠 位 ピ ス ト ン １ ４ ３ ２ は 、 長 手 方
向 に 並 進 し て 右 側 遠 位 シ リ ン ダ １ ４ ２ ４ か ら 遠 位 側 に 出 て 旋 回 連 結 部 １ ４ ０ ４ の 右 側 で エ
ン ド エ フ ェ ク タ １ ４ ０ ６ に 当 接 す る 。 左 側 遠 位 ピ ス ト ン シ ー ル １ ４ ３ ８ に よ っ て 密 封 さ れ
た 左 側 遠 位 ピ ス ト ン １ ４ ３ ６ は 、 長 手 方 向 に 並 進 し て 左 側 近 位 シ リ ン ダ １ ４ ２ ０ か ら 近 位
側 に 出 て 、 回 転 関 節 運 動 制 御 ア ク チ ュ エ ー タ １ ４ ４ ２ へ の 左 側 取 付 け 部 １ ４ ４ ０ に 結 合 さ
れ て い る 。 右 側 近 位 ピ ス ト ン シ ー ル １ ４ ４ ６ に よ り 密 封 さ れ た 右 側 近 位 ピ ス ト ン １ ４ ４ ４
は 、 長 手 方 向 に 並 進 し て 右 側 近 位 シ リ ン ダ １ ４ ２ ２ か ら 近 位 側 に 出 て 、 回 転 関 節 運 動 制 御
ア ク チ ュ エ ー タ １ ４ ４ ２ へ の 右 側 取 付 け 部 １ ４ ４ ８ に 結 合 さ れ て い る 。 左 側 流 体 ボ ア １ ４
１ ２ 内 に 取 り 込 ま れ た 左 側 流 体 １ ４ ５ ０ は 、 左 側 近 位 ピ ス ト ン １ ４ ３ ６ の 運 動 を 左 側 遠 位
ピ ス ト ン １ ４ ２ ２ に 流 体 の 作 用 で 伝 達 す る 。 右 側 流 体 ボ ア １ ４ １ ４ 内 に 取 り 込 ま れ た 右 側
流 体 １ ４ ５ ２ は 、 右 側 近 位 ピ ス ト ン １ ４ ４ ４ の 運 動 を 右 側 遠 位 ピ ス ト ン １ ４ ３ ２ に 流 体 の
作 用 で 伝 達 す る 。 か く し て 、 例 え ば 図 ４ ５ の よ う に 、 上 か ら 見 て 回 転 関 節 運 動 制 御 ア ク チ
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ュ エ ー タ １ ４ ４ ２ の 反 時 計 回 り の 回 転 に よ り 、 右 側 近 位 ピ ス ト ン １ ４ ４ ４ 、 右 側 流 体 １ ４
５ ２ お よ び か く し て 右 側 遠 位 ピ ス ト ン １ ４ ３ ２ が 遠 位 側 に 送 り 進 め ら れ 、 他 方 、 左 側 近 位
ピ ス ト ン １ ４ ３ ６ 、 左 側 流 体 １ ４ ５ ０ お よ び か く し て 左 側 遠 位 ピ ス ト ン １ ４ ２ ２ が 近 位 側
に 引 っ 込 め ら れ る 。 エ ン ド エ フ ェ ク タ １ ４ ０ ６ に 対 す る 遠 位 ピ ス ト ン １ ４ ２ ２ ， １ ４ ３ ２
の 差 動 的 当 接 に よ り 、 左 向 き の 関 節 運 動 が 生 じ る 。 回 転 関 節 運 動 制 御 ア ク チ ュ エ ー タ １ ４
４ ２ の 回 転 を 逆 に す る と 、 そ の 結 果 、 右 向 き の 関 節 運 動 が 得 ら れ る 。
【 ０ ０ ７ ３ 】
　 図 ４ ６ で は 、 外 科 用 器 械 １ ５ ０ ０ は 、 エ ン ド エ フ ェ ク タ １ ５ ０ ６ の 近 位 側 に 差 し 向 け ら
れ た 歯 車 セ グ メ ン ト １ ５ ０ ４ を 含 む 関 節 運 動 機 構 １ ５ ０ ２ を 有 し 、 か か る 歯 車 セ グ メ ン ト
は 、 Ｔ － バ ー １ ５ １ ０ の ラ ッ ク １ ５ ０ ８ に 係 合 し 、 か か る Ｔ － バ ー は 、 流 体 移 送 関 節 運 動
シ ス テ ム １ ５ １ ４ に 応 答 し て 細 長 い シ ャ フ ト １ ５ １ ２ 内 で 側 方 に 並 進 す る 。 特 に 、 左 側 遠
位 側 方 作 動 部 分 １ ５ １ ６ お よ び 右 側 遠 位 側 方 作 動 部 分 １ ５ １ ８ は 、 音 叉 の 形 を し た ブ ラ ダ
１ ５ ２ ０ の 一 部 で あ る 。 回 転 ポ ン プ １ ５ ２ ２ が 、 音 叉 の 形 を し た ブ ラ ダ １ ５ ２ ０ の 円 形 中
間 部 分 １ ５ ２ ２ に 作 用 し 、 ブ ラ ダ １ ５ ２ ０ を ２ つ の 差 動 的 に 調 節 可 能 な 部 分 に 効 果 的 に 分
離 し 、 流 体 を 左 側 お よ び 右 側 遠 位 側 方 作 動 部 分 １ ５ １ ６ ， １ ５ １ ８ の う ち の 選 択 さ れ た 一
方 に 送 り 込 み 、 他 方 、 圧 縮 力 を 他 方 の 遠 位 側 方 作 動 部 分 に 伝 達 し て 流 体 を こ の 他 方 の 遠 位
側 方 作 動 部 分 か ら 送 り 出 す こ と が で き る 。 図 ４ ７ で は 、 回 転 ポ ン プ １ ５ ２ ２ は 、 上 か ら 見
て 反 時 計 回 り に 回 転 し て お り 、 そ れ に よ り 右 側 遠 位 側 方 作 動 部 分 １ ５ １ ８ を 拡 張 さ せ て Ｔ
－ バ ー １ ５ １ ０ の 左 向 き 運 動 を 生 じ さ せ 、 か く し て エ ン ド エ フ ェ ク タ １ ５ ０ ６ の 右 向 き の
関 節 運 動 を 生 じ さ せ て い る 。
【 ０ ０ ７ ４ 】
　 図 ４ ８ で は 、 外 科 用 器 械 １ ６ ０ ０ は 、 近 位 シ リ ン ダ キ ャ ビ テ ィ １ ６ ０ ４ を 含 む 流 体 移 送
関 節 運 動 シ ス テ ム １ ６ ０ ２ を 有 し 、 こ の 近 位 円 筒 形 キ ャ ビ テ ィ は 、 回 転 制 御 ア ク チ ュ エ ー
タ １ ６ ０ ６ に よ り 側 方 に ２ 等 分 さ れ 且 つ 静 止 密 封 バ リ ヤ １ ６ ０ ８ に よ り 長 手 方 向 に ２ 等 分
さ れ 、 そ れ に よ り 、 左 側 お よ び 右 側 近 位 リ ザ ー バ １ ６ １ ０ ， １ ６ １ ２ が 形 成 さ れ 、 こ れ ら
近 位 リ ザ ー バ は 、 こ の よ う に 構 成 さ れ た ４ つ の う ち の ２ つ の 遠 位 コ ン パ ー ト メ ン ト で あ る
。 小 さ な 遠 位 円 筒 形 キ ャ ビ テ ィ １ ６ １ ４ は ま た 、 ４ つ の 四 分 円 の 状 態 に 、 側 方 フ ォ ロ ア ア
ク チ ュ エ ー タ １ ６ １ ６ に よ り 同 様 に ２ 等 分 さ れ 且 つ 静 止 密 封 バ リ ヤ １ ６ １ ８ に よ り 長 手 方
向 に ２ 等 分 さ れ て お り 、 近 位 側 の ２ つ は 、 左 側 お よ び 右 側 遠 位 コ ン パ ー ト メ ン ト １ ６ ２ ０
， １ ６ ２ ２ で あ る 。 左 側 流 体 導 管 １ ６ ２ ４ が 、 左 側 近 位 リ ザ ー バ １ ６ １ ０ と 左 側 遠 位 コ ン
パ ー ト メ ン ト １ ６ ２ ０ を 連 通 さ せ 、 右 側 流 体 導 管 １ ６ ２ ６ が 、 右 側 近 位 リ ザ ー バ １ ６ １ ２
と 右 側 遠 位 コ ン パ ー ト メ ン ト １ ６ ２ ２ を 連 通 さ せ て い る 。 か く し て 、 図 ４ ９ に 示 す よ う に
、 回 転 制 御 ア ク チ ュ エ ー タ １ ６ ０ ６ の 反 時 計 回 り の 回 転 に よ り 、 右 側 近 位 リ ザ ー バ １ ６ １
２ の 寸 法 が 減 少 し 、 他 方 、 左 側 近 位 リ ザ ー バ １ ６ １ ０ が 拡 張 し 、 こ れ に 対 応 し た 反 応 が 、
右 側 お よ び 左 側 遠 位 コ ン パ ー ト メ ン ト １ ６ ２ ２ ， １ ６ ２ ０ の と こ ろ に 生 じ る 。 か く し て 、
側 方 フ ォ ロ ア ア ク チ ュ エ ー タ １ ６ １ ６ に 軸 を 中 心 に 回 転 可 能 に 結 合 さ れ た エ ン ド エ フ ェ ク
タ （ 図 示 せ ず ） は 、 こ れ に 応 答 し て 関 節 運 動 す る 。
【 ０ ０ ７ ５ 】
　 図 ５ ０ で は 、 外 科 用 器 械 １ ７ ０ ０ は 、 側 方 に 反 対 側 に 位 置 す る 左 側 ピ ス ト ン １ ７ ０ ４ と
右 側 ピ ス ト ン １ ７ ０ ６ を 含 む 側 方 運 動 制 御 機 構 １ ７ ０ ２ を 有 し 、 こ れ ら ピ ス ト ン は 、 一 緒
に 動 い て 回 転 流 体 流 れ が こ れ ら ピ ス ト ン 相 互 間 を 通 じ さ せ て い る 円 形 流 体 通 路 １ ７ ０ ８ 内
で 生 じ る よ う に す る 。 特 に 、 左 側 ピ ス ト ン シ ー ル １ ７ １ ０ お よ び 右 側 ピ ス ト ン シ ー ル １ ７
１ ２ を そ れ ぞ れ 備 え た 各 ピ ス ト ン １ ７ ０ ４ ， １ ７ ０ ６ は 、 そ れ ぞ れ 左 側 シ リ ン ダ ボ ア １ ７
１ ４ お よ び 右 側 シ リ ン ダ ボ ア １ ７ １ ６ 内 に 受 け 入 れ ら れ 、 こ れ ら シ リ ン ダ ボ ア は 、 円 形 流
体 通 路 １ ７ ０ ８ に よ り 互 い に 連 通 状 態 に あ り 、 こ の 円 形 流 体 通 路 の 一 部 は 、 長 手 方 向 流 体
通 路 （ 図 示 せ ず ） を 含 む の が よ い 。 湾 曲 回 転 部 材 １ ７ １ ８ は 、 こ の 流 体 流 れ の 差 に よ っ て
外 科 用 器 械 １ ７ ０ ０ の 細 長 い シ ャ フ ト １ ７ ２ ０ の 長 手 方 向 軸 線 回 り に 回 転 す る 。 図 ５ １ で
は 、 ピ ス ト ン １ ７ ０ ４ ， １ ７ ０ ６ の 右 向 き 側 方 運 動 に よ り 、 回 転 部 材 １ ７ １ ８ が ６ 時 の 位
置 か ら ８ 時 の 位 置 ま で 時 計 回 り に 動 く 。 理 解 さ れ る べ き こ と と し て 、 回 転 部 材 １ ７ １ ８ は
、 回 転 駆 動 機 構 （ 図 示 せ ず ） 、 例 え ば 、 ２ ０ ０ ３ 年 ７ 月 ９ 日 に ウ ェ ー ル ズ （ Wales） 等 名
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義 で 出 願 さ れ た 共 通 譲 受 人 の 同 時 継 続 米 国 特 許 出 願 第 １ ０ ／ ６ １ ５ ， ９ ７ ３ 号 明 細 書 （ 発
明 の 名 称 ： SURGICAL　 INSTRUMENT INCORPORATING AN ARTICULATION MECHANISM HAVING RO
TATION ABOUT THE LONGITUDINAL AXIS） に 記 載 さ れ た 歯 車 駆 動 装 置 に 差 動 的 に 結 合 さ れ て
お り 、 か か る 米 国 特 許 出 願 を 参 照 に よ り 、 そ の 記 載 内 容 全 体 を 本 明 細 書 の 一 部 を 形 成 す る
も の と し て こ こ に 組 み 込 む 。
【 ０ ０ ７ ６ 】
チ ラ ー 関 節 運 動
　 図 ５ ２ で は 、 外 科 用 器 械 ２ ４ ０ ０ は 、 エ ン ド エ フ ェ ク タ ２ ４ ０ ６ の 近 位 側 に 差 し 向 け ら
れ た チ ラ ー （ tiller） ２ ４ ０ ４ を 含 む チ ラ ー 関 節 運 動 機 構 ２ ４ ０ ２ を 有 し 、 か か る チ ラ ー
は 、 チ ラ ー ア ー ム ２ ４ １ ０ を 備 え た 垂 直 ピ ボ ッ ト ピ ン ２ ４ ０ ８ の と こ ろ で 細 長 い シ ャ フ ト
２ ４ １ ２ に 旋 回 自 在 に 係 合 し 、 こ の チ ラ ー ア ー ム は 、 流 体 移 送 関 節 運 動 シ ス テ ム ２ ４ １ ４
に 応 答 し て 細 長 い シ ャ フ ト ２ ４ １ ２ の 内 部 で 軸 を 中 心 に 回 転 す る 。 特 に 、 左 側 お よ び 右 側
連 続 ブ ラ ダ ２ ４ ２ ０ ， ２ ４ ２ ２ の そ れ ぞ れ の 左 側 お よ び 右 側 遠 位 側 方 作 動 部 分 ２ ４ １ ６ ，
２ ４ １ ８ は 、 細 長 い シ ャ フ ト ２ ４ １ ２ の ク ロ ー ジ ャ ス リ ー ブ ２ ４ ２ ４ 内 で チ ラ ー ア ー ム ２
４ １ ０ の そ れ ぞ れ の 側 に 設 け ら れ て い る 。 左 側 お よ び 右 側 近 位 ブ ラ ダ 部 分 ２ ４ ２ ６ ， ２ ４
２ ８ は 、 側 方 制 御 機 構 ２ ４ ３ ０ の 一 部 で あ る 。 特 に 、 左 側 お よ び 右 側 圧 縮 部 材 ２ ４ ３ ２ ，
２ ４ ３ ４ は 、 左 側 お よ び 右 側 近 位 ブ ラ ダ 部 分 ２ ４ ２ ６ ， ２ ４ ２ ８ を 圧 縮 し 、 そ れ ぞ れ 流 体
を 左 側 お よ び 右 側 遠 位 側 方 作 動 部 分 ２ ４ １ ６ ， ２ ４ １ ８ に 送 り 込 む 。 図 ５ ３ で は 、 右 側 圧
縮 部 材 ２ ４ ３ ４ は 、 内 方 に 作 動 さ れ 、 右 側 近 位 ブ ラ ダ 部 分 ２ ４ ２ ８ を 圧 縮 し 、 そ れ に よ り
右 側 遠 位 側 方 作 動 部 分 ２ ４ １ ８ を 拡 張 さ せ て い る 。 そ れ に よ り 、 チ ラ ー ア ー ム ２ ４ １ ０ は
、 側 方 に 旋 回 し て 右 側 に 動 か さ れ 、 そ れ に よ り エ ン ド エ フ ェ ク タ ２ ４ ０ ６ を 右 側 に 関 節 運
動 さ せ て い る 。 加 う る に 、 左 側 遠 位 側 方 作 動 部 分 ２ ４ １ ６ が 圧 縮 さ れ 、 そ れ に よ り 左 側 近
位 ブ ラ ダ 部 分 ２ ４ ２ ６ を 圧 縮 さ せ る と 共 に 左 側 圧 縮 部 材 ２ ４ ３ ２ を 外 方 に 動 か し て い る 。
左 側 へ の 関 節 運 動 は 、 こ れ と 逆 の 操 作 が 必 要 で あ る 。
【 ０ ０ ７ ７ 】
　 本 発 明 を 幾 つ か の 実 施 形 態 の 説 明 に よ り 例 示 し 、 図 示 の 実 施 形 態 を か な り 詳 細 に 説 明 し
た が 、 特 許 請 求 の 範 囲 に 記 載 さ れ た 本 発 明 の 範 囲 を か か る 細 部 に 制 限 し ま た は い か な る 点
に お い て も 限 定 す る こ と は 、 本 出 願 人 の 意 図 で は な い 。 追 加 の 利 点 お よ び 改 造 は 、 当 業 者
に は 明 ら か で あ る 。
【 ０ ０ ７ ８ 】
　 例 え ば 、 単 一 流 体 移 送 方 式 を 組 み 込 ん で も よ く 、 こ の 場 合 、 単 一 流 体 ア ク チ ュ エ ー タ が
恐 ら く は 取 っ 手 に 対 し て 流 体 連 通 状 態 に は な く ま た は 空 気 圧 連 通 状 態 に は な い 弾 性 対 向 部
材 に よ り 支 援 さ れ た 状 態 で 関 節 運 動 を 起 こ す た め に 拡 張 さ せ た り 圧 縮 さ せ た り す る 。 か か
る 設 計 と 一 致 し た 用 途 と し て は 、 例 え ば Ｔ － バ ー に 取 り 付 け ら れ た ち ょ う ど １ つ の ブ ラ ダ
が 挙 げ ら れ 、 流 体 の 抜 き 取 り に よ り 圧 縮 さ れ る と 、 こ の ブ ラ ダ が Ｔ － バ ー を こ れ と 共 に 引
っ 張 る よ う に な っ て い る 。
【 ０ ０ ７ ９ 】
　 本 発 明 の 具 体 的 な 実 施 態 様 は 、 次 の 通 り で あ る 。
　 （ １ ） 外 科 用 器 械 に お い て 、
　 患 者 の 外 部 で の 操 作 が 可 能 な よ う に 構 成 さ れ た 近 位 部 分 と 、
　 前 記 近 位 部 分 に 取 り 付 け ら れ た 細 長 い シ ャ フ ト と 、
　 エ ン ド エ フ ェ ク タ と 、
　 前 記 エ ン ド エ フ ェ ク タ を 前 記 細 長 い シ ャ フ ト に 取 り 付 け る 関 節 運 動 継 手 と 、
　 前 記 近 位 部 分 に 取 り 付 け ら れ て い て 、 流 体 を 、 前 記 細 長 い シ ャ フ ト を 通 り 第 １ の 流 体 通
路 を 通 っ て 移 送 す る よ う 動 作 可 能 に 構 成 さ れ た 流 体 制 御 装 置 と 、
　 前 記 第 １ の 流 体 通 路 と 流 体 連 通 状 態 に あ り 、 前 記 流 体 制 御 装 置 に よ り 移 送 さ れ た 前 記 流
体 に 反 応 し て 前 記 関 節 運 動 継 手 を 作 動 さ せ る こ と が で き る 第 １ の 流 体 ア ク チ ュ エ ー タ と 、
を 有 す る 、 外 科 用 器 械 。
　 （ ２ ） 実 施 態 様 （ １ ） 記 載 の 外 科 用 器 械 に お い て 、
　 前 記 流 体 制 御 装 置 は 、 流 体 を 、 第 ２ の 流 体 通 路 を 通 っ て 逆 方 向 に 移 送 す る よ う 更 に 構 成
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さ れ て お り 、 前 記 外 科 用 器 械 は 、 前 記 第 ２ の 流 体 通 路 と 流 体 連 通 状 態 に あ り 、 前 記 流 体 制
御 装 置 に よ り 移 送 さ れ た 流 体 に 反 応 し て 前 記 第 １ の 流 体 ア ク チ ュ エ ー タ を 助 け て 前 記 関 節
運 動 継 手 を 作 動 さ せ る 第 ２ の 流 体 ア ク チ ュ エ ー タ を 更 に 有 す る 、 外 科 用 器 械 。
　 （ ３ ） 実 施 態 様 （ ２ ） 記 載 の 外 科 用 器 械 に お い て 、
　 前 記 細 長 い シ ャ フ ト 内 で 側 方 運 動 可 能 に 拘 束 さ れ た ス ラ イ ド バ ー と 、
　 前 記 関 節 運 動 継 手 内 に 位 置 決 め さ れ た 前 記 ス ラ イ ド バ ー の 遠 位 端 部 と 、
　 関 節 運 動 部 材 の 遠 位 端 部 に 係 合 し 、 前 記 ス ラ イ ド バ ー の 側 方 運 動 を 前 記 エ ン ド エ フ ェ ク
タ の 旋 回 運 動 に 変 換 す る 前 記 エ ン ド エ フ ェ ク タ の 近 位 表 面 と 、 を 更 に 有 し 、
　 前 記 第 １ の 流 体 ア ク チ ュ エ ー タ は 、 前 記 細 長 い シ ャ フ ト 内 の 作 動 部 材 の 第 １ の 横 方 向 側
部 に 位 置 決 め さ れ た 第 １ の ブ ラ ダ を 有 し 、 前 記 第 ２ の 流 体 ア ク チ ュ エ ー タ は 、 前 記 細 長 い
シ ャ フ ト 内 の 前 記 作 動 部 材 の 反 対 側 の 第 ２ の 横 方 向 側 部 に 位 置 決 め さ れ た 第 ２ の ブ ラ ダ を
有 す る 、 外 科 用 器 械 。
　 （ ４ ） 実 施 態 様 （ ３ ） 記 載 の 外 科 用 器 械 に お い て 、
　 前 記 関 節 運 動 部 材 は 、 前 記 第 １ の 流 体 通 路 お よ び 前 記 第 ２ の 流 体 通 路 と そ れ ぞ れ 連 通 す
る 第 １ の 遠 位 シ リ ン ダ お よ び 第 ２ の 遠 位 シ リ ン ダ 内 で 側 方 に 動 く 互 い に 反 対 側 に 突 き 出 た
第 １ の 遠 位 ピ ス ト ン と 第 ２ の 遠 位 ピ ス ト ン を 含 む 近 位 部 分 を 有 す る 、 外 科 用 器 械 。
　 （ ５ ） 実 施 態 様 （ ３ ） 記 載 の 外 科 用 器 械 に お い て 、
　 前 記 流 体 制 御 装 置 は 、
　 前 記 第 １ の 流 体 通 路 と 連 通 状 態 に あ る 第 １ の 流 体 リ ザ ー バ と 、
　 前 記 第 ２ の 流 体 通 路 と 連 通 状 態 に あ る 第 ２ の 流 体 リ ザ ー バ と 、
　 前 記 第 １ お よ び 第 ２ の 流 体 リ ザ ー バ の う ち の 選 択 さ れ た 一 方 を 圧 縮 さ せ 、 か つ 、 前 記 第
１ お よ び 第 ２ の 流 体 リ ザ ー バ の う ち の 選 択 さ れ な か っ た 他 方 を 前 記 第 ２ の ブ ラ ダ に 加 わ る
圧 縮 力 に 反 応 し て 拡 張 さ せ る こ と が で き る よ う 動 作 可 能 に 構 成 さ れ た 側 方 ア ク チ ュ エ ー タ
と 、 を 有 す る 、 外 科 用 器 械 。
　 （ ６ ） 実 施 態 様 （ ５ ） 記 載 の 外 科 用 器 械 に お い て 、
　 前 記 第 １ お よ び 第 ２ の 流 体 リ ザ ー バ は 、 そ れ ぞ れ の ピ ス ト ン シ リ ン ダ を 有 し 、 前 記 関 節
運 動 制 御 装 置 は 、 前 記 第 １ お よ び 第 ２ の ピ ス ト ン シ リ ン ダ 内 に 運 動 可 能 に そ れ ぞ れ 受 け 入
れ ら れ た 第 １ お よ び 第 ２ の ピ ス ト ン を 有 す る 、 外 科 用 器 械 。
　 （ ７ ） 実 施 態 様 （ ５ ） 記 載 の 外 科 用 器 械 に お い て 、
　 前 記 関 節 運 動 制 御 装 置 は 、 前 記 第 １ お よ び 第 ２ の 流 体 リ ザ ー バ を 差 動 的 に 圧 縮 す る 手 段
を 有 す る 、 外 科 用 器 械 。
　 （ ８ ） 実 施 態 様 （ ３ ） 記 載 の 外 科 用 器 械 に お い て 、
　 前 記 流 体 制 御 装 置 は 、
　 前 記 第 １ の 流 体 通 路 お よ び 前 記 第 ２ の 流 体 通 路 と 連 通 状 態 に あ る 流 体 リ ザ ー バ と 、
　 前 記 流 体 リ ザ ー バ を 第 １ の リ ザ ー バ 部 分 お よ び 第 ２ の リ ザ ー バ 部 分 に 分 離 す る 可 動 密 封
面 と 、
　 前 記 可 動 密 封 面 を 移 動 さ せ て 前 記 第 １ お よ び 第 ２ の リ ザ ー バ 部 分 の 各 々 に つ い て 流 体 容
積 を 差 動 的 に 調 節 す る よ う 動 作 可 能 に 構 成 さ れ た 側 方 ア ク チ ュ エ ー タ と 、 を 有 す る 、 外 科
用 器 械 。
　 （ ９ ） 実 施 態 様 （ ８ ） 記 載 の 外 科 用 器 械 に お い て 、
　 前 記 側 方 ア ク チ ュ エ ー タ は 、 前 記 第 １ お よ び 第 ２ の リ ザ ー バ 部 分 の 各 々 に つ い て 流 体 容
積 を 差 動 的 に 調 節 す る 手 段 を 有 す る 、 外 科 用 器 械 。
　 （ １ ０ ） 実 施 態 様 （ ３ ） 記 載 の 外 科 用 器 械 に お い て 、
　 前 記 エ ン ド エ フ ェ ク タ の 前 記 近 位 表 面 は 、 歯 車 セ グ メ ン ト を 有 し 、 前 記 ス ラ イ ド バ ー の
前 記 遠 位 端 部 は 、 歯 車 ラ ッ ク を 有 す る 、 外 科 用 器 械 。
【 ０ ０ ８ ０ 】
　 （ １ １ ） 実 施 態 様 （ １ ０ ） 記 載 の 外 科 用 器 械 に お い て 、
　 前 記 細 長 い シ ャ フ ト 内 に 設 け ら れ て い て 、 選 択 的 に 遠 位 側 に 長 手 方 向 に 並 進 し て 前 記 エ
ン ド エ フ ェ ク タ の 前 記 歯 車 セ グ メ ン ト に 係 合 し て 関 節 運 動 継 手 を ロ ッ ク す る ロ ッ ク 部 材 を
更 に 有 す る 、 実 施 態 様 （ １ ０ ） 記 載 の 外 科 用 器 械 。

10

20

30

40

50

(24) JP 2006-223872 A 2006.8.31



　 （ １ ２ ） 実 施 態 様 （ １ １ ） 記 載 の 外 科 用 器 械 に お い て 、
　 前 記 ロ ッ ク 部 材 は 、 遠 位 側 に 付 勢 さ れ 、 前 記 ロ ッ ク 部 材 は 、 近 位 ピ ン を 有 し 、 前 記 関 節
運 動 制 御 装 置 は 、 歯 付 き 表 面 を 有 し 、 前 記 歯 付 き 表 面 は 、 作 動 中 、 前 記 近 位 ピ ン を 近 位 側
に カ ム 駆 動 し 、 前 記 関 節 運 動 制 御 装 置 が 停 止 す る と 、 前 記 近 位 ピ ン が 前 記 歯 付 き 表 面 の 対
応 の 歯 根 元 部 内 に 遠 位 側 へ 動 く こ と が で き る よ う に す る 、 外 科 用 器 械 。
　 （ １ ３ ） 実 施 態 様 （ ２ ） 記 載 の 外 科 用 器 械 に お い て 、
　 前 記 第 １ お よ び 第 ２ の 流 体 ア ク チ ュ エ ー タ は そ れ ぞ れ 、 第 １ お よ び 第 ２ の 遠 位 ピ ス ト ン
を 有 し 、 該 遠 位 ピ ス ト ン は 各 々 、 前 記 遠 位 ピ ス ト ン の 旋 回 軸 線 周 り に 間 隔 を 置 い て 位 置 す
る 前 記 エ ン ド エ フ ェ ク タ の 互 い に 反 対 側 の 側 部 に 係 合 す る 、 外 科 用 器 械 。
　 （ １ ４ ） 実 施 態 様 （ １ ３ ） 記 載 の 外 科 用 器 械 に お い て 、
　 前 記 関 節 運 動 制 御 装 置 は 、 前 記 第 １ お よ び 第 ２ の 流 体 通 路 の う ち の 選 択 さ れ た 一 方 を 加
圧 流 体 源 に 結 合 し 、 圧 力 を 前 記 第 １ お よ び 第 ２ の 流 体 通 路 の う ち の 選 択 さ れ な か っ た 他 方
に 逃 が す よ う 動 作 可 能 に 構 成 さ れ た セ レ ク タ ー 弁 を 有 す る 、 外 科 用 器 械 。
　 （ １ ５ ） 実 施 態 様 （ １ ３ ） 記 載 の 外 科 用 器 械 に お い て 、
　 前 記 第 １ お よ び 第 ２ の 流 体 リ ザ ー バ は 、 そ れ ぞ れ の 近 位 ピ ス ト ン シ リ ン ダ を 有 し 、 前 記
関 節 運 動 制 御 装 置 は 、 前 記 第 １ お よ び 第 ２ の ピ ス ト ン シ リ ン ダ 内 で 運 動 自 在 に 受 け 入 れ ら
れ た そ れ ぞ れ の 第 １ お よ び 第 ２ の 近 位 ピ ス ト ン 、 お よ び 前 記 第 １ お よ び 第 ２ の 近 位 ピ ス ト
ン を 差 動 的 に 動 か す よ う 位 置 決 め さ れ た 回 転 制 御 ア ク チ ュ エ ー タ を 有 す る 、 外 科 用 器 械 。
　 （ １ ６ ） 実 施 態 様 （ ２ ） 記 載 の 外 科 用 器 械 に お い て 、
　 前 記 関 節 運 動 継 手 は 、 チ ラ ー ア ー ム を 提 供 す る よ う 前 記 エ ン ド エ フ ェ ク タ か ら 近 位 側 へ
突 き 出 て い て 、 前 記 細 長 い シ ャ フ ト 内 に 軸 を 中 心 に 回 転 可 能 に 受 け 入 れ ら れ 、 前 記 細 長 い
シ ャ フ ト 内 を 延 び る チ ラ ー を 有 し 、 前 記 第 １ の 流 体 ア ク チ ュ エ ー タ は 、 前 記 細 長 い シ ャ フ
ト 内 の チ ラ ー ア ー ム の 第 １ の 横 方 向 側 部 に 位 置 決 め さ れ た 第 １ の ブ ラ ダ を 有 し 、 前 記 第 ２
の 流 体 ア ク チ ュ エ ー タ は 、 前 記 細 長 い シ ャ フ ト 内 の 前 記 チ ラ ー ア ー ム の 反 対 側 の 第 ２ の 横
方 向 側 部 に 位 置 決 め さ れ た 第 ２ の ブ ラ ダ を 有 す る 、 外 科 用 器 械 。
【 ０ ０ ８ １ 】
　 （ １ ７ ） 外 科 用 器 械 に お い て 、
　 患 者 の 外 部 で の 操 作 が 可 能 な よ う に 構 成 さ れ た 近 位 部 分 と 、
　 前 記 近 位 部 分 に 取 り 付 け ら れ た 細 長 い シ ャ フ ト で あ っ て 、 当 該 細 長 い シ ャ フ ト の 近 位 部
分 を 貫 通 し て 第 １ お よ び 第 ２ の 流 体 通 路 が 設 け ら れ た シ ャ フ ト と 、
　 エ ン ド エ フ ェ ク タ と 、
　 前 記 エ ン ド エ フ ェ ク タ を 前 記 細 長 い シ ャ フ ト に 取 り 付 け る 関 節 運 動 継 手 と 、
　 前 記 近 位 部 分 に 取 り 付 け ら れ て い て 、 流 体 を 、 前 記 第 １ お よ び 第 ２ の 流 体 通 路 を 通 り 前
記 細 長 い シ ャ フ ト を 通 っ て 差 動 的 に 移 送 さ せ る よ う 動 作 可 能 に 構 成 さ れ た 流 体 制 御 装 置 と
、
　 前 記 第 １ の 流 体 通 路 と 流 体 連 通 状 態 に あ る 第 １ の 流 体 ア ク チ ュ エ ー タ と 、
　 前 記 第 ２ の 流 体 通 路 と 流 体 連 通 状 態 に あ る 第 ２ の 流 体 ア ク チ ュ エ ー タ と 、 を 有 し 、
　 前 記 第 １ の 流 体 ア ク チ ュ エ ー タ と 前 記 第 ２ の 流 体 ア ク チ ュ エ ー タ は 協 働 し て 、 流 体 の 前
記 差 動 的 移 送 に 反 応 し て 前 記 関 節 運 動 継 手 を 作 動 さ せ る 、 外 科 用 器 械 。
　 （ １ ８ ） 実 施 態 様 （ １ ７ ） 記 載 の 外 科 用 器 械 に お い て 、
　 前 記 流 体 は 、 非 圧 縮 性 で あ る 、 外 科 用 器 械 。
　 （ １ ９ ） 実 施 態 様 （ １ ７ ） 記 載 の 外 科 用 器 械 に お い て 、
　 前 記 流 体 は 、 圧 縮 性 で あ る 、 外 科 用 器 械 。
【 ０ ０ ８ ２ 】
　 （ ２ ０ ） 外 科 用 器 械 に お い て 、
　 患 者 の 外 部 で 操 作 可 能 に 構 成 さ れ た 近 位 部 分 と 、
　 前 記 近 位 部 分 に 取 り 付 け ら れ た 細 長 い シ ャ フ ト と 、
　 エ ン ド エ フ ェ ク タ と 、
　 前 記 エ ン ド エ フ ェ ク タ を 前 記 細 長 い シ ャ フ ト に 取 り 付 け る 関 節 運 動 継 手 と 、
　 流 体 を 、 二 方 向 で 前 記 細 長 い シ ャ フ ト を 通 し て 移 送 す る 流 体 制 御 手 段 と 、
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　 前 記 細 長 い シ ャ フ ト か ら の 前 記 移 送 流 体 に 反 応 し て 前 記 関 節 運 動 継 手 を 関 節 運 動 さ せ る
流 体 作 動 手 段 と 、 を 有 す る 、 外 科 用 器 械 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ８ ３ 】
【 図 １ 】 開 放 し た エ ン ド エ フ ェ ク タ ま た は ス テ ー プ ル 留 め 組 立 体 を 備 え 、 ス テ ー プ ル カ ー
ト リ ッ ジ が 取 り 出 さ れ た 状 態 で 示 さ れ た 外 科 用 ス テ ー プ ル 留 め 兼 用 切 断 器 械 の 前 且 つ 上 か
ら 見 た 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 関 節 運 動 機 構 が 流 体 作 動 制 御 装 置 に よ っ て 制 御 さ れ た 図 １ の 外 科 用 ス テ ー プ ル 留
め 兼 用 切 断 器 械 の 前 且 つ 上 か ら 見 た 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 図 １ の 外 科 用 ス テ ー プ ル 留 め 兼 用 切 断 器 械 の 細 長 い シ ャ フ ト お よ び 関 節 運 動 機 構
の 分 解 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 ス テ ー プ ル 留 め 組 立 体 お よ び 関 節 運 動 機 構 を 含 む 図 １ の 外 科 用 ス テ ー プ ル 留 め 兼
用 切 断 器 械 の 作 業 部 分 の 遠 位 部 分 の 分 解 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 発 火 運 動 に よ り 駆 動 さ れ た 部 品 を 露 出 さ せ る よ う ス テ ー プ ル カ ー ト リ ッ ジ の 横 半
分 が 取 り 除 か れ た 状 態 の 図 １ お よ び 図 ４ の ス テ ー プ ル 留 め 組 立 体 の 上 か ら 見 た 斜 視 図 で あ
る 。
【 図 ６ 】 流 体 関 節 運 動 機 構 に よ り 関 節 運 動 さ せ ら れ た 単 一 の ピ ボ ッ ト フ レ ー ム グ ラ ウ ン ド
を 露 出 さ せ る よ う 二 重 ピ ボ ッ ト ク ロ ー ジ ャ ス リ ー ブ 組 立 体 と エ ン ド エ フ ェ ク タ が 取 り 除 か
れ た 状 態 の 図 １ の 外 科 用 器 械 の 作 業 部 分 の 前 か ら 見 た 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ７ 】 単 一 ピ ボ ッ ト フ レ ー ム グ ラ ウ ン ド を 備 え た 二 重 旋 回 ク ロ ー ジ ャ ス リ ー ブ 組 立 体 を
近 位 位 置 で 示 す 図 １ の 外 科 用 器 械 の 別 の 関 節 運 動 継 手 の 詳 細 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ８ 】 二 重 旋 回 固 定 壁 ド ッ グ ボ ー ン 形 リ ン ク お よ び 側 方 運 動 部 材 （ Ｔ － バ ー ） の た め の
レ ー ル ガ イ ド を 組 み 込 ん だ フ レ ー ム グ ラ ウ ン ド を 有 す る 図 ７ の 別 の 関 節 運 動 継 手 の 右 下 か
ら 見 た 分 解 組 立 て 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ９ 】 発 火 バ ー を 支 持 す る よ う 下 側 二 重 ピ ボ ッ ト リ ン ク 内 に 組 み 込 ま れ た 別 の 中 実 壁 支
持 板 機 構 お よ び レ ー ル 案 内 式 側 方 運 動 部 材 （ Ｔ － バ ー ） を 有 す る 図 １ の 外 科 用 器 械 用 の 更
に 別 の 関 節 運 動 継 手 の 左 上 か ら 見 た 分 解 組 立 て 斜 視 図 で あ る 。
【 図 １ ０ 】 自 動 関 節 運 動 ロ ッ ク 係 合 お よ び 解 除 の た め の 後 方 加 重 離 脱 式 Ｔ － バ ー を 露 出 さ
せ る よ う ク ロ ー ジ ャ ス リ ー ブ 組 立 体 が 取 り 除 か れ た 図 １ の 外 科 用 器 械 用 の 別 の 関 節 運 動 ロ
ッ ク 機 構 の 概 略 平 面 図 で あ る 。
【 図 １ １ 】 図 １ の 外 科 用 器 械 用 の 更 に 別 の 関 節 運 動 機 構 の 概 略 平 面 図 で あ り 、 ば ね が 、 エ
ン ド エ フ ェ ク タ か ら の 後 方 加 重 に 起 因 し て 係 合 す る ロ ッ ク 特 徴 部 を 備 え た Ｔ － バ ー の ラ ッ
ク を 付 勢 し て い る 状 態 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 １ ２ 】 図 １ の 外 科 用 器 械 用 の 側 方 誘 導 装 置 を 組 み 込 ん だ 別 の Ｔ － バ ー お よ び フ レ ー ム
グ ラ ウ ン ド を 示 す 図 で あ る 。
【 図 １ ３ 】 図 １ の 外 科 用 器 械 用 の 側 方 誘 導 装 置 を 組 み 込 ん だ 更 に 別 の Ｔ － バ ー お よ び フ レ
ー ム グ ラ ウ ン ド を 示 す 図 で あ る 。
【 図 １ ４ 】 図 １ の 外 科 用 器 械 用 の 二 重 旋 回 フ レ ー ム 組 立 体 お よ び 単 一 旋 回 ク ロ ー ジ ャ ス リ
ー ブ 組 立 体 を 有 す る 別 の 関 節 運 動 機 構 の 左 上 か ら 見 た 分 解 斜 視 図 で あ る 。
【 図 １ ５ 】 図 １ ４ の 別 の 関 節 運 動 機 構 の 左 下 か ら 見 た 斜 視 図 で あ る 。
【 図 １ ６ 】 ラ ッ ク お よ び 歯 車 セ グ メ ン ト の 軸 を 中 心 と し た 回 転 が 非 関 節 運 動 状 態 で 示 さ れ
た 側 方 動 作 式 流 体 関 節 運 動 機 構 の 略 図 で あ る 。
【 図 １ ７ 】 図 １ ６ の 流 体 関 節 運 動 機 構 の １ ７ － １ ７ 線 断 面 正 面 図 で あ る 。
【 図 １ ８ 】 ラ ッ ク お よ び 歯 車 セ グ メ ン ト の 軸 を 中 心 と し た 回 転 が 関 節 運 動 状 態 で 示 さ れ た
側 方 動 作 式 流 体 関 節 運 動 機 構 の 略 図 で あ る 。
【 図 １ ９ 】 図 １ ８ の 流 体 関 節 運 動 機 構 の １ ９ － １ ９ 線 断 面 正 面 図 で あ る 。
【 図 ２ ０ 】 ス ラ イ ド バ ー を 側 方 に カ ム 駆 動 し 、 そ れ に よ り エ ン ド エ フ ェ ク タ を 関 節 運 動 さ
せ る 少 な く と も １ つ の 長 手 方 向 に 運 動 す る 部 材 に よ っ て 関 節 運 動 さ れ た 外 科 用 器 械 の 概 略
平 面 図 で あ る 。
【 図 ２ １ 】 関 節 運 動 状 態 に あ る 図 ２ ０ の 外 科 用 器 械 の 概 略 平 面 図 で あ る 。
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【 図 ２ ２ 】 Ｔ － バ ー ま た は ス ラ イ ド バ ー を そ れ ぞ れ 側 方 に 並 進 さ せ る 図 １ ６ ま た は 図 ２ ０
の 外 科 用 器 械 用 の 別 の 回 転 リ ン ク 機 械 式 制 御 シ ス テ ム を 非 関 節 運 動 状 態 で 示 し た 断 面 正 面
図 で あ る 。
【 図 ２ ３ 】 関 節 運 動 状 態 に あ る 図 ２ ２ の 別 の 回 転 リ ン ク 機 械 式 制 御 シ ス テ ム の 断 面 正 面 図
で あ る 。
【 図 ２ ４ 】 エ ン ド エ フ ェ ク タ を 関 節 運 動 さ せ る よ う 各 々 が 長 手 方 向 に 調 節 可 能 な 近 位 エ ン
ド ポ イ ン ト を 備 え た １ 対 の 座 屈 部 材 に よ っ て 側 方 に 位 置 決 め さ れ た ス ラ イ ド バ ー を 有 す る
外 科 用 器 械 の 概 略 平 面 図 で あ る 。
【 図 ２ ５ 】 関 節 運 動 状 態 で 示 さ れ た 図 ２ ４ の 外 科 用 器 械 の 概 略 平 面 図 で あ る 。
【 図 ２ ６ 】 電 磁 側 方 関 節 運 動 制 御 機 構 を 有 す る 外 科 用 器 械 の 概 略 平 面 図 で あ る 。
【 図 ２ ７ 】 関 節 運 動 状 態 に あ る 図 ２ ６ の 外 科 用 器 械 の 概 略 平 面 図 で あ る 。
【 図 ２ ８ 】 加 圧 流 体 源 お よ び 関 節 運 動 制 御 機 構 を 有 す る 外 科 用 器 械 の 概 略 平 面 図 で あ る 。
【 図 ２ ９ 】 関 節 運 動 状 態 に あ る 図 ２ ８ の 外 科 用 器 械 の 概 略 平 面 図 で あ る 。
【 図 ３ ０ 】 側 方 圧 縮 ば ね を 備 え た ブ ラ ダ の 略 図 で あ る 。
【 図 ３ １ 】 ブ ラ ダ 用 の １ 対 の 押 し 潰 し 可 能 な ベ ロ ー を 有 す る 外 科 用 器 械 の 管 用 シ ャ フ ト の
断 面 正 面 図 で あ り 、 関 節 運 動 位 置 に あ る Ｔ － バ ー 、 拡 張 状 態 の 一 方 の ベ ロ ー お よ び 押 し 潰
し 状 態 の 一 方 の ベ ロ ー を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ３ ２ 】 Ｔ － バ ー に 設 け ら れ て い て 、 関 節 運 動 機 構 を 軸 を 中 心 に 回 転 さ せ る 互 い に 反 対
側 の ピ ス ト ン 駆 動 ブ ラ ダ の 流 体 移 送 関 節 運 動 が 可 能 な 外 科 用 器 械 の 概 略 平 面 図 で あ る 。
【 図 ３ ３ 】 関 節 運 動 状 態 に あ る 図 ３ ２ の 外 科 用 器 械 の 概 略 平 面 図 で あ る 。
【 図 ３ ４ 】 関 節 運 動 機 構 を 軸 を 中 心 に 回 転 さ せ る Ｔ － バ ー に 設 け ら れ て い て 、 側 方 運 動 ピ
ン チ ロ ー ラ に よ り 作 動 さ れ る 互 い に 反 対 側 の ブ ラ ダ の 流 体 移 送 関 節 運 動 が 可 能 な 外 科 用 器
械 の 概 略 平 面 図 で あ る 。
【 図 ３ ５ 】 関 節 運 動 状 態 に あ る 図 ３ ５ の 外 科 用 器 械 の 概 略 平 面 図 で あ る 。
【 図 ３ ６ 】 中 間 部 分 ピ ン チ ロ ー ラ に よ り 差 動 的 に 作 動 さ れ た 単 一 ブ ラ ダ の 互 い に 反 対 側 の
遠 位 部 分 の 流 体 移 送 関 節 運 動 が 可 能 な 外 科 用 器 械 の 概 略 平 面 図 で あ る 。
【 図 ３ ７ 】 図 ３ ６ の 外 科 用 器 械 の ３ ７ － ３ ７ 線 に 沿 っ て 見 た 中 間 部 分 ピ ン チ ロ ー ラ の 断 面
図 で あ る 。
【 図 ３ ８ 】 関 節 運 動 状 態 に あ る 図 ３ ６ の 外 科 用 器 械 の 概 略 平 面 図 で あ る 。
【 図 ３ ９ 】 図 ３ ８ の 外 科 用 器 械 の ３ ９ － ３ ９ 線 に 沿 っ て 見 た 中 間 部 分 ピ ン チ ロ ー ラ の 断 面
図 で あ る 。
【 図 ４ ０ 】 ベ ロ ー 圧 縮 部 材 を 差 動 的 に 作 動 さ せ る 単 一 ブ ラ ダ の 互 い に 反 対 側 の 遠 位 部 分 の
流 体 移 送 関 節 運 動 が 可 能 な 外 科 用 器 械 の 概 略 平 面 図 で あ る 。
【 図 ４ １ 】 右 側 に 関 節 運 動 し た 図 ４ ０ の 外 科 用 器 械 の 概 略 平 面 図 で あ る 。
【 図 ４ ２ 】 ピ ス ト ン に よ っ て 押 し 退 け ら れ た 流 体 運 動 に よ り 並 進 運 動 し た 側 方 ス プ ー ル 弁
の 近 位 側 に 結 合 さ れ た Ｔ － バ ー の 流 体 移 送 関 節 運 動 が 可 能 な 外 科 用 器 械 の 概 略 平 面 図 で あ
る 。
【 図 ４ ３ 】 関 節 運 動 状 態 に あ る 図 ４ ２ の 外 科 用 器 械 の 概 略 平 面 図 で あ る 。
【 図 ４ ４ 】 エ ン ド エ フ ェ ク タ を 細 長 い シ ャ フ ト へ の そ の 旋 回 取 付 け 部 周 り に 差 動 的 に 作 動
さ せ る よ う 流 体 の 作 用 で 並 進 し た 遠 位 ピ ス ト ン を 遠 位 側 へ 突 出 さ せ る 左 上 右 流 体 ボ ア を 有
す る 外 科 用 器 械 の 概 略 平 面 図 で あ る 。
【 図 ４ ５ 】 近 位 ピ ス ト ン を そ れ ぞ れ の 流 体 ボ ア 内 に 差 動 的 且 つ 近 位 側 へ 並 進 さ せ る 関 節 運
動 制 御 装 置 の 回 転 に 応 答 し た 左 側 関 節 運 動 状 態 に あ る 図 ４ ４ の 外 科 用 器 械 の 概 略 平 面 図 で
あ る 。
【 図 ４ ６ 】 遠 位 端 部 が 中 間 部 分 回 転 ポ ン プ に よ る 流 体 押 し 退 け に 応 答 し て 関 節 運 動 機 構 を
側 方 に 並 進 さ せ る 音 叉 の 形 を し た ブ ラ ダ を 有 す る 外 科 用 器 械 の 概 略 平 面 図 で あ る 。
【 図 ４ ７ 】 回 転 ポ ン プ が エ ン ド エ フ ェ ク タ の 右 方 関 節 運 動 を 生 じ さ せ る よ う 上 か ら 見 て 反
時 計 回 り に 作 動 さ れ た 図 ４ ６ の 外 科 用 器 械 の 概 略 平 面 図 で あ る 。
【 図 ４ ８ 】 近 位 ２ ベ ー ン 型 制 御 装 置 に 差 動 的 且 つ 流 体 的 に 結 合 さ れ た ２ ベ ー ン 遠 位 タ ー ビ
ン を 備 え た 流 体 移 送 関 節 運 動 機 構 を 有 す る 外 科 用 器 械 の 概 略 平 面 図 で あ る 。
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【 図 ４ ９ 】 近 位 ２ ベ ー ン 制 御 装 置 が エ ン ド エ フ ェ ク タ の 左 方 回 転 を 生 じ さ せ る よ う 上 か ら
見 て 反 時 計 回 り に 回 転 し た 状 態 の 図 ４ ９ の 外 科 用 器 械 の 概 略 平 面 図 で あ る 。
【 図 ５ ０ 】 細 長 い シ ャ フ ト 内 の 円 形 流 体 通 路 回 り の 回 転 運 動 を 生 じ さ せ る よ う 互 い に 反 対
側 の ピ ス ト ン を 用 い た 流 体 移 送 関 節 運 動 機 構 を 備 え た 外 科 用 器 械 の 概 略 背 面 図 で あ る 。
【 図 ５ １ 】 回 転 部 材 が 右 方 側 方 制 御 入 力 に 起 因 し て 時 計 回 り に 動 い た 状 態 の 図 ５ ０ の 外 科
用 器 械 の 概 略 背 面 図 で あ る 。
【 図 ５ ２ 】 流 体 移 送 に よ り 位 置 決 め さ れ た チ ラ ー 関 節 運 動 機 構 の 外 科 用 器 械 の 概 略 平 面 図
で あ る 。
【 図 ５ ３ 】 右 側 に 関 節 運 動 し た 図 ５ ２ の 外 科 用 器 械 の 概 略 平 面 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ８ ４ 】
　 １ ０ 　 外 科 用 ス テ ー プ ル 留 め 兼 用 切 断 器 械
　 １ ２ 　 作 業 部 分
　 １ ４ ， ２ ３ ０ ， ３ ０ ０ ， ４ ０ ０ ， ２ ０ ０ ２ 　 関 節 運 動 機 構
　 １ ６ 　 細 長 い シ ャ フ ト
　 １ ８ 　 関 節 運 動 制 御 装 置
　 ２ ０ 　 ス テ ー プ ル 留 め 組 立 体 ま た は エ ン ド エ フ ェ ク タ
　 ２ ２ 　 取 っ 手 部 分
　 ２ ４ 　 ピ ス ト ル 型 握 り
　 ２ ６ 　 ク ロ ー ジ ャ ト リ ガ
　 ２ ８ 　 発 火 ト リ ガ
　 ３ ０ 　 ク ロ ー ジ ャ 解 除 ボ タ ン
　 ４ ６ 　 ク ロ ー ジ ャ ス リ ー ブ 組 立 体
　 ４ ４ 　 フ レ ー ム 組 立 体
　 ８ ０ 　 関 節 運 動 ア ク チ ュ エ ー タ
　 ９ ４ 　 流 体 関 節 運 動 シ ス テ ム
　 １ １ ６ 　 関 節 ク ロ ー ジ ャ 管
　 １ ７ ８ 　 交 換 可 能 な ス テ ー プ ル カ ー ト リ ッ ジ
　 ２ ０ ０ ， ２ ０ ０ ０ 　 関 節 運 動 ロ ッ ク 機 構
　 ５ ０ ０ ， ６ ０ ０ ， ７ ０ ０ ， ９ ０ ０ ， １ ０ ０ ０ ， １ １ ０ ０ ， １ ２ ０ ０ ， １ ３ ０ ０ ， １ ４ ０
０ ， １ ５ ０ ０ ， １ ６ ０ ０ ， １ ７ ０ ０ ， １ ９ ０ ０ ， ２ ０ ０ ４ 　 外 科 用 器 械
　 １ ８ ０ １ 　 関 節 運 動 継 手
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】 【 図 ４ 】
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【 図 ５ 】 【 図 ６ 】

【 図 ７ 】 【 図 ８ 】

(30) JP 2006-223872 A 2006.8.31



【 図 ９ 】 【 図 １ ０ 】

【 図 １ １ 】 【 図 １ ２ 】

(31) JP 2006-223872 A 2006.8.31



【 図 １ ３ 】 【 図 １ ４ 】

【 図 １ ５ 】 【 図 １ ６ 】

【 図 １ ７ 】
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【 図 １ ８ 】

【 図 １ ９ 】

【 図 ２ ０ 】

【 図 ２ １ 】 【 図 ２ ２ 】

【 図 ２ ３ 】
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【 図 ２ ４ 】 【 図 ２ ５ 】

【 図 ２ ６ 】

【 図 ２ ７ 】

【 図 ２ ８ 】

【 図 ２ ９ 】
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【 図 ３ ０ 】 【 図 ３ １ 】

【 図 ３ ２ 】

【 図 ３ ３ 】

【 図 ３ ４ 】

【 図 ３ ５ 】

【 図 ３ ６ 】
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【 図 ３ ７ 】

【 図 ３ ８ 】

【 図 ３ ９ 】

【 図 ４ ０ 】

【 図 ４ １ 】

【 図 ４ ２ 】

【 図 ４ ３ 】

【 図 ４ ４ 】
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【 図 ４ ５ 】

【 図 ４ ６ 】

【 図 ４ ７ 】

【 図 ４ ８ 】

【 図 ４ ９ 】

【 図 ５ ０ 】

【 図 ５ １ 】

【 図 ５ ２ 】
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摘要(译)

要解决的问题：提供特别适合内窥镜使用的手术器械。 特别适用于内窥
镜应用的手术器械（10）包括通过包括近端控制的流体转移关节运动机
构（14）来关闭末端执行器（20）。 。附接到近端部分的流体控制装置
（18）经由第一流体通道将流体通过细长轴（16）传递到第一流体致动
器（80）并且响应于此致动器铰接铰接接头。还可以制造两个相对的流
体致动器以响应不同的流体传递而执行铰接。因此，通过消除传递足够
的机械运动以通过细长轴的窄范围引起关节运动的设计约束来实现设计
灵活性。 点域1
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